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平成２９年第２回御宿町議会定例会 

 

議 事 日 程 （第２号） 

 

平成２９年６月１５日（木曜日）午前９時３０分開議 

 

日程第 １ 一般質問 

日程第 ２ 報告第 １号 御宿町一般会計繰越明許費繰越計算書について 

日程第 ３ 報告第 ２号 御宿町一般会計事故繰越し繰越計算書について 

日程第 ４ 議案第 １号 専決処分の承認を求めることについて 

日程第 ５ 議案第 ２号 御宿町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ６ 議案第 ３号 御宿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ７ 議案第 ４号 平成２９年度御宿町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第 ８ 議案第 ５号 平成２９年度御宿町一般会計補正予算（第１号） 

日程第 ９ 議案第 ６号 平成２９年度御宿町一般会計補正予算（第２号） 
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 ───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（大地達夫君） 皆さん、おはようございます。 

 議事日程について、石田町長から平成29年御宿町一般会計補正予算（第２号）が追加提出さ

れたため、議会運営委員会を開催し、日程第９、議案６号を追加しました。本日の日程につい

ては、改めて配付してあります。よろしくお願いいたします。 

 伊藤博明君から、会議規則第２条の規定による欠席届の提出がありました。 

 本日の出席議員は11名です。 

 よって、定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたしました。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、議会だより編集のため、議場内の写真撮影を許可いたしました。 

 傍聴人に申し上げます。 

 傍聴に当たっては、傍聴規則に従い、静粛にお願いいたします。 

 また、携帯電話の類いは使用できませんので、電源をお切りください。 

 ここで、石田町長から発言を求められておりますので、議案第６号の提案理由の説明とあわ

せてこれを許可いたします。 

 石田町長。 

（町長 石田義廣君 登壇） 

○町長（石田義廣君） 議案第６号 平成29年度御宿町一般会計補正予算案（第２号）につい

て提案理由を申し上げます。 

 今回お願いいたします補正予算は、歳入歳出ともに244万4,000円を追加し、補正後の予算総

額を35億4,424万9,000円とするものでございます。 

 内容につきましては、この御宿町から始まりました、日本とメキシコ姉妹都市を結ぶテカマ

チャルコ市とアカプルコ市とのさらなる交流の発展を目指し、両市への表敬訪問や在墨法人を

含め、現地の人々との友好交流に要する経費を追加いたしました。 

 なお、補正財源としましては、平成28年度の実質収支の見込みを勘案して、繰越金を追加い

たしました。 

 詳細につきましては担当課長から説明させますので、よろしくご審議の上、ご議決いただき

ますようお願いを申し上げます。 

（午前 ９時３２分） 
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 ───────────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（大地達夫君） 日程第１、これより一般質問に入ります。 

 一般質問の制限時間は90分です。質問者も答弁者も簡潔にお願いいたします。 

 なお、質問については、会議規則第63条の準用規定により、一般質問も同一の質問について

３回を超えることができないことになっていますので、ご注意ください。 

 また、一般質問通告書に記載のない質問は認められません。議長の議事整理権に基づき制止

しますので、ご注意ください。 

 順次発言を許します。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◇ 瀧 口 義 雄 君 

○議長（大地達夫君） 通告順により、１番、瀧口義雄君、登壇の上、ご質問願います。 

（１番 瀧口義雄君 登壇） 

○１番（瀧口義雄君） 瀧口です。 

 議長の許可がありましたので、通告に従い質問させていただきます。 

 １番、子育て支援について。 

 学童保育について、放課後児童クラブ、放課後子ども教室について、現在、御宿児童館で行

われている放課後児童クラブを、現在使われていない旧御宿保育所で行うことはできないでし

ょうか。旧御宿保育所は、御宿小学校と隣接しております。フェンス１枚で同一敷地内になり

ます。子どもの安全・安心という形の中でご検討願いたいと思います。旧御宿保育所の活用方

針が決定していないなら、放課後児童クラブの開催場所として使うことはできないでしょうか

というご提案でございます。旧御宿保育所は、昭和46年建設、延べ床面積897平米、耐震検査、

アスベストの除去は完了しています。 

 また、続けて、高校生の定期購入補助について。 

 現在、御宿から高校や高専に通学している生徒数は、何人ぐらいいらっしゃるのでしょうか。

子育て支援として、高校生の通学に要する定期券の購入補助をご提案申し上げます。 

 また、ＪＲ御宿駅からいすみ鉄道大多喜駅、一宮駅、茂原駅、鴨川駅の概略の定期券代金を

教えていただければと思います。 

 質問の趣旨は、御宿町は高齢化率が県下一の自治体でございます。社会保障、福祉、介護政

策が高齢者に重きを置いているのも理解できます。各種検診事業、御宿版ＣＣＲＣ構想計画検
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討支援517万円が、今回の老人福祉の補正で入っております。 

 また、データヘルス計画など、ほぼ施策は満杯の状況ではないでしょうか。例えば、検診な

ど各種事業の利用率はどのくらいあるのでしょうか。高齢者の社会保障政策、社会福祉事業は

何本ぐらいあるのでしょうか。 

 御宿に限らず自治体の施策は、高齢者にばかり目が向けられていますが、高齢者の社会福祉

政策は大切ですけれども、しかし、それを支える役割を近い将来担う子ども、若者の存在も不

可欠でございます。このままでは、もう少子化はどんどん進んでいってしまいます。県・国の

政策のけつを追っかけるだけでなく、御宿町の創意工夫のある、将来像を見詰めた御宿町独自

の子育て支援が必要ではないでしょうか。御宿町においては、16歳から18歳までの医療補助が

あるだけではないでしょうか。高校の授業料は、条件はありますが無償ということになってお

ります。多くの保護者は、本当に身を削る思いで頑張っております。16歳から18歳までの政策

は、空白と言っていいのではないでしょうか。空白というのは無策と同じということですよ。

すぐ財源のことを言いますが、やるかやらないかだけですよ。 

 ３月17日にこの補正の補正が上がりましたけれども、３月17日に上がって、けさ244万円使

えるような町ですから、財源のことは全く考えておりません。 

 この年代を所管、担当する課はどこでしょうか。教育委員会に社会教育班というのがござい

ますけれども、所掌を見ても入っておりません。この年代は全く空白です。 

 子育て支援は定住化策の大切な柱です。暮らしやすく育てやすい町、多くの課題があっても、

そういう町は必ず乗り越えられていきます。 

 それと、これも意見ですけれども、せっかく５億7,000万円かけてつくったこども園も、日

曜・祭日は休園です。今年は新しく土曜日が一日フルタイムという形で、新しい形をとってい

ただきました。働き方、子育ても時代とともに変わっています。政策がついていっていないの

ではないでしょうか。時代の先取りが当然行政では必要です。土日休めるのは公務員だけでは

ないでしょうか。特に保育所関係はサービス産業だと私は認識しております。 

 そういう中で、こども園、放課後児童クラブの日曜・祭日に活用しての利用者の実態調査を

始めてはいかがでしょうか。それと、実費5,000円、夏季7,000円の、これはちょっと負担が高

いのじゃないか。本人の口に入るものだということは承知しております。 

 それと、福祉課への補助でございますが、健全な子どもを育成する、育てるというのが主な

目的というのは福祉課のあれでわかりますけれども、本来は、生徒・児童は教育委員会の所掌

ではないでしょうか。政策補助は福祉ですけれども、教育課がかかわってしかるべきではない
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でしょうか。下校した後はちょっと関知しませんということはいかがなものでしょうか。品川

区の小学校、すまいるスクールを教育長も多分視察に行っていると思うんですけれども、そう

いうことを勘案していただければと思っています。 

 また、公民館でやっておる放課後子ども教室ですね。これは実谷、布施地区の子どもはどう

対応しているのでしょうか。 

 それと、子どもの健全育成というのが放課後児童クラブの主たる目的で、週６日で午後２時

から６時半まで、また、違う日は８時から６時半までという中で、教育課のほうで関与してい

ただければ、例えば英語の外人講師、習字、絵画、囲碁、将棋─今将棋はブームになってお

ります。それは別としても、独自の教室、また、勉強の補助等にこの大変貴重な時間を、子ど

もたちが遊ぶだけではなくて、そういう形がとれるのではないでしょうか。 

 それともう一点、新しいこども園ができまして、定数もここにもらっておりますけれども、

まだ大変余裕がございます。126名と、ゼロ歳児が２名という中で、あとは１歳児15名、２歳

児16名で33名ということでございますけれども、聞くところによると、誰でも待機児童でなく

て済むのが御宿町の方針だと、町民に寄り添って、土井議員が町民ファーストだという言い方

をしていますけれども、断られたと言う人が出ております。やっていることと言っていること

が違ってきているんではないかなと。それも、一番手のかかるのはわかるんですよ。定数は保

育士１人に園児３人までと、それはなかなか現実的に無理な話で、１人の保育士が赤ちゃん３

人見るというのは、三つ子だって無理ですよ、自分の子でも。そういう中で、体制自体がおか

しいんですよ。ローテーションを組んで入っているという話は聞いております。それでも、こ

の定数欠なんですよ。そういう状態に置かれているのを町長はご存知ですか。この欠員、待機

児童、御宿はゼロだと自慢しているじゃないですか。自慢しているそばからそういう形。これ

は子育て支援の中でお聞きしておりますので、順次お答え願いたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 埋田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（埋田禎久君） まず、日曜保育を実施してはどうかというご提案ですが、こ

ども園につきましては、本年度から土曜日の一日保育をスタートしたところですので、その状

況を見ながら実態調査、アンケートについて協議したいと考えます。 

 次に、放課後児童クラブにつきましては、平成19年度から土曜日を開設しております。こち

らにつきましても、土曜日の利用状況を参考に、今後アンケートについて協議したいと考えま

す。 

 次に、学童保育の保護者負担についてでございますが、当町の負担金は、夷隅郡市内では決
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して高いほうではありませんが、子育て支援の観点から、軽減について検討させていただきま

す。 

 次に、放課後児童クラブを旧御宿保育所で行ってはどうかというご提案でございますが、旧

御宿保育所は御宿小学校の隣地でありますので、子どもの下校において移動の負担も少なく、

天候の悪いときも影響が少ないという利点があります。一方、施設につきましては、小学校高

学年の利用もあるため、トイレの改修が必要となります。また、平成28年度末で46年が経過し

老朽化していることから、維持管理費の負担が大きくなってくると思われます。今後は、放課

後児童クラブを旧御宿保育所で行うことを含めて、ほかの利活用方法についてもあわせて検討

してまいりたいと考えます。 

 それから、待機児童というお話でございますが、３月に保育士の臨時職員を２名募集いたし

ました。１名は応募があり採用したんですが、１名が欠になっておりました。その後、４月に

入りまして再度募集したんですが、応募がなかったという状況です。今後早急に手当てをして

子どもを受け入れたいと思います。 

○１番（瀧口義雄君） ありがとうございます。ちょっとすみませんね。臨時保育士、この報

酬、交通費、待遇、どうなっておるんでしょうか。わからなかったら結構です。金井課長、お

願いします。 

○議長（大地達夫君） 金井教育課長。 

○教育課長（金井亜紀子君） 放課後児童クラブの運営につきまして、子どもたちがかかわっ

ているので教育課がかかわるべきではないか、また、品川区のすまいるスクールの件にあわせ

まして回答させていただきます。 

 まず、品川区で行っているすまいるスクールは、学童保育とはまた別で、放課後子ども教室

推進事業という位置づけでやっておりますので、今、御宿町の公民館で実施しております放課

後子ども教室と同じ位置づけのものでございます。ただ、対象年齢が御宿町は３年生までと短

い学年でくくってしまっておりまして、品川区のほうは全児童を対象にしているというところ

が違いとして出てきております。 

 放課後児童クラブのほうは、確かに対象が子ども、小学生が対象となっておりますが、児童

福祉法、社会福祉法に位置づけられておりまして、就労家庭の対策ということの側面も有して

おりますので、両親が共働きであったりとか、母子・父子家庭といったような、そういった保

護者の要件がついてしまいます。ただ、現在、学校週休２日制になっておりまして、全ての子

どもたちが子どもたちだけで過ごす時間が増えておりますので、そういった子どもたちの居場
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所をつくることを目的に、現在、公民館で放課後子ども教室を実施しております。 

 ただ、今、議員がご提案いただきましたとおり、非常に限られた時間で、限られた対象者で

やっておりますので、そういった子どもたち全てをフォローする状況に今ありません。今後、

制度の趣旨といたしましては、６年生まで全てを対象に実施することができる制度になってお

りますので、今後そういった地域の実情に応じて、６年生までの児童全てを対象にできるんで

すけれども、指導員の確保とか、課題等もございますが、学年の撤廃や、土曜日、習字教室と

か合唱教室というのは実際やっておりますので、そうした土曜日の教室内容の拡充も含めて、

また、その中に学習教室等もできるような形で、先進地事例などを研究しながら拡充について

は検討したいと考えております。 

 また、現在の放課後子ども教室への実谷区、布施地区の子どもたちの対応に対しましては、

御宿町内の小学３年生までが対象となっておりますので、今年度は実際に３名の布施小学校の

お子さんが参加しております。 

 放課後子ども教室には、いろいろな教室があるんですが、自分のやりたいものにだけ参加を

しておりますので、今、布施小のお子さんたちはレクリエーションというＢ＆Ｇでやっている

教室のみ参加をしております。 

 高校生の定期券購入補助につきましてですが、現在、高校生の正確な数はちょっと教育委員

会で…… 

○１番（瀧口義雄君） いや、アバウトで結構です。 

○教育課長（金井亜紀子君） では、御宿中学校卒業時の進路でお答えしたいと思います。 

 現在高校生の学齢である平成26年度から28年度末に卒業した生徒が144名です。そのうち全

日制の高校に進学した者が137名、通信制の高校に進学した者が５名、専門学校が１名となり

ます。就職した者が１名ということです。 

 大原、一宮等、ＪＲの…… 

○１番（瀧口義雄君） 定期代ですね。 

○教育課長（金井亜紀子君） 定期、６カ月、１カ月…… 

○１番（瀧口義雄君） いや、何でも結構ですよ、調べたもので結構でございます。 

○教育課長（金井亜紀子君） ６カ月の学生定期、高校生用の定期の金額ですが、まず、茂原

までが６カ月で４万2,050円、一宮駅までが３万9,310円、大原駅までが２万2,410円、鴨川駅

までが４万780円、いすみ鉄道を含めました大多喜駅までが８万5,050円となっております。 

 高校生に係る支援制度につきましては、先ほど議員さんからお話がありましたとおり、医療
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費の補助と、あと教育課でやっております入学準備金制度が町独自制度としてございますが、

やはりそれ以外の制度は確かに現在行っておりません。今後、子どもたちが進路選択をする際

に、そういった経済的な事情で諦めるといったようなことがないように、こうした支援制度を

もっと周知をしていくほか、通学定期の補助につきましては、国・県の施策の動向や近隣市町

村の状況を注視しながら、先進地事例等を含め研究していきたいと考えております。 

○１番（瀧口義雄君） アンケートをとれば多分100％だと思う。実態調査といえばノーと言

う人はいないと思いますけれども、これはちょっと違うと思うんですけれども、そのくらいの

形でやっぱり子育て─あなたのところも隣もそうなんですけれども、要するに子育て支援と

いう形の中で定住化政策、全部一体のものでございます。２つの課だけではなくて町全体の話

です。 

 そういう中で、１点答弁が抜けているのは、隣の課長のところの児童館でやっているものに

学習要素を加えていただけるということは検討していただけるんですか。 

○議長（大地達夫君） 金井教育課長。 

○教育課長（金井亜紀子君） 福祉のほうでやっております学童のほうが対象となる子どもの

範囲が狭いので、こちらの放課後…… 

○１番（瀧口義雄君） いや、そうではなくて、埋田課長のところでやっている時間帯があり

ますよね。それ、あなたは公民館でやっていますよね、そうではなくて、同じ教育委員会が把

握している、本当は見なければいけないものが、予算の関係で隣が見ているわけですよね、政

策が違いますから。そういう中で、学習の要素を入れていただけることはできないのかという

ことですよ。 

 例えば、言いましたでしょう。外人の英語の先生がいますよね。そういう人の活用とか等々、

あなたのところではなくて、35人取り扱っている埋田課長のところに教育委員会と協議してで

きないのかと。課が違っちゃうと隣でもできないんですか。 

 それと、よく規制とかなんとか言いますけれども、森友みたいな話をしているわけじゃない

んですよ。同じあなたのところの教育委員会が、言葉は悪いんですけれども、そういう形で本

来なら教育委員会が下校時まで、下校後も本来ならば見るのが、僕は義務教育においてはそう

だと思っていますけれども、政策の関係で、補助金の関係で隣なんですよ。そういう中で、そ

んなに難しい話じゃないと思いますよ。できないと言うんなら結構でございます。 

 そういう中で、この定期券に関しては９月の補正でできるように検討していただきたい。こ

れ、検討ですから。御宿は簡単なんですよ。今日、当日、244万4,000円が出てくるような町だ
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から、予算は心配しなくていいです。やればできる町ですからということで、ありがとうござ

いました。 

 じゃ、次に移ります。 

 添付した書類は情報公開に基づいて得たものです。申請・審査・決裁について。 

 ご迷惑をかけましたけれども、前回出したもので、申請について、平成26年にコミュニティ

助成金で得たものです。設置場所を御宿台201と設定したのは誰ですか。町なのか、申請事業

者なのか、両者の協議なのか。201－４の土地所有者は誰と認識していますか、申請書類で土

地の所有者は御宿町となっていますが、これはどうしたことなのかと。何年に移管してもらっ

たのか、書類に使用承諾書の有無の中で承諾となっていますが、誰がどこにとるべきなのか、

実際に誰がとったのか。書類上、必要な承諾はとったことになっていますが、実際に誰がどこ

に承諾をとったのか。また、この承諾の記載内容を読み上げてください。承諾の年月日、申請

者、あと許可条件、土地所有者、あと、権利部分ありの場合は、その内容の欄になしの記載が

されていますが、御宿町の御宿台201－１は町有地ということでよろしいのか。ありの場合は

その内容とありますが、このことについても説明を求めます。 

 この申請書類は事実と異なる記載という認識でよろしいのか。また、コミュニティ助成事業

申請にかかわる決裁ですね。書類添付してあります。申請の審査はどのように行われたのか。

町長、当時の総務課長以下７名の決裁判を押されていますが、確認はどのようにされたのか。

再度確認しますが、町は申請時、御宿台104の土地の所有者の認識は誰かと、これ、同じこと

が一回出ていますけれども、平成26年のコミュニティ助成事業申請書類提出のチェックリスト、

これも添付してあります。平成26年コミュニティ助成事業、これも添付してあります。自治総

合センター、これ、宝くじですね。事務手続が大変丁寧です。提出時はチェックリストなどに

より、ミスや記載漏れ、また過誤を防ぐような仕様の書類になっています。１月20日に町長室

にて議長と話したときに、町長はこのチェックリストのことはご存知なかったと、提出されて

いないのかという話ですけれども、また、書類の審査・決裁・申請の過程を説明してください。

職員のみのチェックなのか。チェックリストに全て丸がついていますけれども、申請書類に目

を通したんですか。 

 また、宝くじのコミュニティ助成について、以下について確認します。 

 御宿台201－４は、現在、更地であります。防災倉庫の設置には建築確認が必要になります。

更地の場合です。自治総合センターの自主防災組織育成事業の助成の条件の中で建築物は対象

外となっております。防災物置は助成の対象外となっています。この解釈でよろしいのですか。
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現在201－４には防災倉庫は設置されていません。ご案内のとおりの場所にあります。申請に

あたっては必須条件である土地の所有者が申請書と違っております。また、その承諾もありま

せん。所有者の承諾のない土地を使用するとして申請して、町はよろしいんですか。社会通念

上、こういうことが御宿町では許されるという町なんでしょうか。設置場所が201－４は申請

自体ができなかったのではないか。要するに、建築確認をとったものは建築物だと。建築物は

この自治総合センターの助成対象外だと。 

 あと、先の答弁で過誤と間違いという言葉がありましたが、何が過誤で何が間違ったのか。

この議案は、提出されたのは平成26年６月です。このことについてもお聞きしたいと思います

けれども、御宿台の同じような例が御宿台の防犯灯のほうについてありました。これは要する

に綱島監査、中村元議長が、町長に指摘の要望書を出しております。それと、最終年度にこの

申請をしたのと、いつ決裁して、いつ支払われたのかということ。町長、木原元総務課長、御

宿台区長、これが同じようなことを同じような時期にしていたということですね。 

 まず、第１点、町長にお聞きしたいんですけれども、御宿台の今言われたふれあい広場、そ

ば屋さんの隣です。当該土地の所有者は誰と認識していますか。それと、この１の添付書類で

すね。この３項目で正しいのはあるのか。申請者の内容、それと７人の決裁判とチェックリス

トがありますけれども、とりあえずはこの当該土地の所有者は誰と認識しておりますか。その

１点だけで結構です。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） この点については前にも答弁をさせていただいておりますが、当時は

西武の関係の…… 

○１番（瀧口義雄君） 企業の土地ということで、了解しました。じゃ、順次お答えください。

質問書のとおりです。 

○議長（大地達夫君） 大竹総務課長。 

○総務課長（大竹伸弘君） まず、設置場所を御宿台と設定をしたのは誰ですかということで

ございますが、こちらにつきましては、この事業の事業主体、実施主体であります御宿台区自

主防災会でございます。 

 それから、町は御宿台201－４の土地の所有者を誰と認識しているかということですが…… 

○１番（瀧口義雄君） 今、それは聞きましたから結構です。 

○総務課長（大竹伸弘君） 審査書類は御宿町となっていますが、何年に移管をされたのです

かということですが、御宿台の201－４、当該土地は町に移管はされておりません。 
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 それから、使用承諾の有無ということですが、これは誰がどこにとるべきですかというご質

問ですが、申請書類を前提とし、また、御宿台201－４を設置場所とする場合、土地の使用承

諾は、この事業の事業実施主体であります御宿台区自主防災会が、土地所有者、西武鉄道株式

会社から承諾を得ることに手続的にはなると考えてございます。 

 それから、書類上、使用の承諾をとったことになっていますが、実際には誰がどこにとった

のか、その内容についてということでございますが、こちらにつきましては、町としては、事

業担当者のほうが当時、御宿台201－４を御宿町所有と誤って認識をしていたため、このこと

も含めまして、当然町が承諾したことと理解をしたというふうに考えております。 

 次に…… 

○１番（瀧口義雄君） すみません、抜けています。申請者が場所の設置と承諾をとるとあな

たは言っていましたけれども、承諾をとったんですか。それを聞いているんですよ。一番肝心

なところです。 

○総務課長（大竹伸弘君） 承諾につきましては、承諾書というような書類は存在してござい

ません。 

○１番（瀧口義雄君） ちょっと、じゃ、それは口頭でやったんですか、文書なしですか。 

○総務課長（大竹伸弘君） 結果的にはですね、その後に私どもお話を聞く中ではそういった

お話もありましたが、実際問題として文書として起こされたものは頂戴しておりません。 

○１番（瀧口義雄君） いや、申請時と私は言ってありますから、申請について。要するにそ

こで土地の所有者、承諾、権利義務ありと、これはどうやって確認したんですか。じゃ、文書

ではなくて口頭だったんですか、それもなかったんですか。そんなに昔のことではありません

ので。 

○総務課長（大竹伸弘君） こちらの提出にあたりましては、先ほども申し上げましたけれど

も、当該土地を御宿町の所有ということで当時誤って認識をしておりましたので、そちらにつ

きましては、町が当然に所有地として、提出にあたって承諾をするというようなことでの書類

の作成が誤ってなされたものでございます。 

○１番（瀧口義雄君） じゃ、町は承諾ありと、町の土地だという認識の中でありと言ったら、

どこで誰が、７人みんな間違ったんですか。町長は町有地でないと認識している、あなたも認

識している。後ろにいる人も認識している。木原総務課長は税金の関係とか三者協議の中で承

知しているわけですよね。それは承知しているわけですよ。そういう中で、じゃ、この決裁判

は何なんですか。正しいものは─じゃ、逆に聞きますけれども、町長、この申請書類で正し
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いものは何があるんですか。あなた、トップで決裁判を押してあります。何か正しいものはあ

るんですか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 今、総務課長が申し上げましたけれども、この土地について通念上と

いいますか、日常においては西武の土地と思っておりましたけれども、書類上、この出てきた

内容について、結果的にこの内容が町の土地となっていたということについて、そういった状

況があった。そのことについては過ちであったということを……。 

○１番（瀧口義雄君） そうじゃなくて、私の質問は、それはさっき聞きましたけれども、こ

の書類の中で正しい適正なものはあるんですか。あるんなら言ってくださいよ。過誤でも間違

いでもいいんですけれども、これだけは合っていますと。 

 もう一点、この建築確認を受け付ける部署は、御宿町のどこですか。じゃ、そういう中で、

今読み上げたものの解釈でよろしいんですよね。建築確認をとったものは建築物だと、建築物

は更地の場所にはセンターの規約ではできないという解釈でよろしいんですか。後ろの課長。 

○議長（大地達夫君） 殿岡建設環境課長。 

○建設環境課長（殿岡 豊君） 建築確認をとるものにつきましては、今、議員ご発言のとお

り建築物という解釈になります。 

○１番（瀧口義雄君） 町長、この申請書類の中で正しいものがありますか。判こを７人押し

ているんですよ。私は、日本の社会は判この世界だとまだ思っていますので。正しいものがあ

ったら言ってください。これは３月に提出してあるものですから。 

 総務課長、いいです。これは、あなたは会議に出ていますけれども担当所管じゃなかった。

これは町長が最終的に予算も提出権を持っていると豪語している人間ですから、最後に判こを

押した人間ですから、あなたが答える問題じゃないです。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 正しいものは何かということでございますが、内容について過ちとい

うことについては、先ほども申し上げましたように、土地の所有者についての認識が誤ってい

たと。もう一点が、助成要綱上の建築物の解釈に誤りがあったという理解をしてございますが、

それ以外では、その状況といいますか、申請のあったとおりでございまして、それは正しいと

いうか、そのとおりでございますから。 

○１番（瀧口義雄君） じゃ、正しいなら、なぜあそこはできないんですか。何であそこへで

きていないんですか。どれが正しいというんですか。答弁してくださいよ。あなたが正しいと
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いうものがあるなら答弁してくださいよ。僕は、過誤とか間違いじゃなくて、正しいものはあ

るのかと聞いているんです。だから、あるものは指摘してくださいよ。どれが正しいんですか。 

○議長（大地達夫君） 大竹総務課長。 

○総務課長（大竹伸弘君） 建築確認の関係で……。 

○１番（瀧口義雄君） いや、全部。添付書類の中で、私が出しましたね。その中で正しいも

のはあるのかと、申請書類に関してですよ。 

○総務課長（大竹伸弘君） まず、建築物の確認申請の件でございますけれども、町としては

当初、この申請の時点では、コミュニティ助成事業実施要綱、また留意事項というのがござい

ますが、こちらの中で、基礎工事を伴わない簡易な物置は助成の対象となるものという記載が

あることから、この部分については助成の対象となることと理解をしておりました。結果的に

は、事業を進める中で、建築確認申請が必要な事案であるということが判明して、その後に新

たな用地を探すというようなことになったという経緯でございます。 

○１番（瀧口義雄君） いや、そうじゃなくて、今言った、あなたが答弁するなら、３項目に

ついて正しいのはあるんですか。それが出て、本来その後に行くわけですよ。そんなの、チェ

ックしていないのはあなたたちの責任じゃないですか。後でわかりましたなんて、そんな話は

聞いていられないじゃないですか。どれが正しいんですかと聞いているだけですよ。あなたが

答弁するなら、あなたが正しいものを言ってくださいよ。僕は間違いを聞いているんじゃなく

て、正しいものはどれかと、この一番最近のこれで正しいものはあるのか。基本的なものです

よ、申請において。 

 ちょっと休憩を入れてくれますか。 

（「休憩」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 暫時休憩します。 

（午前１０時１３分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時２７分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 長時間ありがとうございました。 

 それでは、私のほうからお答え申し上げます。 
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 先ほど私が、土地の所有者についての認識と、あるいは助成の要綱上の建築物の解釈の誤り

ということで申し上げましたが、具体的には、今、瀧口議員から資料を提供していただいてお

ります、ページがありせんが、この土地の関係につきましては、備品、設備の保管場所、設置

場所についての説明という欄のチェック、さらには次のページの決裁欄あるいはチェックリス

トのチェック、そして、土地所有者じゃございませんけれども、建築確認に関する認識と、こ

の４点についてチェックがなされなかったと、これを過ちであったということで申し上げてお

ります。 

○１番（瀧口義雄君） わかりました。 

 大竹課長、こういう中で、事務の所掌、事務の適正化について僕は何回も言っていますけれ

ども、今後どう取り組むのかというのが１点と、もう一つは、新しく副町長が就任されました。

167条で副町長は市町村長を補佐し、市町村長の命を受けて政策、企画をつかさどり、その補

佐機関たる職員の担当する事務を監督するということで、初めてなんですよ、これ。 

 あなたの所掌になりますけれども、この事務の適正化、全部間違いだったと、申請全てが間

違いだったと。ほかのものは、区役員が申請したものは全部正しいです。行政がやったものが

全部間違っていたと。御宿台から申請したものは全て正しいです。そういう中で、どう今後、

あなたが事務方のトップでございます。どう取り組んでいくのか、お気持ち、これからの行政

指導、お二人にちょっとお聞きしたいと思いますので。 

○議長（大地達夫君） 大竹総務課長。 

○総務課長（大竹伸弘君） このたびの手続、決裁の中でのこうした間違いがチェックできな

かったことについては深く反省をして、今後こういったことのないように慎重に進めるように、

努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） 横山副町長。 

○副町長（横山尚典君） 今、大竹課長が答弁したとおりでございますけれども、当然、ミス

はないにこしたことはございませんので、きちんと内部でチェックをしていきたいというふう

に考えております。 

 私の答弁は以上でございます。 

○１番（瀧口義雄君） ということで、今後の事務処理ということで、条例、規則等に基づい

て適正にやっていっていただきたいと思います。 

 この件はこれで終わりにします。 

○議長（大地達夫君） 質問の途中ですが、ここで13時まで休憩にいたします。 
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（午前１１時３１分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時０５分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 室温が上がっていますので、上着を脱ぐことを許可いたします。 

 瀧口議員、一般質問を続けてください。 

○１番（瀧口義雄君） はい。じゃ、３番の町長報告について。 

 この件に関しては、きのう議長のご配慮をいただきまして、特別に発言を許されました。大

変感謝しております。ありがとうございます。 

 平成28年３月定例議会の答弁について。これは、そっくり前の２月17日に出したものと同じ

でございます。議会での町長の答弁です。議会には傍聴人もおり、会議録がインターネットに

掲載され、誰でも閲覧ができます。議会という公の場所での発言により、名前が挙がったご本

人や、そのご家族の人格が否定され、名誉を傷つけられたことに大変心を痛めております。発

言者である町長は事実関係を確認する責任があるのではないでしょうか。私も会議録を何度も

確認しましたが、全ての町長の発言は書記官からの伝聞と憶測のみであり、正当性が欠如して

います。 

 これは全部質問事項です。会議で礼を欠くとありますが、どういう会議で誰が礼を欠く行為

をしたのですか、また、それは誰から聞いたものですか。 

 できたら町が中心で、大使館または千葉工業大学の協力の中で実行できればという要請と言

いますが、お考えも大使館から示されましたとありますが、大使館とは具体的に何を指すのか。

要請、お考えとありますが、どんなお考えですか。確認しましたでしょうか。名前を挙げられ

たご本人、ご子息ともに、大使館からの写真の削除の依頼は一度も受けていないということで

す。町長との答弁と食い違いが生じております。 

 この件に関しては、今年の３月の定例で、担当官は写真の削除依頼、おろしてくれとか、そ

ういうことは言ったことはないという答えはいただいております。町長の答弁との食い違いが

生じています。この答弁は、伝聞と推測のみで事実が明らかになっていません。町長は、事実

を明らかにする責任が当然あると思っています。 

 以下について町長は事実確認をしたのでしょうか。 

 担当官が土屋氏に写真削除の依頼をしたこと、大使、大使館の意思とはどういうことなのか、



 

－７５－ 

この件に関して担当官あるいは大使館にクレームが幾つあったのか。個人の名誉にかかわる重

大なことです。町長はこの件についてどう思われますか。 

 平成28年11月の定例の答弁です。３月の定例会の答弁にはありませんでしたが、突然11月の

定例会の答弁に外務省という言葉が出てきて驚いています。この答弁について伺います。いつ

どこで誰が聞いたのか、また、それはどこの立場の人の発言なのか、これは外務省ですよね。

恐らく最終確認はしていないとありますが、公的な場所での町長の発言でございます。正当性、

真正性が不可欠です。町長はこれをどう考えているのでしょうか。 

 平成29年１月20日、町長室で議長同席でお話を伺いましたが、再三申し上げていますが、個

人の人格、名誉にかかわる重大な事案でございます。公開の場である議会において、町のトッ

プの町長の発言です。人権に関して答弁は細心の注意を払うべきではないでしょうか。町長の

答弁は、根拠は全て元書記官からの伝聞によるものです。 

 発端となった写真の削除について、町長は答弁で、大使館が、元書記官が何度も削除を依頼

したと発言されております。本人は受けていないと言ったら、ご子息という答弁が返っていま

す。また、ご本人、ご子息ともにそういう連絡は一切受けていないということ。これは６月９

日に町長、議長、私、局長で確認しております。町長は思いつきで答弁しているのではないで

しょうか。 

 また、１月の町長室での打ち合わせの際、12月に町長が元書記官と会ったとき、書記官は写

真の件については記憶がないと話していました。もう一つの言い方は、そういうことは言って

いないというお答えでしたという２通りの答えがありますけれども、いずれにしろ書記官は写

真の削除依頼は言っていないということでございます。この件と一連の答弁について、町長の

見解を伺います。 

 石を投げられた人の痛みは石を投げた人にはわかりません。町長は、一方的に話を聞いて、

確証がないまま答弁しているのではないでしょうか。町長は伝聞と憶測に基づいて答弁してい

るのではないでしょうか。個人の人権にかかわる重大なことを裏づけ、確証のない答弁に終始

しているのではないでしょうか。 

 最後に、ご本人とご家族の人権と名誉の回復については、町長はどのようにお考えですかと

いうことですけれども、議長の配慮によりまして、きのう報告という形がありましたけれども、

答弁しないという報告がありました。なぜ３月定例議会で答弁できなかったのか、お聞きした

いと思いますね。２月17日に、会議規則のルールにのっとり、詳細に、かつ正確を期すために

会議録を添付しました。全て町長ご自身の発言でございます。これも議会で言ったことです。
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会議録そのままに載せてあります。私は、難解な方程式とか回答を求めているわけではないし、

禅問答を言っているわけではないんです。会議規則にのっとった質問でございます。 

 また、こういう報告という形になったのは、議長の仲介でそうなったと。というのは、町長

ご自身の発言でそういう形になっております。これは議事録を─３月ですね。議場で、私よ

り事実を証明してくださいということにつきまして、私が証明するなり、その経過、内容はあ

れですけれども、やはり今申し上げたように、土屋さんとかバサーニェスさんに再三再四お会

いしてこういうことを証明しなければならないと私は考えていると、そういう中で議長の仲介

がありまして、私ですけれども、一般質問に沿って、議事録に沿って回答いただきたいと願い

ます。 

 議長は「それでいいですか」と、「町長、いかがですか」と、「はい」と答えています。議

長も「それで結構ですと町長は言っています」ということで、答弁できないということ自体が

わからない。答弁に整合性がなくなっているんじゃないかなと思っております。 

 そこで町長、質問ですけれども、この私が出した質問事項は、全て会議録から抜いたもので

す。添付してあります。この質問事項で事実の項目はあるのですか。あるのでしたら言ってく

ださい。 

 それと、非常に非礼の根拠をお聞きしたいと思います。会議で非常に非礼な行為、礼を欠く、

何回もあったと。もう一つは、フェイスブックの写真の答弁が変遷しております。外務省の件

に関しても、大使館が憤慨している。誰が何に憤慨しているのか。写真をおろしてくれと言っ

てはいないと、29年３月のご答弁でございます─という、この７点。 

○議長（大地達夫君） 傍聴人に申し上げます。静粛にお願いいたします。 

 町長。 

○町長（石田義廣君） 私の答弁につきましては、昨日報告として申し上げたとおりでござい

ます。あの答弁がほとんどを含んでおりますが、今ご質問いただきましたので、幾分か答弁を

させていただきます。 

 まず私が伺いたいのは、よく今のお言葉の中にもありましたけれども、伝聞と憶測という言

葉がありますけれども、私はそれを理解しておりません。というのは、私はこう思います。Ａ、

Ｂ、Ｃという人がいて、Ａという人が言われたことをＢの人が聞いて、Ｃの人がＢから聞いた

と、それは伝聞だと思います。私とバサーニェスさんは当事者です。直接事実を聞いているん

です。当事者が当事者に聞いている。これは伝聞とか憶測もありません。その事実を聞いてい

るんです。そこに私の憶測なんか一つも入っていません。 
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○１番（瀧口義雄君） それでしたら、いいですか。あなたが言ったことを実証してください

よ。じゃ、読みますよ。 

 担当官は、全く大使館の代表です。どういう内容を話しているかはっきり聞いていないが、

大使がどのくらいの話をしているのか詳細は聞いていないが、どの程度内容があり、報告があ

り、詳細な状況があったかははっきり聞いていないが、非常に大使館として不安であり、危惧

であり、また大使ご自身への存在危機を感じておったと。私はいろいろな話を聞く中で受けた

と。非常に憤慨と言いました、大使が、大使館が。 

 私、これ、町長ですね。受けるところでは大使館は全面的に信頼していると受けているので

あると、いろいろなことを確認するとか、そういうことはしておりません。大使とか公使とか

の判断が加わっているのかなと思います。そういうことで理解していますと。クレームの回数

とか私は聞いておりません。保護者さんからとか本人から伺いましたので、まさに私は書記官

を信頼する形で賜っておりますが、そのような話にさせていただきますと。外務省としては、

それが世界に流れると非常に困りますという話を伺いましたと。何回か、写真を削除するとか、

おろしてくれというようなことは言わなかったと、ここで否定されているんですよ、あなたが

信頼する人が。全く違うじゃないですか。 

 伝聞は、話したことは話したけれども、その先のことは確認がとれていないですから、これ

が事実だということを言ってくださいよ。あなたが言っていることですから。写真のことだっ

て、最初に言ったことと違っているじゃないか。だから質問しているんですよ。これは、あな

たが言ったことを議事録どおりに載せているだけですから。どうぞ。 

○議長（大地達夫君） 町長。 

○町長（石田義廣君） きのうもお答えいたしましたけれども、私は一等書記官を全面的に信

頼しております。 

○１番（瀧口義雄君） それは心情の関係で、全く聞いてないじゃないですか。あなたが信用

しようとどうしようと、それは別問題ですよ。私の聞いているのは、事実かどうか。あなたが

信頼してその事業をやったって、それはあなたの思いであって、私は、言ったことが事実かど

うかという確認の話だけですよ。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 一等書記官が私に言ったことは事実なんです。 

○１番（瀧口義雄君） だから、事実でしょう。 

○町長（石田義廣君） 事実なんです。これが事実なんです。 
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○１番（瀧口義雄君） 僕は否定してないじゃないですか。じゃ、その事実を証明してくださ

いと言っているんですよ。それだけの話ですよ。 

○町長（石田義廣君） 事実は事実。証明する必要はありません。 

○１番（瀧口義雄君） 議長、いいですか。議長、いいですか。 

○議長（大地達夫君） ルールにのっとって。 

○１番（瀧口義雄君） だから、議長、いいですか。 

○議長（大地達夫君） はい、どうぞ。 

○１番（瀧口義雄君） だから、写真の話は、何回もおろしてくれと言っていると言ったから

議事録どおりに載せて、そうしたら、３月の定例議会で町長のご答弁です。そんなことは言っ

たことはないという答弁、これで違っているじゃない。どっちが事実なんですか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） かつて、当時はおろしていただきたいという、何回も言ったと、それ

を私は一等書記官から聞いたんです。 

○１番（瀧口義雄君） まあ、聞いたんでしょう。 

○町長（石田義廣君） ですから申し上げたんです。12月に確認したところ、言った覚えがな

いとか記憶にないとおっしゃったんです。記憶が薄れているというか、記憶に余りないと言っ

た。それも事実なんです。私が聞いた事実なんです。 

○１番（瀧口義雄君） だから、事実でしょう。 

○町長（石田義廣君） ええ。 

○１番（瀧口義雄君） だから、それは否定してないじゃないですか。 

○町長（石田義廣君） それでいいじゃないですか。 

○１番（瀧口義雄君） いや、全く違うじゃないですか。 

 議長、いいですか。私は立ってやっている。いいですか、議長。 

○議長（大地達夫君） はい。 

○１番（瀧口義雄君） ということは、前に言っていることと３月に言ったことと違うじゃな

いですか。それで、６月９日にここで会ったときに、土屋さんはそういう電話は受けていない

と、ご本人もご子息さんも受けていないと言っているじゃないですか。何が同じなんですか。

メキシコプログラムの大使館はできないと言ったのは、この後、会議の非礼があったと、礼を

失するものが何回かあったと。最初の根拠になるこれが、元書記官は言ってないと。言ってい

ないという答弁も入っていますから、それ、あなたが言ったことですから。全く根拠がないじ
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ゃないですか。同じ人から聞いているのは事実で、言ったことも事実でしょう。そうしたら、

前の根拠はないじゃないですか。どっちを信じたらいいんですか。 

○議長（大地達夫君） 町長。 

○町長（石田義廣君） フェイスブック掲載については、同じご本人、一等書記官から、初め

はおろしてくださいと言っていた。12月には、余り私はそういう記憶はないとご本人は言われ

ました。私は一等書記官を信頼しておりますから、恐らくあのときは興奮して、なかなかそう

いうはっきりとした記憶に残っていないのかというのが私の解釈なんです。 

○１番（瀧口義雄君） それは解釈であって、想像でしょう。 

○町長（石田義廣君） 理解です。 

○１番（瀧口義雄君） 議長、いいですか。 

○議長（大地達夫君） ただいま２回目で、次、３回目です。終わりにしてください。 

○１番（瀧口義雄君） では、これで終わりにします。 

 それは、あなた、想像じゃないですか。言われた本人は聞いていないと否定している。言っ

た人が、そんなことは言っていないと否定しているんですよ。それをあなたは記憶が薄れたと

かなんとか、どっちが事実なんですか。実際にあなたは議場で、何回もおろしてくれと言った

と。言われた本人、ご子息にも確認した。それは６月６日に皆さんいますから、そういうこと

は一回も聞いていないと、ここで否定されているんですよ。否定されているのが事実なように、

町長は答弁で、そういう、おろしてくれとかは言わなかったと言っているんです。それをあな

たは、今度は記憶が薄れているとか混乱しているとか興奮しているとか、それに置きかえてい

るじゃないですか。何が事実なんですか。これがプログラムをできないという理由の一つの根

拠なんですよ。 

 だから、私は一言もつくっていない。町長の言った言葉をそのまま会議録を添付して載せて

あるだけです。何回も言った。本人は言っていないと。受けた人も、本人もご子息も受けてい

ないと。どれが事実なんですか。これが最後です。何が事実なんですか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 答弁を繰り返します。 

 写真掲載をおろしてくださいという、一等書記官から聞いたことは私は聞きました。事実で

ございます。そしてまた12月に確認したところ、そのような記憶は薄れて余りないということ

も私は聞きました。事実であります。一等書記官において２つのことが言われているんですが、

それは、私が先ほど申し上げた、私なりの理解で申し上げております。以上です。 
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○１番（瀧口義雄君） 町長、答弁になっていないです。どっちが事実なのかと聞いているだ

けです。同じことを、違うことを２つ言っているんですよ。私の求めているのは、最初から言

っております。あるのでしたら事実の項目はどっちなんですかと。２つ言っているんですよ、

１人の人から聞いて。 

○町長（石田義廣君） 私は先ほども何回も申し上げておりますけれども、一等書記官を信頼

していますから。 

○１番（瀧口義雄君） それは別の話だというの。 

○町長（石田義廣君） 別ではありません。絶対別ではありません。以上です。 

○１番（瀧口義雄君） じゃ、議長。 

○議長（大地達夫君） 次に進めてください。 

○１番（瀧口義雄君） いいですか。 

○議長（大地達夫君） はい。 

○１番（瀧口義雄君） 違うあれに移ります。 

○議長（大地達夫君） ちょっと待ってください。傍聴人に申し上げます。静粛にお願いいた

します。 

○１番（瀧口義雄君） いいですか。 

○議長（大地達夫君） はい、どうぞ。 

○１番（瀧口義雄君） というのは、信頼している人が全く違うことを言っているじゃないで

すか。私、信頼している、信頼していないとか、そういう話じゃなくて、私は事実だけを聞い

ている中で、全く根拠がないじゃないですか。言っている本人が２通りのことをいっていると。

だからどっちですかと聞いている中で、じゃ、非常に非礼の根拠を聞きたいということと、会

議で非礼があった、礼を欠く、何回もあったと。このことについてご説明願います。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 非礼があったということを私は確かに伺ったわけです、聞いたわけで

す。その一例は前に申し上げてございますが、そういう事実を本人から聞いたわけでございま

す。私はご本人を信用していますから、信頼していますから、それ以上のことは聞きません。 

○１番（瀧口義雄君） ご本人に聞いたら、そういう礼を失することはなかったと。それで大

使館、職員、関係者等々、改善の指摘がありましたかと言ったら、そういうことはないと。町

長が挙げた15年７月11日、海開きの歓迎レセプション、中央国際でやったもの。それとオリエ

ンテーション。一切会議が設定されておりませんという答えを本人がしているじゃないですか。
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あなたが信頼している、信頼していないは関係ないんですよ。事実を言ってくれればいいだけ

なんです。それを全部否定しているんですよ。じゃ、何ですかと聞いているだけですよ。それ

はあなたが言ったことだから、あなたが証明する話。それは何回もと言っても、そのうちの一

つがそうなんですか。じゃ、何回もの中では１つは本人が否定されています。それは議長も私

も聞いております。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 非礼があったということは、私は一等書記官から聞きましたけれども、

非礼があったことはない、なかったと。非礼はなかったということを一等書記官から聞いたと

いうことは、私は全く聞いていません。 

○１番（瀧口義雄君） 何、ちょっと聞こえない。 

○町長（石田義廣君） 非礼がなかったということを一等書記官が言われたと言いましたけれ

ども、いつどこで言われたんですか、何か記載ありますか。 

○１番（瀧口義雄君） あります。あなたの会議録です。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 私はそういうことは言った覚えがありません。 

○１番（瀧口義雄君） 言った覚えがないんだったら、会議録を見てください。じゃ、休憩し

てください。あなたが言ってありますから。休憩を入れてくれる。 

○議長（大地達夫君） 暫時休憩します。 

（午後 １時２６分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時３９分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 質問者の２回目の質問から、もう一度繰り返してください。 

○１番（瀧口義雄君） 了解しました。そういう中で、会議で非常に非礼な行為、礼を欠く行

為が何回もあったと。これは15年７月11日の２回目の歓迎レセプション、それとオリエンテー

ション、２回とも会議が設定されておりませんと。オリエンテーションに関してはコーディネ

ーターが全部説明したということで、一切ないというお答えをいただいております。それはレ

セプションルームで聞いておると思うんですけれども。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 
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○町長（石田義廣君） 非礼があったということは、どなたがおっしゃったんですか。 

○１番（瀧口義雄君） だって、議事録を見てくださいよ。あなたが言ったことですよ。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 私は言った覚えがございませんけれども、非礼があったということを

私はバサーニェスさんから伺いました。 

○１番（瀧口義雄君） だから、それはあなたが言っているじゃないですか。 

○町長（石田義廣君） それは言っております。バサーニェスさんが非礼がなかったというこ

とは…… 

○１番（瀧口義雄君） いや、そんなことは言っていない。 

○議長（大地達夫君） ちょっと待ってください。片方が終わってからお願いします。 

○１番（瀧口義雄君） 議長、さっきの話、了解していないじゃないですか。ご本人と書記官

の話が食い違っていますよ。あなた、説明してくれ、理解したという話じゃないですか。私は

会議録に沿って質問しているだけで、担当官が非礼がなかったなんてことは一言も言ってあり

ませんよ。今質問のとおりです。勘違いしないでくださいね。それは局長が勘違いが解けたか

らスタートしたわけです。だから、その礼を欠くというのが何回かあったと。その一つは、さ

っき言った歓迎式典とオリエンテーションだと。それは、会議は設定されていなかったし、交

わるところはなかったということでございます。だから、それについて、あと何回もあったと

いうことで、それを説明してくださいと。 

 基本的な話は誰から聞いても、信頼している人でもなくても、ここで公開の議場で言ったこ

とは責任を持って証明するのが、議員も議会も執行部も同じなんですよ。それだけの話ですよ。

それで、町長の答弁で家族が傷ついていると、これも事実です。これは後の話になりますけれ

ども、それはあなたが言ったことですから。言った言わないという中で、私は、会議録に基づ

いて、事務局の人が出してくれた、もうオープンされているものを載せてあるだけですから。

何もつけ加えもしておりません。 

○議長（大地達夫君） しばらくお待ちください。 

○１番（瀧口義雄君） 時間をとめてください。 

○議長（大地達夫君） 確認していますので、いましばらくお待ちください。 

 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 非礼があったということについて、私は一等書記官から伺ったんです

が、その内容については、私は、先ほどから何回も申し上げますけれども、一等書記官を信頼
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しておりましたので─今でも信頼しておりますけれどもね。そういうことで、私は、私とし

ては確認する必要がないということが私の考えであります。 

○１番（瀧口義雄君） それは議場で……。議長、いいですか。 

○議長（大地達夫君） はい。 

○１番（瀧口義雄君） 議場で答弁したことを、非礼があったと、礼を欠くことがあったと。

大変問題発言をしていて、それは確認する必要がないなんて、自分の言ったことに対して証明

するのが日本のルールですよ。あなたが信用している人が言ったのなら、特にそうじゃないで

すか。事実は１点だけは言いましたよ。それも会議が設定されていなかったと。じゃ、後の何

かは何なんだと。それは信頼しているから知らないと。それならやりたい放題じゃないですか。

石投げられた人は何をするんですか。あなたが、どういう非礼があったかと、言った本人が説

明する必要があるじゃないですか。これが日本のルールですよ。ちょっととめてくれる。 

○議長（大地達夫君） はい、ただいま、これは３回目のやりとりです。 

 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 昨日も答弁いたしましたけれども、非礼があったこと等につきまして、

私のこれまでの言動が土屋さんを、あるいはご家族を傷つけたとか、そういうことであれば、

私の本意ではなく遺憾でありますということで私は答弁をさせていただいております。それ以

上のことは、私は答弁はいたしません。 

○１番（瀧口義雄君） 議長、これは質問事項でございます。 

○議長（大地達夫君） ただいま３回目が終わりました。 

○１番（瀧口義雄君） だから、質問事項に答えてないじゃないですか。私は、会議の礼を欠

く、その例を挙げてくださいと。本人が言ったことですから、聞いているだけですよ。それ、

何回も答弁して修正しても答えてくれないじゃないですか。 

○議長（大地達夫君） 今の答弁したのは、答弁ではないですか。 

○１番（瀧口義雄君） 答弁じゃないですね。会議に礼を欠くというものがあったということ

に対して、何回、どこでどういうことがあったんだと、本人が言ったことですから。謝罪とか

そういうのはまた別の話ですよ。謝罪で終わりになるなら、また違う話です。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 私は、あの一例を出しましたけれども。私は、前回といいますか、以

前一つの例を出しておりますけれども、それで非礼があったということを申し上げております。 

○１番（瀧口義雄君） 言っているとおりです。それはなかったと確認しました、職員にも。
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会議は設定されていなかったと。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 私は、レセプションにおいても、あるいはオリエンテーション等につ

いても、総称して会議という─厳密に言えば会議というのは、いろいろな会議、想像がつき

ますけれども、そういう総称して表現が会議という言葉で、もし私が議事録にそうなっていれ

ば、私はそのように申し上げたつもりでおります。 

○１番（瀧口義雄君） 議長、いいですか。 

○議長（大地達夫君） 次に行ってください。 

○１番（瀧口義雄君） 答弁をもらっていない。答弁をいただいておりませんので。ちょっと

とめてくれる。 

（「議長、休憩。もう一度調整し直しだよ。どうしようもないじゃな

い」「議長、休憩なし」「議事進行」と呼ぶ者あり） 

○１番（瀧口義雄君） じゃ、質問に答弁してください。それだけです。本人が言った言葉で

会議録に載っていることですから、自分の言ったことには責任を持ってくださいよ。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 何回も同じことを申し上げますけれども、私はバサーニェスさんが言

ったことを申し上げているんです。その背景といいますか、土台は、私が信頼しているという

ことでありますので、その内容についてひとつひとつ、私自身の考えはそのことについて確認

する必要はないと私は思っております。 

○１番（瀧口義雄君） いいですか、議長、言って。 

○議長（大地達夫君） 繰り返しですか。 

○１番（瀧口義雄君） 私は答弁を求めているんです。それは何回も聞いていますよ。信頼関

係がある、それは私たちの関知しない話で、私はその質問事項を同じことを言って、答弁にな

っていないじゃないですか。それだけの話ですよ。本人が言ったから、それはそうだという話

は違うでしょうよ。信頼している人が言ったら、私はこの人を信頼している、信頼している人

が言ったからそのとおりだと、こんな世界はどこも通らないですよ。 

○議長（大地達夫君） ちょっとお待ちください。 

○１番（瀧口義雄君） これは人権に関する話なんですよ。それを本人が言ったから、私は本

人を信頼しているから知りませんと。じゃ、事実に基づくものは何があるんですか。言ってく

ださい。私が挙げた質問事項で事実であるというものを言ってくださいよ。全て会議録から抜
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いたものです。これが事実だというものがあったら言ってください。 

 もう一つ言えば、この非礼なことは挙げた２つあったという中で、実行委員会指揮ではでき

ないという中で町がやっているじゃないですか。その根拠たるものを聞いているんですよ。 

（発言する者あり） 

○１番（瀧口義雄君） 時計をとめてくださいよ、そっちでがちゃがちゃやっているなら。議

長、時計をとめてくださいよ。 

○議長（大地達夫君） とめてあります。 

 お待たせしましたが、暫時休憩にします。 

（午後 １時５６分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時０６分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 瀧口義雄君。 

○１番（瀧口義雄君） 信頼している人の言葉を言って、それをそのまま言ったことはそうい

うことです。それが言った人が責任を持って説明するのが世の中のルールです。Ａさんを信用

しているからって、Ａさんの言ったこと、それは私は知りません、Ａさんが言ったことですと

言ったら、世の中秩序というものはありません。この件に関しては、議長が３回というルール

のもとでこれは終わりにします。これは９月に回します。 

 そういう中で、４月12日遺憾、６月９日おわびすると、きのうの町長報告にございました。

他人事のように言っておりますが、公開の議場で非常に非礼なと１年半言い続けています。謝

罪したと言うなら、今後は公職の長として、町のトップとしてどのように対応するのか。 

 私の心配しているのは、永久保存に近い会議録、掲載中のインターネットで多くの人が見ら

れます。ここへいらっしゃる職員、議員、傍聴人で現実に傷がついています。公のことです。

住民へ、町のトップとして町長本人が、４月12日と６月９日にそういう形で発言しております。

町長本人が、事実である発言、そうでない発言、事実と証明できない。これをどうやってする

のか。これは４月12日遺憾、６月９日おわびすると、きのう、これは議事録に載っております

から、そういう中で、永久保存の会議録、ネット、この傍聴人、町内でも誰でも知ることがで

きる。全国で知ることになると、これについて町長はどのようにするんですか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 
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○町長（石田義廣君） 今私の申し上げたことがいろいろなネットに載る、全くそれは事実で

あります。そのようになることは当然といいますか、そういうことでございますので。 

○１番（瀧口義雄君） ちょっと聞き取れなかったんですけれども。ご迷惑でしょうけれども。 

○町長（石田義廣君） 私の申し上げましたことが、ネットとか、いろいろな議会だよりとか、

いろいろな情報機関に載るということは当然のことであります。公人ですから、公の立場です

から、それはそれでよろしいかなと思います。 

 それで、私は昨日も申し上げましたけれども、土屋さんに対しては、私は、やはりこの事業

をよりよくするために、これまでいろいろな発言とか物事を言ってきたと考えております。し

かし、その言動が土屋さん、あるいはご家族をいろいろ傷つけたとかということであれば、そ

れは私の本意ではありませんのでおわびいたしますということを申し上げました。私はそれ以

上のことは考えておりません。 

○１番（瀧口義雄君） おっしゃるとおりです。４月12日に遺憾、６月９日におわびすると、

きのう町長報告でございました。それは非礼のままネットに載ってきて、おわびして、それで

済む問題でしょうか。メキシコの事業とか、信頼しているとか、そういう話とは全く違う。個

人の人権を侵害しているんですよ。それでネットに載るのは当然ですよ、規則ですから。そう

いう中で、公の場で言ったということに対して、町のトップですよ。私は憂慮していました、

どうするんですかと。じゃ、謝罪とかおわびしなければいいんですよ、あなたが言っているこ

とが正しいと言うなら。おわびしちゃうからこういう形になるんですよ。非礼があったと、じ

ゃ、その非礼を説明すればいいんですよ。非礼の根拠の説明がないじゃないですか。 

 写真の話ももう違っちゃっていると。言った言わないじゃなくて、言わないというほうに行

っちゃっているじゃないですか。これはあなたのご答弁です。会議のほうも、本人が言ったか

らその先は知らないと。でも、オリエンテーションとあれは会議だという言い方をしても、会

議のときにそういう接点はなかったと。役場の職員にも確認をとりました。海開きの日だった

ですけれども、ご本人も「町長は聞いています」。言っていることが全く違うじゃないですか。 

 ということで、どう対応するのかというのは、言った本人の、私たち議会もご本人もここに

いる人も町民も関知しない。言った本人がどうやって、この遺憾、おわびするということを公

式の場で言いましたので、じゃ、それについて永久保存に近い会議録、ネット、傍聴人、町民

に対してどう処置するのかというのは、それはあなたの仕事ですよ。誰を信用するとかしな

いとか、それは飛び越えて、あなた自身が言った話ですから。次の議会までにその辺のこと

を……。 
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 本来なら３月に話す話を議長の仲介で３カ月待ちました。待った話が、答弁いたしませんと

議場で言っているんですよ。じゃ、今度から、Ａさんが信頼しているからＡさんが言ったとい

うことをぱっと言っても、御宿町はそれで済むんですか。信頼しているこの人、あの人が言っ

たと、それで済む世の中ですか。ここは日本ですよ。言ったことに責任を持つと、それも言っ

た本人が議場で、公の場で実名を挙げて言ったということが大切なんですよ。 

 一つの例、全くこれは違いますけれども、これは３月の新聞です。産経新聞です。氷見市長

が差別的な発言と、これは差別的な発言ですから、ちょっと要件は違いますけれども、富山県

氷見市の本川市長が市庁で記者会見し、パチンコ会社の男性役員と面会した際、「日本人の顔

じゃないみたい」などという趣旨の発言をしていたことが明らかになった。市長は差別的な発

言だったと謝罪し、４月の市長選に再選を目指していましたが、立候補しない表明をしました。

現実的にしませんでした。この一言でこういう形です。 

 私は何を言わんとしているかということは、あなたが公の場で個人の名前を挙げて非常に非

礼なことを何度も１年半にわたり言ったということで、あなたが４月12日と６月９日におわび

したのなら、議場で言ったことですから、御宿町民、会議録をどうするか、インターネットを

どうするか、職員、傍聴人、議員に対してどうするかというのはあなた自身のことで、議会も

議長も関知しない話ですよ。土屋さんも関知できない。全く私たちの手を離れて、あなたが言

ったことですから、それはあなたがどうするかということですよ。 

 以上で質問を終わります。きのうはありがとうございました。 

○議長（大地達夫君） 以上で１番、瀧口義雄君の一般質問を終了します。 

 ここで10分休憩します。 

（午後 ２時１５分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時２９分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◇ 石 井 芳 清 君 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君、登壇の上、ご質問願います。 

（１０番 石井芳清君 登壇） 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 それでは、通告に従いまして一般質問を始めさせていただきたいと思います。 
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 本日の質問でありますが、６点であります。 

 １点目は国際交流の取り組み方針、２点目は非核平和の取り組み方針、３点目は、国民の６

人に１人が貧困といわれる中、現状の認識と取り組み方針、４点目は、基幹産業である農業、

漁業、商業の現状の認識と取り組み方針、５つ目は駅前駐車場の取り組み方針、６つ目は公共

施設等総合管理計画のアクションプランについて、以上の６つの点につきまして、町長の政治

姿勢をただしてまいりたいと存じます。 

 １点目、国際交流と取り組み方針でございます。一昨日、今日と、さまざまな角度から議論

されているわけでありますが、端的に町長から、まず国際交流と取り組み方針について伺いた

いと存じます。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 国際交流事業にかかわる私の基本的な考え方を申し上げます。 

 1609年に私たちの祖先の遺した偉大な人類愛に満ちた行為から400年が経過した2009年に、

日墨交流400周年記念式典サンフランシスコ号漂着400周年記念祭が、国家的式典として、当町

において皇太子殿下ご臨席のもと盛大に挙行されました。見も知らぬ異国の人々を、自らの命

を賭して317名の命を海難事故から救い上げた岩和田村民の世界に誇る功績をたたえての大き

な行事でございました。 

 その後、2010年に25名の町民有志によるメキシコ友好親善使節団の訪墨、2012年にアカプル

コ湾を臨む景勝の地に日墨交通発祥記念碑の竣工を迎え、2013年には11名から成るメキシコ友

好親善使節団がメキシコに派遣され、ドン・ロドリゴの生誕の地、テカマチャルコ市と姉妹都

市協定を締結いたしました。 

 また、昨年の６月には、議員の皆様方にも温かなご歓迎をいただき、駐日メキシコ大使カル

ロス・アルマーダ大使及び駐墨日本国大使山田彰大使にご来町いただき、本年３月にはアカプ

ルコ市から元市長を代表する17名の友好親善使節団の皆様、テカマチャルコ市からロペス・ポ

ンセ市長の特使として２名の方々にご来町いただきまして、さらには駐日スペイン大使ゴンサ

ロ・デ・ベニート大使のご来町をいただき、４月にはスペイン大使のご案内により東京にてフ

ェリペ６世スペイン国王に大地議長とともに謁見することができました。 

 1928年、昭和３年に日西墨三国交通発祥記念碑が岩和田の丘に建立されて以来、1978年には

建立50周年という記念すべき年を迎えまして、メキシコ国のロペス・ポルティーヨ大統領のご

来訪を仰ぎ、同年著名なリゾート地、アカプルコ市と姉妹都市協定を締結し、このような交流

の歴史を重ね現在に至っております。 
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 1609年に私たちの祖先のなした行為は、３国の交通の発祥をせしめたのみではなく、ある意

味ではここに町づくりの原点があると深く認識するものであります。この心を次の世代を担う

子どもたちに広く伝え、このことを誇りとして、あまねく町内外に伝えていかなければならな

いと思うのであります。 

 このような経緯により、御宿町は国際交流の町として発展しつつあると思っております。国

際交流事業を町づくりの重要な事業として捉える中、今後の交流事業についてどのように対応

していくべきなのか、その方針等について、議員の皆様方を初め多くのご指導、ご意見をいた

だきながら進めてまいりたいと考えます。 

 今後、国際交流事業について、組織の充実を図り、周知をいただきながら一層の発展を目指

したいと考えております。 

 以上でございます。 

○１０番（石井芳清君） 今、答弁があったわけでありますが、私、今日持ってまいりました

のは、総合計画、交流事業、現状と課題ということでございます。前半の部分は、今、町長が

ご答弁いただいたとおりであります。 

 次の段落、国際交流の目的は、国際的な相互理解の促進と相互尊重にあります。交流による

相互理解が必要となっております。御宿の文化やメキシコ・スペインの文化を互いに尊重し、

地域の活性化や国際的視点に立った地域の見直しが求められております。一層住民生活に還元

し、世界に開かれた御宿を実現することが求められております。そのためにも、国際交流や国

際協力に関連する国際交流協会や住民団体や行政とのさらなる連携を図る必要がありますと。 

 細かくは、町長ご自身が作成されたわけでございますので、それ以上読みませんが、こうし

た、やはり今、町長もご答弁がありましたけれども、世界に先駆けた、そして、私、３月議会

でも申し上げさせていただきましたけれども、まさに今の世界の平和の原点、起点となるべき、

そういうことが今世界的にもさらに確認をされているというのが、この１年間の御宿町と国際

交流の、先ほどの議論もありますけれども、もう一つの一端であったんだというふうに思うわ

けであります。 

 それで、じゃ、そうした中で今後どうしていくのかということについては、今後は議会含め

て話し合って方針をつくっていきたいということの答弁であったというふうに思うわけであり

ますけれども、私は、こうした総合計画を具体的にどうするのかと、それから、特に交流事業

という中におきましては、メキシコ、アカプルコとテカマチャルコ、これ２つ姉妹都市を結ん

でございますね。例えば、アカプルコ、テカマチャルコの姉妹都市、調印をされたわけであり



 

－９０－ 

ますけれども、私、ホームページを詳しく見させていただきましたが、協定を結んだという記

述はございますが、協定書の中身についての記述がないように思います。ちなみに、１つ、ア

カプルコにつきましては1978年８月７日だということのようでございます。テカマチャルコ、

これは町長ご自身が署名されております。2013年10月23日メキシコ合衆国プエブラ州テカマチ

ャルコ市にてということでございますが、先ほどから語気強く、この交流事業については推進

をされるということをご自身でおっしゃられていたわけでありますけれども、この協定書につ

いて、すみません、この場でお読みいただけますか。記憶はございますか。ありませんか。な

ければ、私のほうで紹介してもよろしいですか。 

 それから、ちょっと事務的なことなんですけれども、この協定書の内容についてはどこにデ

ータ上は掲示されておりますか。たしかそのものは、私が町長室に何回かお邪魔したときに、

町長室の脇のほうに飾られていたというふうに思いますけれども、これについては、町として

の公文書の扱いというのはどうなっているのでしょうか。非常に町長は語気強く、これについ

ては推進されると何度もおっしゃっておりますので、当然きちんとそういうことはされている

というふうに先ほどまで思っていたんですね。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 協定書の内容につきましては、額におさまっておりまして町長室に設

置してございます。 

○１０番（石井芳清君） 町長、町長室というのは町長ご自身の執務室ですよね。確かに扉が

あけてございますから、石田町長はいつでもご自由にお入りくださいという姿勢を常に見せて

いただいてございますが、やはりきちんと─これは写真の一部をちょっと拡大して持ってき

たわけですけれども、きちんとこれは町民の皆様、国民の皆様、世界に発信すべき内容じゃあ

りませんか。これ一つをとってみて、議会でも公開されていないんですよ、これは。締結しま

したというお話は伺っています。報告書もいただいております。 

 先ほど町長は私の質問に答えて、国際交流について熱く語られました。でも、それだけなん

ですよ、町長。議会の人々も私も含めて一人一人受け取りはあると思いますね。町民の皆様も

一人一人受け取りはあると思います。これが、その総合計画の１ページ分でありますけれども、

交流のページですよね、これはどうしたんですか。今、私、読み上げましたよね。行政はそこ

の、私が言っているのは行政の規範だと思うんですよね、ひとつひとつ。それをやっていくと

いうことじゃないんですか。 

 ずっときのうから今日にかけて国際交流に関する議論を聞いておりましたけれども、なかな
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か聞きづらかったですよ。私たちの誇りじゃありませんか。外国との関係じゃありませんか。

町長ご自身がおっしゃられたとおりだと思います。私もそのとおりだと思いますよ。それは、

町長の頭の中には入っていらっしゃるかもわかりません。じゃ、職員の皆様の中にそういうこ

とが本当に腑に落ちてきちんと理解されているんでしょうか。我々も、私も含めて、多分議員

一人の受け取る受けとめはそれぞれあろうと思いますよ。皆さん大事だと思っているのは、私

は同じだと思います。しかし、それは言葉だけですよね。やはりそこのところをきちんと事務

として明らかにすると、これを具体化していくと、総合計画ですね。 

 先ほどの議論につきましても、それは確かに町長も職員であった時代があります。また、議

会にお出になって、私たちと同じ立場であったこともありましたよね。そして、町長として３

期目ですよね、たしか。やはり事務管理をきちんと、その仕事を委任するなら委任をすると。

しかも、まだまだこれについてたくさん確認したいことがあるわけですけれども、これからも

やることがたくさんありますよね。今日も第２号補正案が出されておりますけれども、そのほ

かにも、例えばスペイン国においては、３月のときに書簡の中で御宿町と姉妹都市、これは町

長からの要請に応えてということだったと思いますよ、たしか。しかし、私たちは公式には聞

いていませんよ、その話は。どうされるんですか。それは町長ご自身が勝手に決めて、提案権

があるから勝手に提案するということなんでしょうか。 

 本当に町全体で姉妹都市というのは結ぶものじゃありませんか。それは、署名されるのは代

表者であります町長だということは重々承知してのお話ですが、そのために庁舎全体でどう取

り組むのか、議会とどうコンセンサスを─議会とコンセンサスを図るということは町民との

間でどう醸造していくのかということじゃありませんか。私たちの400年前の祖先が行ったこ

の歴史的偉業を、私たちは本当に次代、後世に引き継いでいくというのならば、町民7,000人

がそういう気持ちにならなくちゃいけないんじゃないですか、町長。町長ご自身だけでは、私

は極端なことを言えば、選挙があれば、もし退任されて次の方になれば、今日お話ししたこと

を本当に次の町長が引き継がれるんですか。そういうことになりはしませんか。 

 事務としてひとつひとつ積み重ねていく、それを指示し確認するのは町長だと思いますよ、

それは。そうすれば、ここだってたくさん課長さんがいらっしゃるじゃありませんか。昔から

文殊の知恵と言われますけれども、そうした中で本当に適切な計画、実行がなされる。今日の

ようなお話には僕は絶対ならないと思いますよ。私の言っていること、違いますか。町長とい

うのはそれだけの重責を持って務めるものだというふうに、私自身は解釈をしております。い

かがでしょうか。 
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○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） いろいろとご指摘ありがとうございます。ご指摘いただきましたけれ

ども、国際交流事業関係につきまして、議員の皆様方また町民の皆様方への周知に関する不足

ということで受けとめております。反省しまして、今後努力いたします。よろしくお願いしま

す。 

○１０番（石井芳清君） 大変丁重な答弁をいただきましたけれども、私実は似たような質問

は一昨年の６月にしているんです。その前も学生交流で同じような質問をしております。 

 先般、町長とお話しする機会がありまして、議会でも委員会等でもそういう話があったわけ

でありますけれども、先ほどスペインの姉妹都市とのお話もさせていただきましたが、次の２

に移る前に、そのスペインの姉妹都市については、あの書面だけなんですね、私たちは。これ

はどういうふうに組み立てられるんですか。どういう経過なんですか。すみません、それにつ

いて、せっかくの機会でございますのでお話しいただきたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） スペインとの姉妹都市につきましては、ご案内のようにメキシコとの

関係につきましては、２つのテカマチャルコ市とアカプルコ市がなっておりますけれども、ス

ペインにつきましては、まだ姉妹都市が今行っておりません。 

 そういう中で、昨年12月にスペイン大使館にお招きをいただきましたときに、現在のベニー

ト大使様とそういうお話が出ました。日本、スペイン、メキシコと３国の交通の発祥というこ

とで、将来的にやはりスペインとの交流も重きに置いて進めていかなくてはいけないのかなと

考えております。そういう中で、この３月にスペインの大使がお見えになったときに、やはり

姉妹都市のお話が出ました。それと、４月６日に私と大地議長が東京に招かれ、日本・スペイ

ン合同会議のときにもそのお話がありました。 

 しかしながら、私としましては現状を鑑みて、やはり今後姉妹都市提携というのはもう少し

先になるのではないかなと考えております。といいますのも、やはりいろいろなスペインの国

情の視察とか、もし姉妹都市を組むとしたらどういう都市がいいのかとか、いろいろスペイン

大使館からも、こういう町、こういう都市はどうでしょうかというお話をいただいているんで

すけれども、やはりその前に、町民の皆様が使節団などを組みまして視察をすることが先では

ないかなと考えております。そういう話を先般の国際交流協会の役員会でお話し申し上げまし

た。一応つい最近の話ですが、そういう話をいたしました。 

 そういうことで、これからやはり具体的に進める場合は、先ほども申し上げましたけれども、
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国際交流事業にかかわる組織の充実とあわせて、そういうお話を少しずつさせていただければ

なと考えております。 

○１０番（石井芳清君） 町長、先ほどの私の前段の議論でありますけれども、町民の皆様か

ら負託を受けた貴重な年４回の議会ですよね、一般質問含め。会議録をお読みになったら、多

分スペイン国は失望されるんじゃないですか。そうなりかねない状態だと思います。そうなり

かねない議論だったと思いますよ。違いますか。私は聞いていて本当に胸が痛みました。 

 それから、国際交流につきましても、ここの文章にはいわゆる日西墨、あとは裏は国内とい

うことで野沢温泉村が記載されておりますけれども、御宿町はドイツ、こことも月桂樹と、そ

れから菩提樹ですか、記念樹を御宿町に贈呈いただいております。菩提樹は、前回もお話しま

したけれども、日本に168本、そのうち30本、そのうち３本が御宿町に寄贈されているという

ふうに伺っております。なおかつ、正式な式典、大使館等の参加というのは、なかなかその中

でも少ないようでございます。それだけ、ドイツから御宿町に対して非常に重要な町だという

ことのあらわれだというふうに私は理解をしております。 

 それから、ちなみに、五倫文庫がございますね。これはよくご承知のことと思いますけれど

も。ここは教育委員会のホームページを見ますと、収蔵されている教科書が50カ国を超えると

いうふうに記載をされております。大変多くの国々の小中学校で使われた教科書が収蔵されて

いるということです。これにつきましても、当然御宿町は、そうした国々とさまざまな関係が

ございます。これだけのものを持っているというところは多分ないと思うんですね。これも国

際交流だと思うんですよ。どうしてそういうことがここで抜け落ちてしまうんですか。これは

今後、ちょうど後期基本計画策定にも入るというふうに思いますので、ここのこういう事業に

ついては、きちんとやはり文書をもって位置づけていくと。礼を失しないような町政運営が必

要じゃありませんか、町長。それがまず基本だと思いますよ。そこが出発点じゃありませんか。 

 ですから、町長は政策があろうと思うんですね、いろいろ。それを実行するのは職員、町民

じゃありませんか。町長ご自身がやられるんでしたら、別に庁舎外でやってください、町長。

そういうことになるんじゃありませんか。それが組織であり、御宿町ということだと思います

よ、私は。私は、議員になってそういうことを先輩議員から教えられてまいりました。また、

職員の皆さんからも教えていただきました。違うでしょうか。町の運営、町長としてこうした

ものをどう考えているか。 

 特に国際交流というのは法定外事務です。おわかりになりますよね。100％の政策事務です。

その効果を私は全く否定しているわけじゃないんですよ。町内じゃないんですよ、外国との交
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流なんです。法律も全て違う、時間帯もまるっきり違う、習慣もまるっきり違う。町内よりも

丁寧な事務が必要なんじゃありませんか。万全を期すということだと思いますよ。そのための

町内の体制づくり、今日からとってもらおうじゃありませんか、町長。今後と言いますが、い

つなんですか。来年なんですか、再来年なんですか。任期間際なんですか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 組織づくりのことでございますね。できるだけ早く考えていきたいと

思います。 

○１０番（石井芳清君） できるだけ早くというのは、今月中ということでしょうか。私が先

ほど質問したのは、この間いつも同じような質問をされて、いつそれが実行されたのかという

のが、私、ほとんど担保がないんですよ。ですから具体的に、今月をめどに、９月ごろをめど

に、それはいろいろな関係がありますから、今日やろうと言ってできないこともあるかもわか

りませんよ。しかし、具体的には庁舎内の体制です。組織改編とかということじゃないんです

よ。全庁体制で、たしかＣＣＲＣはそういう形で会議が持たれたというお話も伺っております。

それはあすにでもできるんじゃないですか。それを必要な、次いつ開くかというのは別にして

も、そういう会議を開いて、全庁に町長の考えをきちんと示す、それで具体化をしていくとい

うことじゃないですか。 

 今日の補正第２号も全く私は同じだと思いますよね。組織改編ですと、これは条例の改正も

必要になると思いますから議決案件になるかもわかりませんけれども、私が言っている分とい

うのは、今の体制の中でそういう会議を持つ、また、規約なり規則なり要綱などを持つという

ことで私は済むと思うんですね。これは町長のご一存でできると思います。それはできないん

でしょうか。事務的にはどうなんですか、私が言っていることというのは。ちょっと事務的な

補佐をしていただけませんか。規則とか要綱等で私はいいと思うんですね。そうした会議を持

つということは可能だというふうに思うんですけれども、あと、それに指示を出すのは町長だ

と思いますので、すみませんが、事務的な対応について、そういうことは可能かどうかだけ答

弁いただけませんか。 

○議長（大地達夫君） 大竹総務課長。 

○総務課長（大竹伸弘君） ただいまお話しいただいたような組織は、要綱等で設置が可能で

ございます。 

○１０番（石井芳清君） 組織上はできるということでございますので、早速調整をしていた

だいて、やはり万全を期すと、また丁寧な事務をとっていただくと。そして、庁舎内のまず体
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制をとっていただいて、議会とも相談をしていただく。そして住民の皆さんとも、本当にこの

総合計画のとおり、町民の皆様に一緒になってつくり上げていくと。それが、町長が最初に私

に説明いただいた町づくりにつながるということじゃないですか。そこがいつもお話はされる

んですけれども抜けるんですよ。実務の中に。ですから、今般の２号議案だって、きのうじゃ

ありませんか、具体的な予算も含めた提案は。もっともっと早いときから来ていましたよね。

これはまた予算のときにお聞きしたいと思いますけれども。そうしたことがあるわけでありま

すから、丁寧な事務、きちんと説明がつく筋道を立てるということだと思いますね。 

 なおかつ、先ほども申し上げましたけれども、外国と御宿町は、さまざまな国と交流を実際

はしております。そうした方々もほとんど住民ベースで、民間ベースでやっております、現実

的には。そこもきちんとやはり町の計画にと申しましょうか、そういう中に文言として位置づ

けてサポートしていくということじゃありませんか。 

 五倫文庫だって、運営は大変苦慮されています。施設についても、最後の方で今日も大枠の

中で質問いたしますけれども、資料館含めて、ご存知ですよね、大変傷んでおります。また、

水害等についても、海抜が低いわけでありますから、そうした収蔵物をあそこにあのままで置

いていいのかということも当然議論すべき課題だと思います。そうしたことも踏まえながら、

本当に町民のものにして、この国際交流、こんなに多くの外国と交流している自治体を私は知

りません。それだけできるのかというのは一方であります。それも事実でありますけれども、

ひとつひとつ御宿町のできることとできないことを参酌をしながら、ひとつひとつ進めていく

ということだろうというふうに思いますので、最後にこれについて、改めて町長の今後につい

て伺いたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） いろいろとご指摘をいただきましたが、冒頭に申し上げましたように、

私自身としましても、国際交流事業は非常に重要な事業であると認識しております。そういう

中で、いろいろな事務的な対応、また組織的な対応をしっかりと行っていきたいと思います。 

○１０番（石井芳清君） 次に移ります。 

 ２番目、非核平和自治体と取り組み方針について。 

 非核平和につきましては、非核宣言自治体ということで、これは1997年12月17日、御宿町は

参加をしております。非会員という登録になっております。それから、平和市長会議、これに

つきましては御宿町は2012年２月に加盟しております。非核平和自治体と取り組み方針につい

て、町長からお話を伺いたいと思います。 
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○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 御宿町は、ご指摘のとおり、非核平和宣言を行った自治体間における

核兵器廃絶及び世界恒久平和実現のための協力体制の確立を目的に、1997年12月に非核宣言自

治体となりました。2010年２月に、町民一人一人が平和で安全な環境のもと幸せな生活を営む

ことができるよう、世界各国の都市と力を合わせ、核兵器のない平和な世界の実現に取り組ん

でいくため、平和首長会議に加盟いたしました。平和首長会議はその年々に開催地が異なりま

して、開催地は全国広範にわたっております。昨年11月には佐倉市における開催となりました

ので、出席をいたしました。今後とも平和首長会議には可能な範囲で参加し、核兵器のない平

和な世界実現のため取り組んでまいりたいと考えております。 

 また、毎年７月になりますと、原水爆禁止国民平和大行進、千葉県実行委員会の皆様方が大

行進により訪れますが、夷隅郡町村会により支援し、また千葉県反核平和の火リレーなどが展

開されておりますので、運動発展のために支援協力をしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○１０番（石井芳清君） 了解いたしました。趣旨については了解いたしました。 

 それから、幾つか平和の運動についてもご賛同いただいているということでありますけれど

も、他町では自治体独自で、さまざまな展示でありますとか講演でありますとか、そうしたも

のを行っております。数年前でありますけれども、隣の市の岬町公民館にたまたま８月に訪問

した際には、原爆展ということで広島の生々しい写真が掲載をされておりました。その中身に

ついて市として広報しておりました。そうしたことなど、さまざまな取り組みがされておるわ

けでありますけれども、町長の行動としても、今日初めてそうした細かいことの報告を受けま

したけれども、具体的に町民の皆様とともに、この非核平和、平和の取り組み、それは国際交

流もその一端であろうとは思うわけでありますけれども、それについて具体的な取り組みを今

後なさる考えがあるのかどうか伺いたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） これまで行ってきた活動については今申し上げた内容でございますが、

今後、この非核平和等に関します運動がどのような内容について可能なのかについては検討を

していきたいと思います。 

○１０番（石井芳清君） 数年前でありますけれども、町民の皆さんでありますけれども、公

民館におきまして戦争体験の講話と申しましょうか、お話をするときがございました。私もた

またまお話を聞く機会がございましたが、そうしたことを語る、いわゆる戦争世代の方々も大
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分高齢になっているというふうに思うんですね。そうした方々から、町内、これまでも町史編

さんを含めてご提案もしたことがあるわけでありますけれども、そうした方々にやはり公民館

等でそうした経験を聞く、可能であればそうした機会というものをぜひ継続的に設けていただ

くことも、私は大変大事じゃないかなというふうに思うわけであります。それは平和の問題で

あります。 

 そして、核兵器の問題でありますが、実は今年国連で会議が開催されております。３月期と、

この６月から７月期ということで、２フェーズ、２回に分けて大きく行われるということで、

報道によりますと、この５月に核兵器の禁止条約の草案が提案をされて、これがこの６月から

の会議で議論をされると。この核兵器禁止というのが国連の中で条約として確定する可能性が

生まれてきているということで、被爆国である日本の多くの国民の願い、これが条約として締

結をする日というのが非常に私は近くなっているなというふうに理解をするものであります。 

 町長もそうした運動に賛同いただきまして、先ほど報告をいただいておりますけれども、町

としても署名をしたということでございますので、引き続き国際交流を含めまして非核平和の

取り組み、私はある意味、もっともっと町として具体的な取り組みを、町民の皆さんとともに

考えながら実行に移していただきたいというふうに考えるわけでございますが、これについて

改めて答弁を求めたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 今ご指摘のとおり、非核平和についてさまざまな運動を展開する場合

に、非核平和が関連することがいろいろあると思いますけれども、そういう面ではしっかりと

ＰＲし、主張等をしていきたいと思います。 

○１０番（石井芳清君） ありがとうございました。 

 それでは、次に移りたいと思います。 

 ３番目、国民の６人に１人が貧困と言われておりますけれども、現状認識と取り組み方針に

ついて伺いたいと思います。具体的に町長にはご質問したいとは思うわけでありますけれども、

事務方から教育委員会、それから福祉の関係でありますけれども、今の子どもたち、それから、

特にわかりやすいのは生活保護の関係であると思います。それから、子どもたちにおきまして

は、準要保護でありましょうか。そうした推移が今、町としてどのようになっているのかにつ

いて、報告をまず求めたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 埋田福祉課長。 

○保健福祉課長（埋田禎久君） 御宿町における生活保護被保護者の過去５年の推移でござい
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ますが、夷隅健康福祉センターに問い合わせましたところ、平成24年度は55世帯67人、25年度

は61世帯73人、26年度は65世帯75人、27年度は65世帯78人、平成28年度は65世帯76人となって

おります。平成28年度を24年度と比べますと10世帯９人の増でございます。 

 また、県全体の指標を見ますと、平成26年度における生活保護被保護者数の人口に対する割

合では御宿町は１％で、県内では54団体中22位となっております。なお、平均値は0.99％でご

ざいますので、ほぼ平均的な数字となっております。 

 以上です。 

○議長（大地達夫君） 金井教育課長。 

○教育課長（金井亜紀子君） 私のほうからは、小中学校における準要保護の家庭数と児童生

徒数についてご報告をさせていただきます。今年度、11世帯12人の児童生徒が準要保護を受け

ております。５年前の平成25年度におきましては７世帯14人ということで、児童生徒数は兄弟

等の関係で余り大きく変わってはおりませんが、世帯のほうは４世帯の増となっております。

多くが母子・父子家庭ということで、申請を受けている状況でございます。 

○１０番（石井芳清君） ありがとうございました。 

 では、具体的に町長のほうにお伺いしたいというふうに思いますけれども、報道等におきま

して６人に１人が貧困と言われているわけでありますけれども、今、具体的な数字も担当から

出していただいたわけでありますが、その認識については、町長はどのようにまず……。６人

に１人が貧困だと国内で言われているわけですね、ニュース等で。御宿町の住民の皆さんの生

活実態について、町長としてどのように認識されているのかについて、まず……。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 生活実態についてどのように認識されているかということでございま

すが、今数字上の、統計上といいますか、お答えがございましたけれども、私が日常の中で感

じていることは、ここで言っております生活困窮者の方はそんなに多くはいらっしゃらないの

かなと。まだやっぱり当然のことながら何家庭か目にすることがございます。そういう中でや

はり、結果的には平均的なといいますか、ある程度の方々がいらっしゃるのかなという感覚は

持っております。 

○１０番（石井芳清君） 了解いたしました。基本的には事務当局が答弁されたことを一応肯

定されるというご答弁であったろうというふうに思います。 

 それで、ニュース等では、銚子市では母子世帯のお母さんが県営住宅の家賃を滞納して、自

分の娘の首を絞めて殺したという痛ましい事件が発生したと報道されております。一方で、生
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活に困っていると感じたら、それぞれの課が連携して市民生活相談課に案内している、これは

滋賀県野洲市だそうであります。生活保護の水際作戦がまかり通り、餓死者や自殺者が出る自

治体と、一方で、やむを得ず税金を滞納したら「ようこそ滞納いただきました」という言葉が

かけられる、支援、生活再建につながる自治体ということで、大きく自治体の運営というのは

両極端になっているというのが、この報道であろうなというふうに思います。 

 今日は、野洲市の市民生活相談課というところが27年１月に策定した資料をちょっと持って

まいりました。これ、全部紹介するわけではございませんが、この16ページでありますけれど

も、「相談支援事業（相談支援）。アウトリーチ、市役所や地域の社会資源、住民等による早

期把握による予防型支援を展開する。アセスメント、包括的に情報収集し、課題領域を捉え、

背景・要因等を分析し、解決の方向を見定める。プランニング、当事者と認識を共有しながら

プラン案を作成し、支援サービスを提供する。フォローアップ、問題解決後の自立生活の見守

りなど、関係機関と連携し包括的な支援を継続して行う。その後必要に応じ、再アセスメント

を行う」ということで、通常、役所なんですけれども、いろいろ窓口があるわけですけれども、

一般町民には自分の問題点が、どこに行くかなかなかわからないというのが実態であろうとい

うふうに思います。 

 ここは、簡単に言うとおせっかいが基本だという市長さんの提案の中、こうした町づくりが

行われているということで、29ページにまとめというのがありますので、ちょっと紹介させて

いただきます。「これはまちづくりです。これは福祉に新しい分野をつくり、既存の枠を超え

て『困窮者をみんなで支える』新しい地域のカタチつくりなのです。お願い。市役所には命を

守るサービスが整っています。市役所にはそのサービスを届ける義務がある。でも市役所だけ

ではすみずみまで届けられない。だから、地域の皆さんと一緒に取りこぼすことなく届けられ

る仕組みを考えましょう！野洲市が取り組む生活困窮者自立促進支援モデル事業」ということ

でまとめてございます。 

 これを見させていただきましてわかったのは、１つは、これは条例等も当然あるわけであり

ますけれども、それから市ですから福祉事務所もあります。まず包括的な計画をつくるという

ことですね。要するに全庁体制だということですね。簡単に言えばワンストップサービスにす

るということです。たらい回しにしないということなんですね。 

 もう一つは、じゃ、そうしたものを誰がつかさどるかという、これはもう人的対応ですね。

ここはいろいろほかでも報道されておりますけれども、いわゆる特命官と申しましょうか、専

門職員を配置をして、そこで相談を丁寧に行う。どことどこの課、もしくはどこの組織が必要
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なのか。もう一つ特徴なのは、やっぱり最後の自立した生活ですね。そこまでやはりフォロー

アップするということだと思うんですね。 

 私は、こうした項目について本当によく考えられているなというふうに思うわけであります

けれども、こうした事例、一端を紹介させていただいたわけでありますけれども、こうしたこ

とについて町長としてどのようにお感じになるのか、学ぶべきことがあるのかないのか、いか

がでしょうか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 先般、石井議員さんより滋賀県の野洲市における多重債務者に対する

市の対応状況などに関する資料をいただきましたが、税の滞納などを生活困窮のシグナルとし

て捉えまして、市民相談室を中心に税と年金、福祉、学校教育など関連所管が一堂に会し、ワ

ンストップサービスにより生活困窮支援を行っている事例がございました。 

 今後とも関係所管の連携による住民サービスを工夫して研究し、また生活に困窮する住民の

皆さんに寄り添う行政を目指したいと考えております。 

○１０番（石井芳清君） わかりました。ぜひ具体的な事務を進めていただきたいと思います。 

 その中でお聞きいたしますが、今般も諸般の報告の中で、幸せリーグの総会に参加されたと

いうふうに伺っております。いわゆる町長のこれからの仕事って、そういう町民の皆さんの幸

福、これについてどう考えるのかと、そうしたものを目指すということだろうなというふうに

思うわけでありますが、この幸せリーグ参加の目的、そしてまた取り組み方針について伺いた

いと思います。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） ある有識者は、人間にとって幸せとは何か、幸福感の問題は哲学上の

永遠のテーマであり、人間の幸福感を取り戻すには、自然への畏敬の念を取り戻し、個人のエ

ゴに抑制をかけ、非合理で不条理の世界への理解を深めるという精神革命が必要であると言っ

ております。 

 幸せリーグへの参加について、まだ入り口ではありますが、区政は区民を幸せにするシステ

ムであるというドメイン、事業領域となっておりますが、ドメインのもと、職員一人一人が、

区政のあらゆる仕事は区民の幸せに寄与しているという認識をしっかりと持って仕事に取り組

んでいる姿を荒川区政に見まして、学ぶことができました。荒川区においては、区民の幸福度

を指標化いたしまして、ＧＡＨ、グロス・アラカワ・ハッピネスを平成24年に発表いたしまし

た。ＧＡＨ、グロス・アラカワ・ハッピネスは46項目の指標により構成され、区民へのアンケ
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ート調査により実施されております。46項目の指標は、大別いたしますと、健康福祉、子育

て・教育、産業、観光、文化、安全・安心の６分野に分かれています。 

 先日、６月７日に年次総会が開催されまして出席いたしました。これまで３回にわたりまし

て行われました実務者会議の報告が各グループより発表されました。実務者会議におきまして

は、幸福度等意識調査の政策への反映グループ、各自治体が実施した幸福度調査結果の比較分

析グループ、行政評価や総合計画等への幸福度指標の反映グループ、地方創生に関する総合戦

略の策定における幸福度指標の活用と計画策定後の実践グループ、地域間連携のあり方や実践

グループ、少子高齢化対策・雇用対策等のグループの６つのグループに分かれまして、御宿町

は６つ目の少子高齢化対策・雇用対策等グループに属しております。各自治体における少子化

対策・雇用対策等について発表がありました。地方創生の流れの中で、各自治体がそれぞれの

強みを生かし、弱みを補完しようと努力している姿が見られ、再確認されました。今後につき

まして、町民の幸福度調査について御宿版幸福度指標などを研究し、検討してまいりたいと考

えております。 

○１０番（石井芳清君） ご説明ありがとうございました。 

 今日朝から、きのうからの議会質疑、この議場での質疑と、今の発言と、若干私は矛盾を感

じますので、ご発言をいただいていると思いますので、きちんと精査をされて、今後の町政運

営に資するようにしていただきたいと一言申し上げさせていただきたいと思います。 

 それから、この幸せリーグでありますけれども、私、１年前に幸せリーグについてこの場で

お伺いをいたしました。その中で町長は、荒川区長とのお話の中でということで、文化を大事

にする自治体は人口の流出が防げるという感想を抱いたということを１年前にここでお話しい

ただいたんですね。私は、これは非常にやはり含蓄のある言葉だろうと思いますし、今日も先

ほどからお話をさせていただいておりますけれども、そうしたものをひとつひとつ町民の皆さ

んにしていくということも、これは一つの幸せ感、そうしたものに当然帰結するということに

もなるというふうに思うんですね。 

 これまでは、例えば箱物、橋ができた、ビルができた、何という施設ができた、これはお金

で解決いたしますし、見た目も見えるわけでありますけれども、しかし、これからいわゆる右

肩下がりの中、経済成長が見込めない中で今後どうしていくかという中で、じゃ、どこにこの

指標を持っていくのかといった場合、私は、この幸せリーグに参加されて、今、町長がおっし

ゃられましたけれども、もう一つの価値判断、その中で行政のひとつひとつの積み上げ、施策

の積み上げ、それから住民の皆さんの要望、これをきちんとすり合わせをしていくと、また説
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明をしていくということが、一つはこれは可能になるのではないかなと。私たち議会も視察も

いたしましたけれども、まだまだ実験的な取り組みだというお話もされておりました。 

 それから、もう一つ、この幸せリーグでありますけれども、ここに参加している長久手市と

いう自治体がございます。中京でありますけれども。平成28年４月に策定をされました、これ

が「第２次新しいまちづくり工程表～市民主体で実現する『幸せが実感できるまち』～」とい

う副表題がついてございます。この中で、幾つか分かれてございますが、その中で赤い、「フ

ラッグ２ あんしん」というんですけれども、これはどんな標語になっているかというと、お

読みいたします。「助けがなかったら生きていけない人は全力で守る」、こういうふうに言い

切っているんですね、自治体が。宣言している。まさに先ほどの野洲市も同じじゃないんです

か、町長。 

 御宿町は、具体的な計画方針、包括的な計画がなくたって、私が相談に行けば、すぐ何人か

の課長さんも来ていただいて解決したことがたくさんございます。ワンストップじゃありませ

んか。その日のうちに解決できたということを、私は幾つも経験させていただいております。 

 それから、よく御宿に定住をされた方、役場まで来て相談に乗るわけでありますけれども、

ちょっと難しい問題になると、すぐ課長さんが出てきて、具体的に条例はこうなっていますよ、

ここはこうなっていますよ、こことここにこういうふうにしたらこうなりますよと、最終的な

結論をいただけるんだそうですね。ここの書式がまだ足りませんから、これの判こが足りませ

んから、またおいでください、そんなふうに言う職員、いないんじゃないでしょうか、御宿町

においては。そうした職員の努力をもっともっと私は大切にすべきだと思いますよ。評価すべ

きだと思いますよ。これほど分厚い、先ほど見せましたけれども─まあ、あれはあったでい

いかもわかりませんけれども、御宿町は小さい町ですから、そうしたことが職員の皆さんにし

みついていると思うんですね。町民の生活を本当に支えてくださっていると思うんですよ。 

 今、その前に幸せリーグ、町長がお話しいただきましたけれども、それを支えるのは職員の

皆さんですよね、町長。そうしたことをひとつひとつ評価をすると、成功例の積み上げじゃな

いんですか。それは町外でもそうじゃないんですか。 

 今、福祉のほうでちょっとお話をさせていただきましたが、事業系でもそうだと思うんです

ね。そういう成功体験をひとつひとつつくっていく。今度の今年の予算、30数億円ですけれど

も、その執行のひとつひとつも、そうした気持ちを考えるひとつひとつをつくり上げて提案を

して実行をしていくと。まさにひとつひとつの予算、1,000円の予算が町づくりの予算じゃな

いんですか、町長。全てが町づくりの予算じゃないんですか。そういう気持ちで接すれば、全



 

－１０３－ 

てが町につながっていくんじゃないんですか。私はこういうふうに思うわけです。そこの気持

ちを一つにするのが、町長の私は大事な仕事だと思うんですね。それでこそ国際交流がうまく

稼働するんじゃありませんか。世界に誇るこの歴史が、国際交流となってさらに世界に羽ばた

くんじゃありませんか、町長。 

 まず基礎をひとつひとつ、足元を固めるということじゃないんですか。職員の皆さんがひと

つひとつ毎日積み上げてくださっていることを、それをひとつひとつ確認をして、足らないこ

とがあれば全力で支える─職員をですよ。町長の仕事だと思うんですよ。成功すればぜひ褒

めてあげる言葉が必要じゃないでしょうか。それが幸せ感。職員が幸せ感がなくて、何で住民

の皆さんが幸せ感があるんですか。違いますか、町長。それこそ本当の予算が事業効果になっ

てあらわれるんじゃないんですか。行政はそういうふうに、行政効果、事業効果というふうに

表現いたしますけれども。それが総合計画の目標じゃないんですか、町長。そういうことを私

は荒川区から学んでまいりました。もう何年かになるわけでありますけれども、私の言ってい

ることは私の一つの考えです。いかがでしょうか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 私の立場の仕事もいろいろな面で多くありますけれども、そういう意

味ではご指摘のように、全く私も、何といいましょうか、欠けているところが多くて反省はい

たしますが、自分なりにいろいろな面でこれから努力をさせていただきたいと思います。 

○１０番（石井芳清君） 了解いたしました。7,000人の町民を預かっているわけであります

ので、きちんと仕事をしていただきたいと思います。 

 じゃ、産業はどうなのかということでありますけれども…… 

○議長（大地達夫君） 石井議員、質問の途中ですが、ここで10分間休憩いたします。 

（午後 ３時２６分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時４１分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君、一般質問を続けてください。 

○１０番（石井芳清君） それでは、４点目でありますが、基幹産業である農業、漁業、商業

の現状の認識と取り組み方針について、町長にお伺いをいたします。 

 どうぞ。 
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○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） それでは、基幹産業であります農業、漁業、商業の現状認識と取り組

み方針というご質問でございます。 

 幾分か昨日の答弁と重なりますが、基幹産業であります農業、漁業、商業の現状は、高齢化

の進展、後継者不足など、いずれも厳しい現状にあると認識しております。昨日も少し申し上

げましたが、漁業につきましては、毎年６月になりますと新規就業者を迎え入れるための募集

が、全国から各漁業協同組合参加のもと、東京において行われますが、先日、漁業組合長に確

認をいたしましたところ、雇用する船主からの申し出がないために、今年は御宿岩和田漁業協

同組合としては出席いたしませんというご回答をいただきました。 

 昨日の土井議員さんの一般質問でいただきましたが、夢を描いて漁業に就業した皆さんが、

何ゆえに長続きしなくてやめていくのかというような原因は調査する必要があるというご指摘

をいただきました。しっかりと今後、組合長、また船主の皆さんといろいろお話を伺いまして、

調査等を行っていきたいなと考えておるところでございます。 

 農業につきまして、今年、来年と、この２カ年でおよそ34ヘクタールにわたる土地改良事業、

中山間地域総合整備事業の面整備が終了の予定でございます。整備された圃場につきまして、

何を栽培し、営農計画を立てていくのか、農家の皆さん、中山間実行委員の皆さん、農業委員

の皆さんのご意見を伺い、ご要望なども伺いまして、営農組合の設立を支援していきたいと考

えております。先日、県農林水産部を訪れまして打ち合わせを行ってまいりましたが、整備さ

れた農地への中間管理機構の導入などを考慮に入れまして、各関係機関関係者の皆様と協議し、

６次産業を図り、農業を振興してまいりたいと考えております。 

 また、先日、青年による新規就農者が合わせまして６名になったという明るい情報もいただ

きましたので、厳しい現状にありますが、振興していきたいと考えております。 

 商業の振興につきまして、観光振興とあわせ、交流人口の増加を図り、商業を活性化してい

きたいと考えております。 

 景気につきましては、改善のおくれは見られますが、緩やかな回復基調にあるものと認識し

ております。昨日申し上げました、商工会女性部及び商工会の皆様方が中心となって行うつる

し雛めぐり事業につきまして、シャトルバスの運行により観光客が増加しております。お客さ

んのご来場を何とか商工振興に反映するような仕組みづくり、商工会のみではなく、観光協会

や町と、そしてボランティアの皆さんも加わっていただきまして、実行委員会方式等により実

施してまいりたい、商工振興に結びつけていきたいと考えております。 
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 商工会においては、既に20年を経過しております、まるごとミュージアム事業について、新

たな企画も行われると伺っておりますので、各団体の協力のもと、実効ある事業を支援してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○１０番（石井芳清君） お話、伺いました。大変厳しい状況にあるというご認識の中で、引

き続きこれまでの施策を実行していきたいと、簡単に言うと、そういうようなご答弁であった

というふうに思うんですね。 

 たしか、まち・ひと・しごと創生総合戦略でしたか、いわゆる地方創生御宿町版の中で、各

産業に関するアンケート、またそれに基づく施策の方向について、幾つか方針が出されたとい

うふうに思うんですね。それにもかかわらずと申しましょうか、そのときのＫＰＩ、昨日もあ

りましたけれども、その数人という人数も確かに貴重ではあるんですけれども、じゃ、それで

本当にこの地域の経済が上向くのかと、例えば農業、漁業は上向くのかと。たしかあのときは

宿泊業ですよね。飲食業が非常に経済効果が高いというような、たしか評価であったかという

ふうに理解をしております。この宿泊業においても、じゃ、今の軒数が10年後に町長、何軒に

なりますか。私、結構大きいところで、後継者なんていうことを伺っていますよ。民泊法も通

ったようでございますけれども、じゃ、そういうところに移行するんですか、御宿はそういう

方針はとっておらないですよね。 

 その中で、じゃ、具体的課題をどうするかという中で、これは私も特別委員会に参加をして

おりますけれども、特別委員会で、いわゆる６次産業化、観光ビジョンを策定すべきだという

ようなご提言を申し上げさせていただいたかというふうに思います。先ほど、町長、幾つかお

話がございましたけれども、そうしたものを含めまして、御宿町はいわゆる６次産業、観光と

いう枠の中でそれぞれの地域力を上げていこうじゃないかと、経済力を上げていこうじゃない

かと、農業、漁業、その中で活路を見出していこうじゃないかということであったと思うんで

すね。じゃ、それが具体的にどういうものに検討がされたのかと。 

 町長はたしか、私のこの間の一般質問であったかと思いますけれども、一緒につくらせてい

ただきたいという、たしかそんなようなご発言をいただきましたよね。私ということじゃなく、

議会とということのご発言だと理解しておりますけれども。じゃ、そういう中で、本当に御宿

町はどこを目指していくべきなのかと、そういう議論をすべきじゃないんでしょうか、町長。 

 じゃ、そのときにどういうものが参考になるのかと、それは過去のことも、この間、お話も

させていただきましたが、いわゆる経済産業省、ここのページを見ますと、いわゆる６次産業
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化ということの中で、さまざまな検討、また報告がされております。今、町長、最後に、まる

ごとミュージアムというお話をしましたが、経済産業省におきましては、このような表現にな

っております。「コト消費空間づくり研究会取りまとめ」ということで、これ、27年７月です。

「マネジメント組織を中核とした地域協働システムの構築」ということで、大変難しい言葉で

すけれども、これはいわゆる御宿町がかつて取り組んだ、まるごとミュージアムを今様に非常

に体系づけてあるものでございます。非常に私は参考になると思っております。 

 これは一言で言って、それらが成功しないのは地域のマネジメント力が欠けているからだと、

足らなかったからだということでございます。ですから、この６次産業、いわゆる全ての産業

がお互い力を合わせると、それとともに住民も一緒にその中に入って力を合わせていく。御宿

町は、観光客もその中に入って一緒に力を合わせるんだ、また楽しんでもらうんだと。 

 もう一つは、こういうことも言われております。29年６月７日、新たな商店街政策のあり方

検討会。これも今、検討の途中でございます。私もちょっと、この会議の、少し読ませていた

だきましたけれども、大変参考になります。 

 それから、地域のマネジメントにおきましては、ＤＭＯというんですけれども、それが地域

のマネジメントということで、これまでは観光協会だけではなくて、何度も申し上げておりま

すけれども、やはり企画・立案、それも縦横ですね。総合的に調整する、そういう機関がやは

り必要ではないかというのが、国の今の提言の内容でございます。総合調整を誰かしなくちゃ

いけないと。総合調整とともに、どこを目指していくのかということだと思うんですね。 

 こうしたものが既に幾つか出ておりますし、それから、今、地図をつくっているというお話

もあるようでありますけれども、地域ストーリーに関するということで、じゃ、そのマップは

どんなふうにつくればいいのかと。ただ、あれがありますよ、これがありますよ、歴史があり

ますよ、飲食店がありますよじゃ、それだけでは今、マップとしての魅力は余りないと思うん

ですね。そういう地域の創意、それが付加価値になっていくと、そういうものを地域の中で発

掘をしていく。それは、農業、漁業、文化、歴史、全部だと思うんですね。そこがストーリー

になって初めて、付加価値が生まれる、歩く目的が生まれる、また来ようねということになる

んじゃありませんか。そこに食があると。 

 例えば、記念塔、ラクダ、これはすばらしいものだと思いますけれども、１回見れば、なか

なか２回見ないと思いますよ、町長。やはり基本は食じゃないんですか。それから、余暇を楽

しむという面におきまして、知的好奇心ですね、体験を含めた。そうしたものをどう提供して

いくのか。キンメ祭りもブランド化ということですよね。イカもそうですよね。アワビもそう
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ですよね。海女さんもそうですよね。そういうものをやはり、いま一度、こういうふうに幾つ

か計画、またビジョンが出されているわけでありますから、こうしたものがせっかくあるんで

すから、こうしたものをテーブルに出して議論しようじゃありませんか、町長。そこからみん

なで、じゃ、これをもっともっと磨くためには、もっと専門的な知見が必要ですねと。そした

ら、そういう専門家を、その時点でお呼びしたらいかがですか、町長。そういう作業をひとつ

ひとつ、私は町民の皆さん、事業所の皆さんと、大変だけれどもひとつひとつやっていくとい

うことじゃないかと思うんですね。それが、かつて大下先生がずっと言われていたことだと私

は理解をしております。 

 400年の歴史もそうですよね。もっともっと磨く必要があると思いますよ。そうしたものを

どう組み合わせていくのか。400年があるからこそ、世界から御宿に人が来るんだと思います

よ、私は。でも、来ていただいても、おもてなし、いわゆるそれをサービスする、そういう商

品はありますか。宿泊、食、含めて、町長、そういうものをどうやってつくっていくのか。そ

れから、宗教上の食べられない料理とかがありますね。そうしたものをどうしていこうかと、

さまざまな課題がありますよね。そうしたもの、既に全部整理されているわけでありますから、

その中で御宿町は何をとっていくのか。一歩、半歩、前へ出てみようよと。成功したらよかっ

たねと、じゃ、今度、左足も出してみようか。じゃ、今度みんなで行こうよと、そういう成功

体験があったわけでありますから、それをこうした国のいろいろな計画、施策をヒントにもう

一度つくり上げていく。確認しながらですよ。壊す必要はないと思うんですよね。これはやは

り行政のできることじゃないんですか。こうした専門資料、私は非常に参考になるというふう

に思うんですね。いかがでしょうか、町長。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） いろいろと情報をいただきますが、いろいろ研究しまして、また皆様

方のご意見、ご指導をいただきながら進めてまいりたいと思います。 

○１０番（石井芳清君） ご研究をいただきながらという言葉はきれいなんですけども、今年

は地方創生、まだ動いております。それから、ご承知のとおり、後期基本計画の策定でありま

す。それから、町長肝いりの御宿版ＣＣＲＣですね。これも町づくりですよね。これも人づく

りだというふうに理解しておりますので、大変今が大事だと思うんですね。 

 それから、もう一つ、たくさんあるんですけれども、ミヤコタナゴ、これもまだ最終的な段

階に至っていませんよね。これも私の所感では、やはりベースとなる人づくり、ここで私は、

なかなか前に行かないんじゃないかなというふうに個人的には思っております。全部同じなん
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ですよ。これ、全部一緒に、今年中に前進させなければいけないと思っているんです。先ほど

も言いました観光ビジョン、当然あるわけでありますけれども、町長が非常に熱く語る、国際

交流もこの中に入ってくるんじゃありませんか。そうしたものは全部、町長の仕事だと思うん

ですね。町長が個人的にやるということじゃないんですよ。町としての仕事、それをどう前に

ひとつひとつ進めていくのか、また相乗的に効果を上げていくのか。全部、今、議論をしてお

ります町づくりの基本じゃありませんか。人の流れをつくり、経済を興していく。私、待った

なしだと思いますよ。どれが優先じゃないと思うんですね。全部、一どきに今年中、しかもこ

の上半期に一定のめどを、私はつけるべきだというふうに思うんですけれども、それについて

は、ゆっくり考えるということでよろしいんですか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 今、ご指摘がございましたように、いろいろな作業、総合計画の後期

を初め、さまざまな内容がございますので、やはり、できるだけ早く、しっかりとした対応を

していきたいと考えております。 

○１０番（石井芳清君） 相互調整をぜひとっていただいて、全部連携しているわけでありま

すから、前に進むような事務を指揮していただきたいというふうに思います。 

 ５番目に移ります。駐車場の取り組み方針について伺います。 

 御宿駅周辺の駐車場の数及び収容台数、公設と民設、また、勝浦市では、公設においてコイ

ンパーキングから無料化へというふうに伺っております。また、予算等では既に可決している

わけでありますが、今後どうするのか。今現在、このコインパーキング、採算性については、

どのように見積もっておられるかについて伺いたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 御宿駅周辺の駐車場は８カ所で、収容台数は193台です。内

訳は、民営５カ所、61台、公設３カ所、132台でございます。 

 また、勝浦市での事例の件でございますが、勝浦市に旧市民会館での事例を確認させていた

だきました。移転前の市民会館は、従前、利用者に無料で駐車スペースを開放しておりました

が、周辺住民等の無断駐車により、本来の目的が妨げられるようになったことから、その是正

及び適正な受益者負担と財源確保の観点から、ゲート式の有料駐車場に改修したとのことでご

ざいます。しかしながら有料化が嫌われ、この駐車場を使用せず、施設外周や臨港道路への迷

惑駐車が常態化したことから、目的外使用対策として、夜間は閉鎖することとした上で無料開

放に戻したとのことでございます。また、市民会館移設後は、公衆トイレを設置し、散発的に
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行うイベント用の広場としての活用のほかは、主に観光客向けの無料駐車スペースとして開放

されておりますが、供用時間の制限は継続し、午後10時から翌朝の６時30分までは閉鎖をして

おります。 

 また、計画しているコインパーキング、採算ラインの件でございますが、改修後の駅前駐車

場は指定管理者による運営を予定しております。指定管理者に負担していただく経費といたし

ましては、料金回収や清掃などの管理運営の人件費のほか、設備機器の保守点検料や電気料、

各種消耗品費等をお願いすることとなりますが、今後、設置機器などの決定に伴い、経費の詳

細が算出されるものでございます。 

 一方、収入でございますが、改修後の駐車場は、時間貸しと月極の２通りの利用形態を予定

しており、駐車料金の上限は条例で制限させていただきますが、その範囲内で、料金と利用形

態の割合は指定管理者の裁量により運用できるものとしたいと考えております。したがいまし

て、今後の設置業者、設置機器類の選定後、指定管理者の議決をいただきました後に、必要経

費や利便性などを勘案しながら利用形態などの運用方法が決定されてまいりますので、今の段

階で採算ラインをお示しすることは難しいものと考えております。 

○１０番（石井芳清君） 了解をいたしましたというか、委員会等も傍聴させていただきまし

たが、現場のほう、駅前近隣に、それこそ今の中に数字が入っているかもわかりませんが、い

わゆる民設のコインパーキングが稼働しております。どうも満車になっている状況は、ちょっ

と見たことがないんですけれども、そういう国の方針も官から民へと、民ができることは民の

事業を尊重すべきだと、いわゆる民の事業化が行政の流れだというふうに思うんですね。既に

そうした民間施設がある中で、全くの競合になると思うんですね。そういうところに公設して、

これ、今ちょっと勝浦のお話はありませんでしたけれども、コインパーキング、やはりあそこ、

海のすぐそばでありましたので、非常に塩害等がありまして、非常に早く、故障、故障という

ことで、その修理負担というのも大変多額だということもあったようでございます。その経過

の中ですけれどもね。御宿町も海からも近いということで似ている状況だろうというふうに思

うんですね。 

 それから、それを委託をするということも、ちょっと話を聞いていてよくわかりませんけれ

ども、委託をするんであれば、例えばパイロンだとかを含めまして、前日とかという若干の時

間的な余裕が必要になるかもわかりませんけれども、民間があるのだったらば、月極もあると

いうことでございます。一定のところを指定管にかけるのであれば、わざわざコインパーキン

グではなくて、人力による貸し出しでも、私は全く問題ないんじゃないかなと思うんですね。
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町が直営でやるんだったらわかりますよ。わかるというか、一つの考え方として人件費の節約

だとかということになろうかと思いますけれども、移管をするということは、そういうことじ

ゃないと思いますので。 

 でありますので、やはりこれはもう少しきちんと、その経過も含めて、私は事業実施につい

ては、いま一度判断をすべきではないかというふうに思うわけであります。 

 それから、私、この事業をずっと説明を受けていてわからないのは、いわゆる今、御宿町は、

駅のエレベーターと申しますか、バリアフリー化を今計画をしていますよね。これは実現する

かどうかというのはわかりませんが、それもやはり高齢者に優しい町という観点の中での施策

方向だと思うんですね。それから、高齢者に優しい、いわゆる障害者と、要するにユニバーサ

ルデザインということだと思うんですよ。じゃ、そういうものに、この駐車場がどのように寄

与していくのか、流れはどうなっているのかということは示されていないと思うんですね。い

わゆる駅前、動線を含めた問題ですよね。 

 ですから、今、砂利道ですよね。今度の予算はたしか、その舗装をして、またこういうもの

を設置されるということですので、今までは、例えば車椅子の方の乗りおりは非常に使いづら

かったと思うんです、砂利道ですから。ですから今度、舗装するということは、そういう方も

安心に乗りおりができるということなんですけれども、おりてからどうするんですか。それは

松葉づえなんかもそうですよね。 

 私、そういうトータルの中で、駐車場だったらこうあるべきだと。それは、できる、できな

い、それから管理者ですよね。ＪＲの責務だとかという、そのすみ分けは当然あると思います

よ。しかし、町全体で、そういう方向性、町づくりの中で、いわゆるユニバーサルデザイン、

高齢者、障害者にも優しい町づくりを進めていくんだと。その中において、町は例えばコイン

パーキングと申しましょうか、いわゆる舗装化によって、そうした方々が安心してまず車から

乗りおりできる話ね。その先、どうするんですか。駅のエレベーターも同じだと思うんですね。

そうしたものを一体的に、じゃ、将来どこまでどうするのかと、そうすれば駅前を含めて、じ

ゃ、これはＪＲが行いますよ、これは町が行いますよ、またこれは折半で行いますよとかいう

先進自治体の例はあるようでございますけれども、それは次の話になると思うんですね。それ

が高齢者の─高齢者の一番多いまち、御宿町は県内でトップなわけでありますから、そうい

う先進的な事例となっていくんではありませんか。ということが、全然これだけでは見えてき

ていないんですね。 

 ですから、今度、次のテニスコート等もありますけれども、テニスコート、せっかく整備さ
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れるのであれば、そうした方々、いわゆる障害者の方々も安心してプレーができると。そんな

に多くないと思うんですよね。そういうふうに、じゃ、管理等を含めたものを整備していくと、

当然公共施設はバリアフリーの要請があるわけであります。公的要請があるわけですから─

というストーリーが必要なんじゃありませんか。ここだけでどうなのかって、全くわからない

んですけれども。私、総務委員会じゃないから聞いていないのかもわかりませんけれども、私

はそうした全体的な町づくりの中の一端、中長期、もう後期計画の策定にも入るわけでありま

すから、そうしたものをやはりきちんと示していく。その中で、それぞれの事業者の沿った計

画、要請、自らやっていくということになるんだと私は理解をしているんですけれども、違う

でしょうか。 

○議長（大地達夫君） 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 石井議員さんのおっしゃるとおりで、高齢者、障害者等、皆

さんが使えるような駐車場としてスタートするのが理想でございますが、今回のコインパーキ

ングにつきましては、御宿駅は夜、タクシーがなくなってしまうという声が多うございまして、

車が運転できる方は車で来ていただいて、安い値段で車を置いて、電車を使っていただこうと

いうような趣旨で話がスタートしております。また、今度、今おっしゃるとおりエレベーター

の話もございますので、こちらを進めていく中で、駅の構内といいますか、駅前広場などもあ

りますので、あの辺の使い分け、車椅子の方等が使えるような、そんなような協議も今後、Ｊ

Ｒと協議してまいりたいと考えております。一旦は、高齢者、障害者ということではなくて、

駅から遠い方が電車を利用する利便性を高めるというような観点でつくらせていただきたいと

思っております。 

○１０番（石井芳清君） 発端はわかるんですよ。でも、今、答弁もいただきましたけれども、

それじゃ、エレベーターができなければ、そんなことはやらないんですか。そういうことじゃ

ないと思うんですね。ですから、発端の中で、じゃ、これは行政としては計画的に取り組むと

いうことが、行政の規範じゃありませんか。その話を私はしているんです。それが、だんだん

とということでいいんですか。そうならないと次の話に進まないということなんですよ、今の

答弁の内容は。 

 やはり本来あるべき姿を議論をして、ひとつひとつ組み上げていくと。それは私は、そんな

に遠い将来じゃないと思いますよ。違いますか。そういう面では、そのことと、最後に今後の

公共施設のあり方について、似たような趣旨でございますので、ちょっと先にもう進めさせて

いただきたいと思います。 
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 この間、テニスコート、先ほどちょっと申し上げましたけれども、それから、委員会等では

Ｂ＆Ｇのプールですね。それから、プールも屋根だけじゃなくて本体工事、それから、体育館

のほうも相当傷んでいるよというようなお話もありました。それから公民館、これもまだまだ、

冷暖房含めて相当多額な工事が残っているというふうに伺っております。それから、急遽壊れ

たという中では記念館のエアコンですね。これは４つで4,000万円、２つで2,600万円という第

一段階の見積もりだというようなご説明も受けました。 

 老朽化ということで、長寿命化計画はあるわけでありますけれども、じゃ、アクションプラ

ンはどうするのか。それで、アクションプラン、実行計画を立てたとしても、この間も、例え

ば公民館であったわけでありますけれども、中の修繕をかけたらアスベストが残っていること

が判明をした。それから、具体的に工事に入ったら想定以上に傷んでいた。直したと思ったら

すぐ隣がまた壊れたと、それもかなりの金額になるんだと思うんですね。それが実態であると

思いますので、じゃ、その辺のまず大きな優先順位ですよね。どうしてつくっていくのか。 

 それから、具体的には右肩下がりの中で、いわゆる政策予算というのはほとんどなくなって

いくんじゃないですか、町長。大きく小学校だとか、岩和田小学校だとか含めて、さまざまな

ことが検討されてきております。それから、先般も議論がありましたけれども、保育所だとか、

さまざまな使わなくなったものですよね。そうしたものに何ら方針が示されないままというの

が実態じゃありませんか。それもひとつひとつ整理していく、そのほかに現在使っているのが、

この中では整理するということだと思うんですよ。そうしたものをどうされていくのか、ちょ

っと最後ですけれども、それについて答弁を求めたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 大竹総務課長。 

○総務課長（大竹伸弘君） 公共施設の老朽化につきましては、全国的な課題となっておりま

して、御宿町においても人口減少等ですとか、老朽化に伴う更新、費用の増大を踏まえた中で、

３月に公共施設等総合管理計画を策定させていただきました。これを推進するための計画の進

行管理、調整、推進するための組織として、計画にも記載しておりますけれども、庁内の計画

推進会議を設置をいたしまして、計画の中で定めた基本方針、または施設類型や施設ごとの基

本方針を基本に取り組み内容の検討を進めまして、公共施設等全体の修繕、更新等の必要な時

期を見通し、この結果を踏まえて、計画推進会議において横断的な視点から、他の施設との優

先性や緊急性、重要性、財源の見通しについて検討し、協議を進める時期の計画も含めまして、

おおむね５カ年で取り組むべき内容を中心に推進計画を作成をしたいと考えております。この

推進計画に基づきまして、議員の皆様からのご意見もいただきながら、30年度をスタートの年
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度とする第４次総合計画後期基本計画に反映をさせ、推進をしてまいりたいと考えております。 

○１０番（石井芳清君） 町民にいただきました大事な税金でございますので、生きる使い方、

ぜひ工夫していただくことを申し上げて、一般質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（大地達夫君） 以上で10番、石井芳清君の一般質問を終了します。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎報告第１号の上程、説明 

○議長（大地達夫君） 日程第２、報告第１号 御宿町一般会計繰越明許費繰越計算書につい

てを議題といたします。 

 田邉企画財政課長の説明を求めます。 

 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 平成28年度御宿町一般会計繰越明許費繰越計算書について説

明いたします。 

 ２ページの繰越明許費繰越計算書をご覧ください。 

 内容は、平成29年第１回定例会にて議決いただきました繰越明許費と同様であり、事業費及

びその財源について繰り越し手続を行いましたので、地方自治法施行令第146条第２項の規定

によりご報告するものです。 

 事業ごとに説明させていただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費の弁護士委託は、妨害排除等請求事件に係る訴訟事務の一部が

年度内に完了しない見込みとなったことから、委託費75万6,000円を繰越明許費に設定したも

ので、同額の75万6,000円を繰り越しました。財源は、当該事業費に充てるために前年度から

繰り越した一般財源でございます。 

 ３項戸籍住民台帳費の個人番号カード交付事業補助金は、マイナンバーカードの発行やカー

ド管理システム等に要する経費で、平成28年度の補正予算に伴って実施される、国におけるシ

ステム改修が年度内に終わらない見込みとなったため、これに対する町からの事業費補助金60

万3,000円を繰越明許費に設定したものです。繰越明許費と同額の60万3,000円を繰り越しまし

た。財源は、当該事業費に充てるために前年度から繰り越した国庫補助金でございます。 

 ３款民生費、１項社会福祉費の臨時福祉給付金事業は、国の経済対策に係る臨時福祉給付金

の支給に要する経費で、国の補正予算の時期の都合上、申請期間を５月までとしたことから、

事業費2,463万3,000円を繰越明許費に設定したものです。繰越明許費から平成28年度に支出し
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た額を除いた1,900万1,462円を繰り越しました。財源は、当該事業費に充てるために前年度か

ら繰り越した国庫補助金でございます。 

 ４款衛生費、３項上水道費の南房総広域水道企業団出資金は、南房総広域水道企業団で実施

した非常用発電設備整備事業における地盤改良事業において、対象地盤の一部が特異な地質で

あることが判明したことにより追加工事が必要となり、年度内に事業が完了しない見込みとな

ったことから、本事業に対する出資金627万9,000円を繰越明許費に設定したもので、同額の

627万9,000円を繰り越しました。財源は、当該事業費に充てるために前年度から繰り越した地

方債及び一般財源でございます。 

 ７款土木費、１項土木管理費の網代湾深浅測量委託は、年間を通じた砂の動きを観測するた

め、年５回の測量を予定しておりましたが、夏季直前のデータが取得できなかったことから、

専門家等の意見も踏まえ、６月末まで履行期限を延長したことに伴い、委託費577万9,000円を

繰越明許費に設定したもので、繰越明許費から契約により生じた1,000円未満の不用額を除い

た577万8,080円を繰り越しました。財源は、当該事業費に充てるために前年度から繰り越した

一般財源でございます。 

 ２項道路橋梁費の1089号線落石防止工事は、当該工事箇所が南房総国定公園の特別地域に指

定されているため、所定の手続に時間を要し、また、使用部材が受注生産であるため、その製

作に時間を要することから、工事請負費460万1,000円を繰越明許費に設定したものであり、契

約により生じた1,000円未満の不用額を除いた460万800円を繰り越しました。財源は、当該事

業費に充てるために前年度から繰り越した基金繰入金及び一般財源でございます。 

 ３ページでございます。 

 11款災害復旧費、５項公共土木施設災害復旧費の河川災害復旧工事は、工期を平成29年12月

までと見込んでいることから、工事請負費700万円を繰越明許費に設定したもので、全額の700

万円を繰り越しました。財源は、当該事業費に充てるために前年度から繰り越した国庫負担金、

地方債及び一般財源でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） 以上で報告第１号を終了いたします。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎報告第２号の上程、説明 

○議長（大地達夫君） 日程第３、報告第２号 御宿町一般会計事故繰越し繰越計算書につい

てを議題といたします。 
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 田邉企画財政課長の説明を求めます。 

 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 平成28年度御宿町一般会計事故繰越し繰越計算書についてご

説明いたします。 

 ２ページの事故繰越し繰越計算書をご覧ください。 

 ５款農林水産業費、１項農業費の畜産・酪農収益力強化総合対策基金事業補助金は、事業実

施主体が行う牛舎建設工事において、建設予定地の岩石の撤去作業と排水作業が追加となり、

不測の日数を要したため、年度内に事業を完了することができなかったことから、支出負担行

為額１億777万8,000円の全額を事故繰り越ししたものです。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） 以上で報告第２号を終了いたします。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大地達夫君） 日程第４、議案第１号 専決処分の承認を求めることについてを議題

といたします。 

 齋藤税務住民課長より議案の説明を求めます。 

 齋藤税務住民課長。 

○税務住民課長（齋藤 浩君） 議案第１号 専決処分の承認を求めることについて、ご説明

申し上げます。 

 本案は、地方税法の一部を改正する法律が平成29年３月31日に公布されたことに伴い、御宿

町税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第179条第１項の規定により、同日付で

専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により承認をお願いするものです。 

 主な内容は、一億総活躍社会、女性の活躍推進実現に向け、個人住民税における就業調整を

めぐる課題に対応するため配偶者控除及び配偶者特別控除の見直し、固定資産税では、保育の

受け皿整備の促進のための税負担軽減措置等の創設がされたほか、災害に関する被災代替家屋、

被災住宅用地等に係る特例措置の創設及び拡充、軽自動車税のグリーン化特例（軽課）の適用

期限の規定の整備を行うため、御宿町税条例の一部を改正するものです。 

 新旧対照表によりご説明申し上げます。 

 １ページの第33条、所得割の課税標準について、第４項、特定配当等のうち、特定上場株式

等の配当等については、所得税の確定申告書が提出されている場合であっても、個人住民税の
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申告書を提出した場合に、所得税と住民税で違う課税方式を選択できることを明確化するため、

条文の整備をするものです。 

 第６項、特定株式等譲渡所得割においても、同様の改正を行うものです。 

 ２ページ、第34条の９、配当割額又は株式等譲渡所得割額の控除については、第33条の改正

に伴う条文の整備を行うものです。 

 第48条、法人の町民税の申告納付及び５ページ、第50条、法人の町民税に係る不足税額の納

付の手続については、延滞金の計算の基礎となる期間について定めていますが、引用条文の整

備をするほか、文言の明確化の整備を行うものです。 

 ６ページ、第61条、固定資産税の課税標準のうち、第８項、償却資産に係る課税標準につい

ては、震災等により滅失等した償却資産に係る、償却資産を取得した場合の特例措置、課税標

準額を最初の４年間、価格の２分の１とするということが追記されたことから、対象条文の整

備をするものです。 

 第61条の２、法第349条の３第28項等の条例で定める割合は、保育の受け皿整備の促進のた

めの規定の創設がなされ、保育事業の用に供する固定資産に対し課税標準の特例措置を整備す

るもので、第１項家庭的保育事業、第２項居宅訪問型保育事業、第３項事業所内保育事業の特

例率をそれぞれ２分の１とするものです。 

 ７ページ、第63条の２、施行規則第15条の３第３項並びに第15条の３の２第４項及び第５項

の規定による補正の方法の申出は、居宅用超高層建築物の税額の案分方法について、区分所有

者全員の協議による補正方法の申し出の規定が設けられたことによる引用条文の整備をするも

のです。 

 第63条の３、法第352条の２第５項及び第６項の規定による固定資産税額の案分の申出は、

文言の整理をするほか、第２項において被災市街地復興推進地域に定められた場合には、震災

等発生後４年度分に限り、所有者の申し出により従前の供用土地に係る税額の案分方法と同様

の扱いを受けられるようにするための規定の整備をするものです。 

 ９ページ、第74条の２、被災住宅用地の申告も、被災市街地復興推進地域に定められた場合

には、震災等発生後４年度分に限り、住宅用地特例を適用する規定の整備をするものです。 

 10ページ、附則第５条、個人町民税の所得割の非課税の範囲等は、控除対象配偶者の定義の

変更に伴う文言の整備をするものです。 

 附則第８条、肉用牛の売却による事業所得に係る町民税の課税の特例については、適用期限

を３年間延長するものです。 
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 11ページ、附則第10条、読替規定については、地方税法の課税標準の特例に、震災等により

滅失等した償却資産にかわる償却資産を取得した場合の規定の改正があり、対象条文の整備を

するものです。 

 附則第10条の２、法附則第15条第２項第１号等の条例で定める割合については、固定資産に

おける課税標準の特例措置、わがまち特例を定めていますが、法律改正に合わせ、引用条文の

整備をするほか、改正前第15項及び第17項を削除し、第16項を第15項に、第18項を第16項とし、

新たに第17項、認可外である特定事業所内保育施設の特例率を２分の１、第18項、緑化推進法

人が設置する市民緑地の用に供する土地の特例率を３分の２と条文を整備するものです。 

 12ページ、附則第10条の３、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用を受けよう

とするものがすべき申告については、引用条文の整理をするほか、14ページから15ページに続

く第９項、耐震改修、第10項、省エネ改修に係る申告の規定を追記するものです。 

 16ページ、附則第16条、軽自動車税の種別割の税率の特例については、引用条文の整理をす

るほか、三輪以上の軽自動車で、第５項、75％軽減対象車は電気自動車、天然ガス自動車、第

６項、50％軽減対象車は、平成32年度燃費基準プラス30％達成乗用軽自動車、平成27年燃費基

準プラス35％達成貨物軽自動車、第７項、25％軽減対象車は平成32年度燃費基準プラス10％達

成乗用軽自動車、平成27年度燃費基準プラス15％達成の軽貨物自動車について、軽自動車税の

グリーン化特例（軽課）の燃費基準の規制を追記し、対象期間を31年度の課税分までとするも

のです。 

 17ページ、附則第16条の２、軽自動車税の賦課徴収の特例については、第１項、グリーン化

特例（軽課）の賦課徴収の判断は、国土交通大臣の認定基準により判断する。第２項、納期限

後に燃費性能の偽装により国土交通大臣の認定が取り消しされ、税額に不足が生じた場合は、

認定申請者または一般取得者を不足額に係る所有者とみなし課税する。第３項、前項の不足額

に10％を加算した金額を納付すべき税額とする。第４項は、第２項の適用がある場合の延滞金

の計算について読みかえ規定を整備するものです。 

 18ページ、附則第16条の３、上場株式等に係る配当所得等に係る町民税の課税の特例は、第

33条と同様に、上場株式等の配当等については、所得税の確定申告書が提出されている場合で、

個人住民税の申告書を提出した場合には、所得税と住民税で課税方式を選択すること等を明確

化する条文の整理をするものです。 

 19ページ、附則第17条の２、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡

所得に係わる町民税の課税の特例は、引用条文の整理をするほか、適用期限を３年間延長する
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ものです。 

 20ページ、附則第20条の２、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る町民税の課税の特例

は、18ページ、附則第16条の３で改正した所得税と住民税で課税方式を選択できること等を明

確にした整備同様、日本台湾民間租税取決めにより発生した利子及び配当についても適用しよ

うとするものです。 

 同じく附則第20条の３、条約適用利子等及び条約適用配当等に係る個人の町民税の課税の特

例の第４項、租税条例締結国との間で発生した利子及び配当について、同様の適用をする規定

の整備をするほか、第６項で第４項の改正に伴う所要の規定の整備をするものです。 

 次に、22ページ、改正附則第１条中、第１号は、改正附則第５条の施行日を公布の日からと

するものです。 

 第２号は、本附則第５条で改正した個人の住民税の所得割の非課税の範囲等のうち、配偶者

控除に係る部分の施行日を平成31年１月１日とするものです。 

 第３号は、附則第10条の２、わがまち特例で新設された第18号、緑化推進法人が設置する市

民緑地の用に供する土地の特例については、施行日を都市緑地法等の一部を改正する法律の施

行の日とするものです。 

 改正附則第２条は町民税に係る経過措置で、第２項、前条第２号の規定に関する部分は、平

成31年度以後の年度分の町・県民税に適用し、30年度分までは従前の例によるものとするもの。

第３項、法人町民税の申告納付及び不足税額の納付の手続に係る延滞金については、平成29年

１月１日以後に納期が到来するものについて適用する。その他、別段の定めのないものは、平

成29年度以後の年度分の町・県民税に適用し、28年度分までは従前の例によるものとするもの

です。 

 改正附則第３条は固定資産税に関する経過措置で、第２項、地方税法の課税標準の特例、震

災等により滅失等した償却資産にかわる償却資産を取得した場合の規定は、平成28年４月１日

以後に発生した震災等で、平成29年度以後の年度分の固定資産税に適用する。 

 第３項、保育事業の用に供する固定資産に対する特例は、平成30年度以後の年度分から適用

し、平成29年度分までは従前の例によるものとするもの。 

 第４項、被災被害地復興推進地域に定められた場合の居住用超高層建築物供用土地に係る税

額の案分方法及び住宅用地特例は、平成28年４月１日以後に発生した震災等で、平成29年度以

後の年度分の固定資産に適用し、同日前に発生した震災等に発生した震災等によるものは、従

前の例による。 
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 第５項、今回、わがまち特例で削除された平成25年４月１日から平成29年３月31日の間に新

たに取得した協定倉庫の固定資産税は、なお従前の例による。 

 第６項、同じくわがまち特例で削除された、平成26年４月１日から平成29年３月31日の間に

新たに取得したノンフロン製品の冷蔵・冷凍機の固定資産税は、なお、従前の例によるものと

する。 

 その他、別段の定めのないものは、平成29年後以後の年度分の固定資産に適用し、28年度分

までは従前の例によるものとするものです。 

 23ページ、改正附則第４条は軽自動車税に関する経過措置で、第２項、グリーン化特例基準

の国土交通大臣の認定取り消しによる附則税額に対し、納付の申し出の機会を与え、申し出の

機会を与えられた第三者が申し出をしたときは、第三者を賦課期日現在の所有者として軽自動

車税の規定の適用をする。 

 第３項、前項の申し出をした第三者は、その申し出を撤回できないものとする。 

 その他、別段の定めのないものは、平成29年度以後の年度分の年度分の軽自動車税に適用し、

28年度分までは従前の例によるものとするものです。 

 改正附則第５条は、平成28年条例第23号で改正した軽自動車に係る内容に文言を追記する。

次に、平成28年11月に改正した平成26年条例第５号の軽自動車に係る表中の文言を整備するも

のです。 

 この条例の施行期日につきましては、別添の資料に記載してあるとおりでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） これより質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第１号に賛成の方は、挙手願います。 
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（挙手全員） 

○議長（大地達夫君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第１号は承認することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大地達夫君） 日程第５、議案第２号 御宿町個人情報保護条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題といたします。 

 大竹総務課長より議案の説明を求めます。 

 大竹総務課長。 

○総務課長（大竹伸弘君） 議案第２号 御宿町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制

定について、ご説明をさせていただきます。 

 個人情報の保護に関する法律及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴いまして、番号法第19条第７号に定める法定

事務の情報連携に加えて、第８号として、条例で定める独自利用事務の情報連携が新たに定め

られることの影響による改正でございます。 

 新旧対照表に基づきましてご説明させていただきますので、お手元の新旧対照表１ページを

ご覧をいただきたいと思います。 

 第２条第９号の改正は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律第26条に新設された独自利用事務における特定個人情報の情報連携を行った場合におい

ても、情報提供等記録に含むこととするものでございます。 

 第28条第５項の改正は、番号法第19条第８項に独自利用事務における特定個人情報の提供を

行う情報照会者または情報提供者の定義が追加されたことにより、同様に条例に規定をするも

のでございます。 

 続きまして、２ページ、第30条第２項第１号の改正ですが、番号法第26条が新設されたこと

に伴い、番号法第28条が29条へ繰り下げられることによる影響によるものでございます。 

 附則といたしまして、この条例の施行日は公布の日からとするものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） これより質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（大地達夫君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第２号に賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（大地達夫君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第２号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大地達夫君） 日程第６、議案第３号 御宿町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題といたします。 

 齋藤税務住民課長より議案の説明を求めます。 

 齋藤税務住民課長。 

○税務住民課長（齋藤 浩君） 議案第３号 御宿町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例について、ご説明申し上げます。 

 本案は、地方税法施行令が改正されたことに伴い、国民健康保険税の低所得者に係る軽減措

置の拡充がされたことから、御宿町国民健康保険税条例の一部を改正するものです。 

 改正につきましては、新旧対照表に沿って説明させていただきます。 

 １ページ、第21条につきましては、国民健康保険税の減額について定めていますが、第２号

の５割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得については、算定における被保険者の数に乗ずべ

き金額を26万5,000円から5,000円引き上げ、27万円とするものです。 

 第３号の２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得については、算定における被保険者の数

に乗ずべき金額を48万円から１万円引き上げ、49万円とするものです。 

 ２ページ、附則として、この条例は、公布の日から施行し、平成29年度以後の国民健康保険

税に適用することを定めるものです。 

 次に、お手元に議案とは別に資料を配付させていただいておりますので、ご覧いただきたい
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と思います。 

 軽減の区分ごとの軽減判定所得を現行と改正案別に整理、比較をし、二重線を引いてある箇

所が改正するところとなっております。 

 なお、本改正案につきましては、去る６月１日に開催されました国保運営協議会においてご

協議いただき、ご承認をいただきましたことを申し添えます。 

 以上で、御宿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について説明を終わります。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） これより質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第３号に賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（大地達夫君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第３号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎時間延長の件 

○議長（大地達夫君） お諮りいたします。 

 間もなく午後５時になります。議事の都合により、会議時間を延長したいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、会議時間を延長いたします。 

 ここで10分間休憩いたします。 
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（午後 ４時４６分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ４時５７分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４号の上程、説明、質疑、採決  

○議長（大地達夫君） 日程第７、議案第４号 平成29年度御宿町水道事業会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 

 殿岡建設環境課長より議案の説明を求めます。 

 殿岡建設環境課長。 

○建設環境課長（殿岡 豊君） 議案第４号 平成29年度御宿町水道事業会計補正予算案（第

１号）についてご説明申し上げます。 

 このたび提案いたします補正予算案につきましては、御宿ダム管理用道路の倒木・土砂の撤

去及び漏水にかかわる修繕費用を追加するほか、浄水場の機器更新に伴う工事請負費の不足額

を追加するものです。 

 それでは、補正予算書の１ページをご覧ください。 

 第２条収益的支出でございますが、支出予算の第１款水道事業費用、第１項営業費用を282

万円追加し、補正後の水道事業費用の総額を３億3,258万1,000円とするものです。 

 第３条資本的支出でございますが、支出予算の第１款資本的支出、第１項建設改良費用100

万5,000円追加し、補正後の資本的支出の総額を１億7,036万円とするものです。予算の追加に

より発生する資金手当てにつきましては、当年度純利益見込額にて収支調整いたします。 

 補正内容の詳細につきましては、事項別明細書にてご説明いたしますので、３ページをお開

きください。 

 収益的支出の１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水及び浄水費ですが、10節修繕費で

162万円の追加、御宿ダム管理用道路にかかわる崩落土砂の撤去費用です。 

 次に、２目配水及び給水費ですが、10節修繕費で120万円。漏水修繕に対応するものであり、

今年度、水道本管の漏水が既に２件発生したことから、予算残額を踏まえ、必要見込額につい

て追加をお願いするものです。 

 資本的支出の１款資本的支出、１項建設改良費、１目原水及び浄水費ですが、１節工事請負

費で100万5,000円の追加。浄水場内において原水と薬品を攪拌する機器が４基あり、そのうち
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１基が故障したことから早急に対応する必要性があり、更新費用の追加をお願いするものです。 

 なお、本補正予算に係るキャッシュフローにつきましては、４ページに計算書を添付いたし

ました。収益的支出予算にかかわる資金調整として当年度純利益予定額を精査いたしましたと

ころ、収益黒字が135万1,000円、資金の見込み期末残高は７億5,744万9,793円となる見込みで

す。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大地達夫君） これより質疑に入ります。 

 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 ３ページでありますが、水道事業費用ということで、１目原水及び浄水費ということで、ダ

ム管理用道路修繕ということで、162万円ということで補正計上されておるわけでありますが、

いわゆるダム管理用道路の目的があろうかと思いますが、それに対して、今の現状どうなって

いるのか。 

 それから、たしか新年度予算におきまして、安全でおいしい水のＰＲということでペットボ

トル、これの配布事業ということで提案があったかというふうに思います。その面では、安全

でおいしい水というのは水道法からも求められているわけでありますが、それに照らして、い

わゆる不正侵入者対策だとかを含めまして、水道事業、あとダムの管理、運営について含めま

して答弁を求めたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 殿岡建設環境課長。 

○建設環境課長（殿岡 豊君） それでは、ダムの管理用道路の現状等につきまして、ただい

まのご質問についてお答えをさせていただきます。 

 まず、ダムの管理用道路の役割でございますが、ただいま石井議員さんご指摘のとおり、御

宿ダムにつきましては、御宿町に水道を配水する際の原水をため込む場所であり、非常に重要

な役割を担っております。特に御宿町につきましては、１日平均約2,500立米の水が消費をさ

れておりますが、そのうち３分の２程度が御宿ダムの原水を利用した形で給水されているよう

な実情です。 

 そのダムにつきましては、ただいまご発言のとおり、安全な原水の管理というものが非常に

重要であり、そうしたダムの状況をしっかりと管理し、監督するための管理用の道路として、

常に整備されていることが望まれているところです。 

 今回、大雨に伴いまして、倒木で約20本、土砂のボリュームでいきますと、目測ではござい
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ますが、約90立米弱の土砂が点在をしており、現状といたしましては、ダムの管理用道路が周

遊できない状況になっております。 

 ダムの管理用道路、全長で約４キロにわたっておりますが、非常に山合いの中でのダムです

ので見通し等が悪く、また安全上の管理という部分ではなかなか厳しい面もございますが、た

だいまご指摘のとおり、安全を担保する上では、より一層こうした形での安全がより担保でき

るような対策というものを今後検討しながら努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 たしか、かつて見させていただいたとき、大分、管理道路とダムの間に相当樹木、これもか

なり太くなっているという中で、上がった中で全般を一度に見回すことはまず非常に困難だと

いう状況があったと思います。すぐというわけにはまいらないとは思いますけれども、順次計

画的な管理をお願いしたい。 

 それともう一つ、たしか入り口に、不審者等ということで鉄柵があって施錠してあったとい

うふうに思うんですね。これで万全なのかどうか、それについて確認をしたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 殿岡建設環境課長。 

○建設環境課長（殿岡 豊君） ダムの安全管理ということで、ただいま議員ご指摘のとおり、

ダムの入り口につきましては不審者注意ということでネットフェンス、２メートル強、３メー

トル近い高さのネットフェンスで、一般的には入れないような構造になっております。 

 しかしながら、山合いの中でのダムですので、事実上は、勝浦と御宿境のところに赤道が事

実上１本ございます。どうしてもその辺、赤道を通じて、特に釣りを楽しまれる方の侵入がた

びたび見受けられ、地元の派出の警察のほうに協力をいただきながら定期的なパトロールをお

願いしているところです。 

 しかしながら、まだまだパトロールはするものの、一向に侵入者というものが完全に除外で

きるものではございませんので、より一層の安全の担保という中では、今後、赤道からの侵入

を防げるような何らかの鉄柵なり、そういったもので対応を図っていかなければいけないとい

うふうに認識をしております。 

○議長（大地達夫君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 質疑なしと認めます。 



 

－１２６－ 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第４号に賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（大地達夫君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第４号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第５号の上程、説明、質疑、採決  

○議長（大地達夫君） 日程第８、議案第５号 平成29年度御宿町一般会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

 田邉企画財政課長より議案の説明を求めます。 

 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 議案第５号 平成29年度御宿町一般会計補正予算（案）（第

１号）についてご説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページ、第１条でございますが、歳入歳出それぞれに1,880万5,000円を追加

し、補正後の予算総額を35億4,180万5,000円と定めるものでございます。第２条につきまして

は、地方債の追加について定めるものでございます。 

 予算書の内容についてご説明いたします。 

 ７ページをご覧ください。 

 歳入予算でございます。 

 18款繰入金、２項基金繰入金、２目公共施設維持管理基金繰入金、１節公共施設維持管理基

金繰入金の140万円は、排水処理施設において緊急に実施する設備取りかえ工事の財源として

追加するものです。 

 19款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金の1,450万5,000円は、収支の不足に対応

するため、平成28年度の実質収支の見込みを勘案した上、追加するものです。 

 20款諸収入、２項雑入、４目雑入、１節雑入の250万円は、高山田区が実施を予定するコミ
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ュニティ活動事業に対して、一般財団法人自治総合センターから助成の決定があったため、歳

入予算を追加するものです。 

 21款町債、１項町債、７目消防債、１節消防施設整備事業債の40万円は、消防団第２分団消

防詰所建設予定地の用地確保に必要な測量費の財源として追加するものでございます。事業メ

ニューは緊急防災減災事業債を予定しており、測量面積に対する整備予定面積の割合により、

起債可能額は40万円となります。 

 以上、歳入予算に1,880万5,000円を追加しております。 

 ８ページをご覧ください。 

 歳出予算でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、３目財産管理費、15節工事請負費の453万6,000円は、老朽化

が著しい町有建物の解体を実施するものです。 

 ４目企画費、19節負担金及び交付金の250万円は、高山田区が計画するコミュニティ活動に

対する助成金で、一般財団法人自治総合センターからの助成決定に伴い、予算を追加するもの

です。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、２目老人福祉費、13節委託料の517万円は、御宿版ＣＣＲＣ

構想の詳細検討及び地域再生計画の策定支援業務委託費です。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、３目環境衛生費、15節工事請負費の149万1,000円は、堺川排

水処理施設における設備取りかえ工事費で、当初予算調整後に、処理水の攪拌ブロワの故障が

判明したため、当予算を追加し、早急に修繕を実施いたします。 

 ６款商工費、１項商工費、４目月の沙漠記念館管理運営費、11節需用費の27万5,000円は、

月の沙漠記念館前広場の照明灯の修繕費です。 

 ８款消防費、１項消防費、３目消防施設費、13節委託料の350万円は、消防団第２分団消防

詰所の建設予定地の用地測量費で、建設予定地を含む土地全域の測量が必要なことから、予算

を追加するものです。 

 ９ページです。 

 ９款教育費、２項小学校費、１目学校管理費、15節工事請負費の99万4,000円は、御宿小学

校共同調理場前に埋設されている配水管およそ16メートルの入れかえ工事費です。 

 ３項中学校費、２目教育振興費、19節負担金補助及び交付金の６万9,000円は、中学校ソフ

トテニス部の県大会出場が決定したため、補助金を追加するものです。４項社会教育費、２目

公民館費、11節需用費の27万円は、公民館１階大ホール入り口付近の天井の漏水修繕費でござ
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います。 

 以上、歳出予算に1,880万5,000円を追加しております。 

 続きまして、第２条の地方債補正についてご説明いたします。 

 ４ページをご覧ください。 

 地方債の追加でございます。 

 目的は消防施設整備事業で、内容は消防団第２分団消防詰所建設予定地の用地測量です。限

度額は40万円、その他条件はご覧のとおりでございます。事業メニューは緊急防災減災事業債

を予定し、充当率は起債対象経費に対し100％、元利償還金の70％は今年度の普通交付税基準

財政事業額に算入されます。 

 なお、歳入予算でも説明いたしましたが、測量面積に対する整備予定面積の割合により、事

業費350万円に対しまして起債可能額が40万円となっております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） これより質疑に入ります。 

 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 ８ページ、歳出のほうでありますが、財産管理費、工事請負費、建物の解体工事ということ

で453万6,000円ということでございますが、この事業の詳細について説明を求めたいと思いま

す。 

○議長（大地達夫君） 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 町で持っております木造建物１件、こちらの老朽化が著しい

ためにこれの撤去費用と、もう一つにつきましては、天の守の三峰神社の下のほうでございま

すが、山体の崩れを防止するために、以前、土地を購入しておるわけですが、そこに付着して

いた建物の残骸と申しますか、家屋の跡が残っておりますので、それの除却をお願いするもの

でございます。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 了解いたしました。 

 一つは大体の場所がわかったんですが、最初の部分の物件のところのおおよその場所。１件

目の物件のおおよその場所。２件目は説明でわかりました。 

 それと、今後まだこうしたものがあるんじゃないかなという感じもするんですが、それをど

うされるのかということと、解体した後は、多分更地になるのかなという感じはするんですけ
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れども、そうした後、土地利用をどうするのか。それについてどう考えるのか。また、今後こ

うしたものがあるのかないのかを含めて、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 失礼しました。 

 最初の物件でございますが、六軒町地先でございまして、所在地が686番地ということで、

六軒町のすし久さんの裏手に当たります。 

 また今後、除却した後どうするのかということでございますが、更地になりまして、ほかの

町有地と同様に、売却の方向で進めてまいりたいと思っております。 

 また、ほかに同様の物件がということでございますが、現在把握しているのは、ほかにはな

いと認識しております。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 了解いたしました。売却ということでございますが、定住を含めた

いろいろな施策等もつくっておられると思いますので、そうした中で有効な活用、売却という

中でもいろいろあろうかと思います。 

 それからもう一つ、２つの面積がわかれば、解体するんじゃなくて、その土地の全体の面積

も、すみませんが、それもあわせてお聞きしたい。 

○議長（大地達夫君） 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 六軒町地先の物件ですが、先ほど申し上げました486番地と

いうのが6,546平米という大きな筆になっておりまして、その468.6平方メートル、こちらがそ

この建物の敷地ということで認識しております。 

 また、天の守のほうは宅地でございまして、304.14平方メートルということでございます。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 了解いたしました。次に移ります。 

 同ページ、８ページの民生費、老人福祉費、517万円。御宿版ＣＣＲＣ構想詳細検討及び地

域再生計画策定支援業務委託ということでありますが、この具体的な事業の内容について承り

たいと思います。 

○議長（大地達夫君） 埋田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（埋田禎久君） この事業につきましては、御宿版ＣＣＲＣ構想の詳細検討及

び地域再生計画の策定を進めるにあたりまして、業務を委託することにより、より着実な実施

に向けた内容とするため、補正予算に計上させていただきました。 
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 地域再生計画についての国の申請の流れでございますが、事前相談を本年12月、認定申請を

来年の１月に予定しております。認定要件といたしましては、事業主体が特定されている、ま

たは特定される見込みが高いこととなっております。 

 本業務の内容といたしましては、地域再生計画の策定支援と構想の詳細検討でございますが、

交流拠点の検討、活躍の場、プログラムの検討、導入機能等に係る可能性の検討などでござい

ます。 

 金額につきましては、今計上してございます517万円、財源は一般財源を予定しております。 

 以上でございます。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 先ほど一般質問でちょっと触れましたけれども、町にとって大変大事な課題の整理につなが

るものというふうに理解をしております。また、本御宿版ＣＣＲＣにおきましては、いわゆる

福祉というくくりよりも、町づくりに資するということであったかというふうに思います。 

 またこれは、過去、教育民生ですか、協議会で今後についてということで協議がなされまし

たが、そのときの意見の中で、これはそういう性質のものから全庁体制であたるべきではない

かという意見が、たしか出されたというふうに思います。それについては、どのように事務と

して推移されているのか。現状、課題はどのように考えておるのか。 

 それから、たしか会議等については３回程度というふうに理解をしておりますが、12月まで

には事前相談、１月には申請といった中では、本当にこの夏、先ほども言いましたけれども、

これをつくっていかなければならないということだろうなというふうに思うんですね。 

 なおかつこれは、一番の推進部隊は、先ほども一般質問でも触れましたけれども、人だとい

うふうに私自身は認識しているんですが、その辺も含めまして、現状をどのように把握してい

るのか、推進体制。委員会は委員会で３回というふうに思うわけでありますけれども、それ以

外も細かな各段階で協議をしながら、一回一回の会議を私は成功させなければならないという

ふうに考えるわけでありますけれども、それも含めましてもう少し具体的な、もうこれ、議会

が終われば即というふうにも思うわけでありますけれども、もう少し見えた形で具体的な説明

をいただきたいというふうに思います。 

○議長（大地達夫君） 埋田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（埋田禎久君） 御宿版ＣＣＲＣ構想につきましては、本年３月議会において

可決いただきました。また、議案審議の中で町長が、御宿版ＣＣＲＣは町づくりであるので、
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全庁体制により進めると答弁いたしました。 

 このことから、５月25日に御宿版ＣＣＲＣに係る庁内会議を開催し、町長、副町長、各課長

が出席しました。会議では、構想について説明し、その後、意見交換を行いました。また、会

議の最後に町長から、副町長を中心としたプロジェクトチームを立ち上げる旨、話がありまし

た。 

 これを受けまして、翌26日にプロジェクトチームを発足しました。メンバーは、副町長をリ

ーダーに総務課長、企画財政課長、企画財政課主幹、産業観光課長、建設環境課長、保健福祉

課３人の計９人となっております。 

 第２回目の会議は、定例会終了後に実施する予定でございます。 

 推進協議会につきましては、先ほど議員さんがおっしゃったとおり、３回を11月までに実施

する予定でございます。時間がない中ですが、職員が協力してやってまいりたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 しっかりと、町長、体制をとっていただいたようでございますので、進行管理をきちんとし

ていただいて、必ず、先ほど申し上げましたけれども、結論が出る会議、前に進む会議という

ふうに最終的にはまとめていただきたいと思うわけでありますので、ぜひ対応をお願いしたい

というふうに思います。 

 次に移ります。 

 同ページの商工費でありますが、月の沙漠記念館管理運営費ということで施設修繕料、これ

は前の照明灯というようなご説明がありました。関連ではございますが、この記念館の周辺に

ヤシの木がございまして、たしか記念館のすぐ裏手、北の部分、そこに休憩施設みたいな感じ

になっているわけでありますけれども、たしかそこのヤシの木が大分前から、私は枯れていた

ように思うんですね。これも夏前でございますので、そうした対応もあわせて、私はとる必要

があるんじゃないかというように思うんですけれども、これはそのままでよろしいんでしょう

か。それも含めまして承りたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 吉野産業観光課長。 

○産業観光課長（吉野信次君） 補正のほうの27万5,000円につきましては、記念像側の、ち

ょうど記念館の広場の角になりますが、段差がございまして、看板等々があるところですね。
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あそこの照明が機械の器具ごと壊れてしまったということで、夜、段差のためにあるものなん

ですが、それが切れているというところで、４基を更新するものでございます。現在は、記念

館の塔の中から電気を照らすような形で危険防止を図るような形をとっております。 

 議員がおっしゃるヤシの木につきましては当方も把握はしておりまして、本当に枯れている

のかということでの様子見を今までしていたというところでございます。造園会社のほうに確

認したところ、やはり枯れているということでございますので、これにつきましては、ちょっ

とうちのほうでできるものであれば撤去というか、伐採を図っていくような形になると思いま

す。現在のところ、自分たちでやるということで考えております。 

 以上です。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 適切な管理をしていただきたいというふうに思います。 

 最後でありますが、９ページ、教育費、公民館費ということであります。先ほどもちょっと

修繕というか、補修の話をさせていただきましたけれども、施設修繕料ということでございま

す。27万円ということでございますが、この場所、具体的な内容について伺いたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 金井教育課長。 

○教育課長（金井亜紀子君） 工事箇所、具体的な場所になりますが、公民館１階のラウンジ

の天井の漏水になります。給水管が天井裏を通っておりまして、そちらのつなぎ目の部分のユ

ニットのところから、さび等によりまして、破損をいたしまして漏れているということで、天

井を含めての改修工事になります。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 たしか公民館の雨どいというのは、２階の部分からパイプで２階部分のフロアのところに一

回落とすんですよね。小学校もたしか似たような構造になっているんですが、そこでまたパイ

プに入れて、外から見たやつですけれども、そんな形で、非常によくわかりづらい構造になっ

ているんですね。当時はそういう設計というのが流れというんですか、当たり前だったのかも

わかりませんけれども、今から見ると非常にわかりづらい設計でありますし、一回通路に落ち

ますから、やはりそこからさらに建物が傷んでくるということもありますし、大した雨じゃな

いのに、濡れているためにそこを使えないということもあろうかと思います。そうしたものが

最終的にそこの通路のところも多分通っていくんじゃないかと一部思うわけでありますけれど
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も、そんなことも含めて、緊急だから直すということはわかるわけですけれども、全般的にど

うするのかということはあるというふうに思いますので、それも含めまして適切な対応、特に

御宿町の公民館というのはほとんどあきがない、利用が多いというふうに伺っておりますので、

早目の対応が必要ではないかなというふうに思うわけでありますけれども、その辺については

どう考えるのか、伺いたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 金井教育課長。 

○教育課長（金井亜紀子君） 今年度、当初予算のほうに計上させていただきましたが、やは

り昭和50年代前半に建築した建物ですので、間もなく40年を迎えるということで、さまざまな

場所が老朽化が進んでおります。今年度、そうした修繕箇所、また大規模改修が必要な箇所を

調査しまして、計画を立てて、今後の工事の必要な箇所等を点検するための委託を間もなく進

めたいと考えておりますので、またそちらができ上がりましたら、総合計画、アクションプラ

ン等に載せていきたいと考えております。 

○議長（大地達夫君） ほかに質疑ありませんか。 

 １番、瀧口義雄君。 

○１番（瀧口義雄君） １番、瀧口です。 

 ８ページの老人福祉費なんですけれども、この積算根拠というのは、前回が894万5,000円何

がしです。これは国庫補助という形で、今回は全て一般財源という形の中で、委託ですから、

どういう形でこの517万円が出てきたか全く見えないんです。 

 物をつくるとかなんとかなら、車を買うとか、そういうのはわかりますけれども、随契でや

る業者の見積もりをそっくり出してきたのかということなんですよ。あなたたちが積算したの

か。業者が丸々出してきた、随契でやる業者から出してきたのか。じゃ、積算根拠はあるのか。

人件費、経費等々含めてあるのかと、まずそれを聞きたいと思います。積算の根拠、517万円

の積み上げ。 

○議長（大地達夫君） 埋田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（埋田禎久君） 当初は参考見積もりをいただきました。それを見まして、私

どものほうで必要、必要ないと項目で判断いたしまして、うちのほうで再度資料をつくりまし

て、それで見積もりを出していただいたということでございます。 

○１番（瀧口義雄君） ほかは。 

○議長（大地達夫君） 埋田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（埋田禎久君） 一旦、参考見積もりをいただきまして、それで項目、必要、
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必要ないとうちのほうで判断しまして、それで見積もりをつくりました。 

○議長（大地達夫君） １番、瀧口義雄君。 

○１番（瀧口義雄君） １番、瀧口です。 

 要するに、随契をやる業者から積算根拠をもらって、それで省いたというお話ですよね。そ

う理解しています。 

 そういう中で、本来、役場内でやるという話だったけれども、けつが詰まっているというこ

とで業者委託と。それは、特にあなたのところは人間を扱っていて大変ですから、僕はそうし

たほうがいいと思っています。それについては全くそのとおりだと思っていますけれども、そ

れでは、何か副町長を頭にプロジェクト、また委員会がある、この業者と。業者は業者で、こ

の支援委託業務をやっていくわけですよね、つくっていくわけですよね。これとの、できてか

らやるんじゃなくて、要するにその３体がどうやって回転していくのか。これを短期間で、業

者は業者で進んでいくでしょうけれども、どのようにするのか。短期間だと。 

 それともう一点、普通、入札だったら歩切りと差額が出るわけですよね。当然自分がつくっ

たものだから、それを計算して、言いなりじゃなくて値切りなさい。それでだめならその業者

は外して、正式に入札をかければいいんです。 

 随契というのはわかりますよ。やったものだから次にやると。基本設計をやって、実施設計

をやると、もうこんなのは決まった世界で、言いなりの世界じゃ、これは一般財源ですから。

業者等、通常あるんですから。言った値段と入札でかける値段は歩切りをやって差額が出る。

入札差金が出るんですから、幾ら交渉するかはあなたの腕次第ですけれども、それで応じない

のなら、そんなものはとっ外してちゃんと入札をやればいいんですよ。こんな業者なんか、あ

ふれるほどいますから。ちゃんと構想ができているんですから、構想を見ればできるんですよ。 

 本来なら、これは随契じゃないんですよ。応募して来ないとか来るんじゃなくて、来なかっ

たら随契すればいいんです。それは基本的な話ですよ。私たちは、役場であなたたちがやると

いうことを言っていたから、大変だなと。それこそ500万円、ボーナスでもあげたいぐらいで

すよ。でも、そういう形でやるんでしたら、その業者、なかなかわからないものがあるんです

けれども。 

 もう一点、これは副町長に聞きたいんですけれども、前、あなたはいなかったですが、894

万円のこの事業をやる前に、町長は業者と庁舎外で会っているんですよ。こんな不見識なこと

はしないでいただきたい。私、これはお願いなんですよ。この後これが事業化していく、バッ

クにはいろいろなものがいます、業者ですから。それは当たり前です。そういう中で、適正を
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頼む、どうやってその方針を示していく、あなたがその主任だと、トップかは知らないけれど

も、その方針をまず言っていただきたいのと、さっきの２点。 

○議長（大地達夫君） 埋田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（埋田禎久君） 今後、金額については、交渉してまいりたいと考えておりま

す。 

 また、業務の進め方でございますが、業者の支援を受けながらプロジェクトチームの会議を

開催し、構想の詳細検討を行い、その内容をもとに生涯活躍のまち推進協議会を開催し、協議

をいただきます。推進協議会後には、教育民生委員会協議会、あるいは議員協議会において推

進協議会の報告をするとともに、議員の皆さんのご意見をいただきながら進めていきたいと考

えております。この流れを何度か繰り返し、詳細がまとまってきましたら地域再生計画に落と

し込み、国の事前相談に臨みたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（大地達夫君） 横山副町長。 

○副町長（横山尚典君） 今後の取り組みでございますけれども、何はともあれ一番大切なこ

とは、地域再生計画について国の認定を受けることだというふうに考えております。 

 国の地域再生計画の認定につきましては、事業の実効性でございますとか実現性について非

常に厳しく審査をされているというふうに捉えておりますので、事業の実現に向けて、あらゆ

る手段をとっていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（大地達夫君） １番、瀧口義雄君。 

○１番（瀧口義雄君） ちょっとおかしな答弁ですけれども、事業の実現化に努めている、こ

れが一番大事だと。それは当たり前なんですけれども。私の言ったのは、適正に業務がいくよ

うにと、言っている意味、わかりますか。これは事業ですよ。いろんな業者が入ってきますよ。

この世界ですから、あなたもご存知のように。ですから、その適正化をどうするか。事業言々

じゃないんだよ、私の言っているのは、適正化をどうやって保持していくかということを、今

聞いたわけですよ。 

○議長（大地達夫君） 横山副町長。 

○副町長（横山尚典君） 適正ということでございますけれども、贈収賄事件等、そういうも

のに発展しない限りにつきましては、やはり事業の成功について何が大切かという視点で私は

捉えていきたいというふうに考えております。 
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○議長（大地達夫君） １番、瀧口義雄君。 

○１番（瀧口義雄君） 贈収賄とか、そんな話、していないじゃないか。この後、業者が出て

くる中でそんな姿勢でやるのか。というのは、前回そういう話があったから、業者と注意して

動けということだよ。贈収賄があるとかなんとか言っていないじゃないか。適正化に努めてく

れと。じゃ、それにはどうしていくんだと。贈収賄までやるんなら、世の中終わりになるじゃ

ないか。そうじゃないだろう。 

 トップとしてこの老人の福祉、これを超えて町づくり等をやる中で、多様な業者が出てくる

中で、公務員として適正に扱えと言っていて、贈収賄までいっちゃうのか。適正に扱う、どう

するんだというのに、あなたは答えていないじゃないか。 

○議長（大地達夫君） 横山副町長。 

○副町長（横山尚典君） ３回目でございますけれども、適正の定義、なかなかいろいろ難し

いところではございますけれども、いろいろな業者さんがいる中で、事業が成功できるという

ことを最優先に、皆様とお話を聞いていきながら決めていきたいというふうに考えております。 

（瀧口議員「終わります」と呼ぶ） 

○議長（大地達夫君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第５号に賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（大地達夫君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第５号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第６号の上程、説明、質疑、採決  

○議長（大地達夫君） 日程第９、議案第６号 平成29年度御宿町一般会計補正予算（第２
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号）を議題といたします。 

 田邉企画財政課長より、議案の説明を求めます。 

 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 議案第６号 平成29年度御宿町一般会計補正予算（案）（第

２号）についてご説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページ、第１条でございますが、歳入歳出それぞれに244万4,000円を追加し、

補正後の予算総額を35億4,424万9,000円と定めるものでございます。 

 予算書の内容についてご説明いたします。 

 ６ページをご覧ください。 

 歳入予算でございます。 

 19款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金の244万4,000円は、収支の不足に対応す

るため、28年度の実質収支の見込みを勘案した上、追加するものです。 

 以上、歳入予算に244万4,000円を追加しております。 

 ７ページをご覧ください。 

 歳出予算でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、４目企画費、９節旅費の159万円は、町長及び議会の代表者、

町職員の計３人分のメキシコへの航空運賃、宿泊費等です。11節需用費の19万円は、現地で開

催されるイベント参加に要する消耗品費です。13節委託料の66万4,000円は、イベント参加の

ための委託費で、以上、歳出予算に244万4,000円を追加しております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） これより質疑に入ります。 

 ５番、滝口一浩君。 

○５番（滝口一浩君） ５番、滝口です。 

 何点か質問をさせていただきます。 

 委員会を初め、協議会で再三再度、言いたいことは言わせていただいていますけれども、最

後のこの議会でちょっと気になる点というか、旅費の159万円、これ、53万円掛ける３人とい

うことと、国際交流事業委託66万4,000円の中に国際交流協会長の53万円の旅費があるという

ことは、この間の議員協議会で聞きました。 

 もう少し、この53万円に関するものと、消耗品、国際交流事業の残りの13万円程度なんです

けれども、その辺の詳細と、ブースで何をするのかと、この辺に関してはパネル展示とつるし
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雛の展示ほかと書いてあるんですけれども、ちょっとその辺がよくわからない。 

 あと、岩の井さんをここに出してありますけれども、地域活性化のことで商工会との連携と

いう中で、代表格は岩の井さんだと思いますよ、本当に世界に出ていけるのは岩の井さん。た

だ、一応、町長と農水初め商工会、各団体の、御宿の経済の活路を、メキシコに見出すという

ことを豪語していらっしゃったので、商工会とのトップ初め事務局とかも、この辺の事業計画

とか関連性を全く聞いていないということなんですけれども、その辺をちょっとお答え願えま

すか。まずは旅費のもうちょっと詳細を、航空運賃が幾らとか大体わかっているものでしょう。 

○議長（大地達夫君） 吉野産業観光課長。 

○産業観光課長（吉野信次君） それでは、メキシコ訪問の１人当たりの53万円についての内

容をご説明いたします。 

 飛行機代が26万5,500円を見ております。その他、昨日ご説明いたしました日程がございま

して、その日程を消化するために宿泊するホテル代、通訳等の経費と移動用のレンタカー、こ

れで26万4,500円がそういうものということで、宿泊費と通訳と移動用のレンタカーで、１人

頭26万4,500円ということで見積もりをいただいております。 

 これにつきましては内容が変更になる等々がありますので、最終的に決算の中でどういう費

用がかかったということがわかってきますので、今想定できる費用ということで算出されてお

るところでございます。 

 あと、御宿のブースということで、これにつきましては、エキスポマネジメントフェア内で

御宿ブースを設置していただけるということで、先方から連絡をいただいております。この中

で、今までの歴史の流れ、御宿というのはどういうものかというような紹介とか啓発について

パネルを作成して、会場内に展示するような形でございます。このパネルの作成費用等とパネ

ルの翻訳費用、看板ですね。あと、委託ですので報告書を作成していただきますので、その費

用を含めて、あと１名の渡航費が入りまして、委託費が66万4,000円ということになっており

ます。 

 消耗品につきましては、つるし飾りを持ち込んで日本文化のＰＲをするような形でございま

すので、こちらは購入していくものでございますので消耗品ということで、昨日ありましたマ

ラソン大会のトロフィー代等もここに入っているような形でございます。 

 以上です。 

○議長（大地達夫君） ５番、滝口一浩君。 

○５番（滝口一浩君） ５番、滝口です。 
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 大体わかったんですけれども、では、ブースに関して多少もっと金額が押すのかなというあ

れもあったんですけれども、こちらからつるし雛を購入してということも出ました。岩の井さ

んもどのくらい購入していくか、宣伝代をいただいていいかわからないんですけれども、一応

４名ということで、議会からも１名ということで、荷物持ちとしての役目も果たすのかという

のも、後でちょっとそこも含めて聞きたいんですけれども、一番問題なのは、民間人の国際交

流協会長。この協会はどういう団体なのか。公的に認められている団体なのか。前年度の補助

金とか委託費は出ているのか。国際交流協会長に53万円の支出を払う大義はあるのか。その辺、

ちょっとお答えください。 

○議長（大地達夫君） 吉野産業観光課長。 

○産業観光課長（吉野信次君） それでは、まず補助金の関係からお答えいたします。 

 国際交流協会、これにつきましては正式な団体ではないということで前回もお答えしており

まして、任意の組織ということで、まず国際交流協会はそういうことでお答えしております。 

 平成27年度は、プログラム事業の不足費用も含めまして156万9,421円が補助として行ってお

ります。昨年度は60万円が補助金ということで行っております。本年度は70万円が補助金とい

うことで行っておりまして、委託につきましては、今までは委託はかけたことがございません。 

 この補助金の中で、あと、会の会員の会費で年間の事業が運営されておりまして、例えばメ

キシコからのお客様の接待や、交流プログラムの中の歓迎レセプションとか、あとはフィエス

タ・メヒカーナというメキシコのお祭りの事業を、お台場に行って御宿のＰＲをしたり、絆記

念日のイベントの費用に充てたりしているものでございます。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） それでは、２点お答えいたします。 

 まず第１点は、この国際交流協会長の旅費の支出について大義があるのかということでござ

いますが、昨日もご説明をさせていただきましたが、この土屋さんという方は非常にテカマチ

ャルコ市にも人脈を持っております。また、2013年に姉妹都市協定を結んだときに、一緒にご

同行、ご参加をいただいたわけでございますが、以来いろいろな面の歴史的な研究とか、ある

いは人脈を活用しての御宿への来訪者の仲立ちとか、いろんな意味でお力をいただいているわ

けでございます。 

 そういう中で、今後の姉妹都市テカマチャルコ市との交流、その点も考慮に入れまして、ぜ

ひこの方は、土屋さんは、今後の御宿町の国際交流事業に非常にお力をいただけるということ

で、この旅費を支出させていただいても、それ以上のいろいろなお仕事をしていただけるんじ
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ゃないかなという私の判断で入れさせてもらいました。 

 もう一点は、商工会、あるいは観光協会とのご協力でございますが、昨日も申し上げました

けれども、まずは岩の井の清酒を販売するといいますか、ルートをつくるということについて、

一番の大もとであります岩の井の社長さんに２回ほどお会いしました。社長さん自身も非常に

前向きで、ぜひそういうことができればということでございましたので、私もこの案を提案さ

せていただいたわけでございますが、まずは何はともあれ、やはり一番の肝心なことは、この

予算を提案させていただきまして、可決をしていただかなければ話が先に進みませんので、そ

れが第１点と、それと、可決をしていただけますれば、即、後ほど、観光協会、商工会の皆様

といろいろなお話をしまして、いろいろなご提言、ご意見などをいただき、また、まずはこの

産業交流に端緒を開くといいますか、道を開くための、このたびのそういう一つの仕事がござ

いますので、そのことにつきましていろいろなご意見もいただきながら、また、この第１回目

のテカマチャルコ市への産業面でのアプローチがどの程度できるのか、これからなんですけれ

ども、努力をしていきたい。 

 その内容、結果につきまして、また皆様方にもご報告をさせていただきますが、同時に商工

会の皆様方、観光協会の皆様方といろいろな協議を持ちまして、この岩の井の清酒の販路がど

の程度になるのか、またそのことによって御宿町の観光振興、また商工振興にどのような影響

が出て反映されるのか、そんなことを皆さんと協議をさせていただければなと思っております。 

○議長（大地達夫君） ５番、滝口一浩君。 

○５番（滝口一浩君） ５番、滝口です。 

 昨日も大体、もうその辺はお聞きしてあるので、その町長の思いは大体わかりました。 

 でも、国際交流事業が、250万円が支出されてから、ここ２年、３年目ですけれども、この

事業、来年はないということを言っていましたけれども、そういう毎年の産業の交流の中で、

それをなしにして果たして、じゃ、今回の意味があるのかなという疑問も残るんですけれども、

それ言ったらちょっと時間がなくなっちゃうんですけれども、今回の旅費を含めて大体500万

円からの公的資金が出ることになります。僕も、大勢の議員の皆さんも、その国際交流に関し

ては別に何も異論はないわけですね。ただ今回は、そういう旅費が出るのであって、ちょっと

慎重にしてくださいということを申し上げているので、なおかつ、やっぱり子どもたちを育て

る意味でも海外とかには、中学でオーストラリアとか行っていた時期もありますけれども、僕

的には高校生、大学生ぐらいから、手を挙げる子には援助をしたらいいんじゃないかなという

ことも踏まえて、この500万円というお金は、やはり住民にとってはでかい金額になります。 
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 そんな中で、御宿町、財政課長とちょっと先ほど目が合ったので聞きますけれども、御宿町

は豊かな町なんでしょうか。その辺をまずちょっと聞いておきたい。 

 その後に、国際交流事業の要綱も、先ほどちょっと石井議員のほうからいただいたんですけ

れども、それとは別で、このＡ４のぺら１枚で、事業計画もちょっと場当たり的なんじゃない

のかと。帰ってきた後、収支とか決済初め、報告もあるとは思うんですけれども、ちょっと事

業計画が甘いんじゃないか。その辺は、副町長にぜひ、執行責任者としてのこの支出に関する

チェックが、僕的にはちょっと甘いんじゃないかなという感覚を持っているので、その辺をお

二方に聞いて質問は終わりにしたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 田邉企画財政課長。 

○企画財政課長（田邉義博君） 豊かか、豊かでないかというようなご質問でございますが、

平成27年度で財政力指数が0.44と、決して豊かではないと思っておりますが、必要な予算は必

要な都度、計上してまいりたいと考えております。 

○議長（大地達夫君） 横山副町長。 

○副町長（横山尚典君） 予算の査定のことをお伺いされているのかと思うんですけれども、

今回はあくまで予算ということでございますので、またこの成果につきましては次につなげて

いくように生かしていきたいというふうに思っております。 

○議長（大地達夫君） ほかに質疑ありませんか。 

 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 まずこれが、平成29年度御宿町一般会計補正予算案（第２号）という表題になっているんで

すね。先ほど第１号というのを審議させていただきまして、結果的には議決になったというこ

となんですが、まずこれがよくわからないんですね。 

 先ほど財政の組み立ての問題ですか、副町長、ご答弁いただいたわけでありますけれども、

趣旨については、前段者から幾つか質問があって、改めてお伺いをいたしました。先般、議員

協議会で説明を受けた内容を改めて口頭で説明を受けたものであると理解をしております。ま

た、この244万円につきましても、同様の説明であろうというふうに理解しておるわけですけ

れども、なぜこのような事務になったのか、経過について、そもそもどういうことが発端で、

こういう最終的な同一議会における一般会計補正、第２号となったのか含めまして、納得いた

だける説明を受けたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 横山副町長。 
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○副町長（横山尚典君） 補正予算（第２号）議案ということで提案させていただきました経

緯でございますけれども、１号議案の予算案につきましてご提案させていただいた段階におき

ましては、予算の内容について、まだ皆様にきちんとご説明できる内容まで詰められていなか

ったということで、時間的に間に合わなかったために、追加でこの議案を提案させていただい

たものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 補正の第２号というのはそういうことだろうと思いますけれども、

今、副町長が、若干経過について、このわずかな部分を説明いただいたと思うんですが、私が

聞きたいのは、これは副町長じゃなくて町長なんです。なぜこういう事業をご提案をするのか

と、時系列で説明していただきたいんです。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 経緯については、ある程度、昨日ですか、また前回もご説明させてい

ただきましたけれども、３月に、テカマチャルコ市からあるいはアカプルコ市からお客さんが

見えまして、またテカマチャルコ市のお客様については、市長の特使として親書の内容をお持

ちになっていただいたと。そして８月にエキスポフェア、またモーレフェアが開催されるとい

うことの中で、ぜひこの機会を通して、日本文化、あるいは御宿の文化、産業面においても、

ぜひ姉妹都市としてＰＲ願いたいというような内容でございました。 

 そこから発しているわけでございますが、なかなか時間的な部分におきましては、いろいろ

な項目について詰めといいますか、最終的な結論を出すのに少し時間がかかったということで、

今、副町長が申し上げましたけれども、１号補正予算になかなか間に合わなかったと。そして、

１号補正予算に掲載するためには、やはり皆様方へのいろいろな面でのご説明も必要だという

ことは当然のことなんですが、およそ２回ほどご説明をさせていただきましたけれども、そう

いった説明する期間も非常に、大変事務局にも事務局長にも申しわけなかったと思っているん

ですが、いろんな面で少しご無理を申し上げまして説明をさせていただいた経緯がございます。 

 それはやはり、私としましては、このたびのこういった補正予算のご提案については、今、

非常に重要な時期であると、この訪墨については非常に私は重要であるという考えの中で、こ

の第２号補正予算をご提案させていただいたわけでございます。 

 以上です。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 
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○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 町長が、テカマチャルコ市長の要請がございましたね、文書。議会のほうにも配付いただい

たわけでありますけれども、それについて、訪問したいというふうにご決意をされたのはいつ

ごろなんでしょうか。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） ちょっと明確ではないんですけれども、５月の中旬ぐらいでは─そ

の前に、やはり行くからには、向こうから親書をいただきましたけれども、やはりある程度、

突然行くのも、当然あちらの方もいろいろな準備等があると思いますので、意向をテカマチャ

ルコ市のほうへ伝えたのは５月10日ぐらいから、あるいは５月中旬ぐらいじゃなかったかと考

えております。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 ５月、たしか改めて親書と申しましょうか、それも議会のほうに配付いただいているわけで

ありますけれども、３月中旬、17日でしたか、たしか。町長室に特使が参られて、懇談された

のが、そうですよね。そのときに、書面で市長からご招待があったということですよね。そう

いう書類もコピーをいただいておりますけれども、それをどう判断するかと。最終段階は、そ

れはわかりますよ。もっと早い段階で、これについてどうするのかということのまず協議があ

ってしかるべきだったんじゃありませんか。じゃ、行くか行かないか、どういう対応をするの

かと、構想でいいと思うんですね。それは予算が必要になれば議会の承認案件になると思いま

すので、一応議会と相談というのが順当だと思うんですね。一定の方向性の確認があれば、そ

れで相手様と第１段階の協議を行うということが普通じゃないですか。 

 それともう一つ、先ほども質問が出ましたけれども、たしかこれ、国際交流関係、予算だけ

でも500万円前後ですよね。それから、先ほどからずっと、きのうからありますけれども学生

交流、これは職員をして行うということでございますので、職員のこれは人件費も当然かかっ

ているわけですよね。だから、ざっと見積もっても、両方で私は1,000万円ぐらいは最低かか

ってしまうんではないかと、素人目に見てもそう思うわけであります。 

 そういうところの中で、町長、もう一つお伺いいたしますけれども、これは町長のホームペ

ージです。いわゆる新年度の所感でありますけれども、ご挨拶、これは前回も取り上げさせて

いただきましたけれども、「全ては町民のために」と。「町民の皆様の幸せ実現のため全身全

霊を傾注します」というご挨拶の中で、「こどもは町の宝 子育てと教育の町」ということで
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うたわれていますよね。 

 では、先ほども取り上げられておりましたけれども、オーストラリアとの交流です。御宿中

学校オーストラリア海外研修実施要綱、これは平成10年10月２日につくられている要綱ですけ

れども、中学２年生を対象とすると。オーストラリア、ブリスベン、シドニー、当該旅費に係

る費用の２分の１を町が補助する。これは大きな成果を上げていたと私は伺っております。こ

れもやはり、家庭の経済的な逼迫もある中で、応募者がなかなか集まらないということもいろ

いろあった中で、最終的には、今、多分実施されていないと思うんですね。でも要綱はきちん

と残ってございます。 

 海外の子どもたちも大事ではありますけれども、じゃ、御宿の子どもたちはどうするんです

か。そうしたものは、どうこの予算の中で参酌されているんですか。これがないんだったらわ

かりますよ。これ、けさ印刷したものでございます。多分抹消していないと思うんですよね。 

 それから、もう一つございます。今、今度の事業の形態についてご説明いただきましたが、

御宿町交流事業等補助金交付要綱というのも、これもございます。これは、国際交流事業、ア

カプルコ姉妹都市交流事業、海と山の子交流事業、野沢温泉村姉妹都市交流事業ということで、

要綱第２条に掲げる事業というふうにうたわれてございます。今度のこの事業と、私は全く、

これは使えると思うんですね。ここの要綱は。 

 じゃ、この３月ですから、時間があったわけです。関係団体、個人も含めて、こうしたこと

のくみ上げというのは考慮はなさらなかったんですか。これ、使えるじゃありませんか。使え

ないですか。そうしたら、全くこのあれは違ったものになりますよ。少なくても、きのういた

だいたこの事業計画、私はこれと違うものになると思うんですね。まさに町民が主体となった、

町民が主役の事業になったわけじゃありませんか。 

 行く中身は同じだと思いますよ。くみ上げが違うと思うんです。そのための要綱を、これは

27年に改訂されております。これ、平成10年に交流事業というのは交付要綱をつくられたわけ

でありますけれども、改正が27年10月９日、告示第43号ということでございますので、これは

町長名で発布されたということですよね。それとも、これは町長印が入っていないんですか。

そうしたものが参酌されて、海外の国際交流という中で海外の子どもたちの受け入れ、それか

ら町内の子どもたちということになるんじゃありませんか。 

 そういうものがどう参酌されたのか。その中で、最終的にこういう結論に至りましたと、多

少時間がかかりましたので、副町長、先ほどご説明いただきましたけれども、補正第２号とし

て提案させていただきますということならわかるわけでもありますけれども、その辺のところ
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はどういうふうに精査されたのか、説明いただきたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 御宿の子どもたちの国際感覚の醸成ということにつきましては、国際

交流事業を行うにあたりましては、当然念頭にあります。今後どういう展開をしていくのかと

いうことについては、しっかりと考えていきますが、いろいろな面で、やはりご指摘のとおり、

地元の御宿町の子どもたちの国際交流事業への参加、あるいは感覚の醸成、それはやはりこれ

からの当然の課題でございます。 

 また、今回の旅費等の内容につきましては、先ほども説明がございましたが、これまでの渡

墨といいますか訪墨、あるいは使節団のそういった訪問、そういうことの経験の中で見積もり

をいただきまして、このような内容に決定させていただいたということでございます。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 総合計画の指針と違うんじゃないかということを私は申し上げているんです。総合計画の指

針にきちんとうたってあるわけじゃありませんか。繰り返しませんよ、内容については。先ほ

ど発言いたしましたから。 

 なぜこういう町執行の事業になってしまうんですか。ですから、３月でしょう。時間はあっ

たわけじゃありませんか。議会と最終調整は構いませんよ。そうしたものがきちんと事務とし

て整理されて、町長、御宿の子どもたちは大事だとおっしゃいましたけれども、どういう説明

をされたんですか。町長、給食までいただいていますよね、学校まで行って。違いますか。学

校議会、子ども議会もやられているじゃありませんか、２年に１回ですけれども。ふだん接し

ていられているじゃないですか、子どもたちと。 

 これ、個人のお金じゃないですよね。町の税金ですよね。違うんですか。何のために使うか

というと、法定外費用じゃありませんか、これ。違いますか。法定事務は何なんですか。そう

いう質問、答弁を求めるということなんですか。 

 自治法に決まっていますよね。書かれていますよね、税の目的。ただ、それにおいて、町に

おいて執行できないわけじゃありませんよ。先ほど一般質問で、町民の暮らしの問題をたださ

せていただきました。基本的には町長もご認識は同一だというふうに私は理解をしています。

きちんと説明ができるようにしてくださいよ。今後やりますということで、町民にどう我々が

説明できるんですか。大事じゃないと言っているわけじゃないんですよ。じゃ、先ほど申し上

げましたけれども、この御宿町交流事業補助金、これを使って団体・個人が申請して、こうし
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た事業を展開することは不可能なんですか。これ、どこで出しているんですか、所管は。その

解釈についてちょっと伺いたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） このたびの、この国際交流事業を私が決断いたしましたのは、やはり

この今の時点において非常に重要であるという判断の中で、費用対効果を考えた中で、これだ

けの公費といいますか、財源を使いますけれども、それ以上の効果をなし得ると、なし得なけ

ればいけないという私の判断の中で、このような内容を提出させていただいたわけでございま

す。 

（石井議員「議長、私の質問に答えていない。答弁は受け付けない」と

呼ぶ） 

（「議長、休憩」「議長、休憩してください」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 暫時休憩します。 

（午後 ６時１２分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ６時２７分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） お時間ありがとうございました。 

 今ここに、御宿町交流事業補助金交付要綱とございますが、これは一般的には町民の皆さん

を対象とした内容になっておりますが、このたび町が主導して、このような、今までご説明さ

せていただいた事業を展開しようということでございます。 

 石井議員さんのご指摘もよくわかります。今後よくご提案、ご意見の内容を吟味しながら進

めてまいりたい。このたびは少し、ちょっと趣旨が違いますということで、この補助金交付要

綱は適用してございませんけれども、今後ともいろんな面で研究をしていきたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 活用できるわけですよね。私、そのことを聞いているわけですよ。この御宿町交流事業補助

金交付要綱というのは、今般の事業にも─考え方ですよ。具体的に言えば、一定の団体、個

人がこれに基づいて、町長、今提案があった内容について、同様の例えば事業を申請されたと
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すれば、これで使えるということだと思うんですよ。そのことを確認しているんです。 

 この政策判断をするかしないかというのは、それはまた町長、あるわけでありますから、そ

れはそれでまたもう一つ議論があるわけですけれども、こういうことを町がつくって、先ほど、

もう読みませんけれども、入っているわけですよ。ここに該当するようなものに使えると書い

てあると思うんですね。私が勝手にそう解釈するんですか。それだけ聞いているんです、私は。 

○議長（大地達夫君） ３回目ということで、回答をお願いします。 

 石田町長。 

○町長（石田義廣君） ご指摘をいただいておりますが、先ほど申し上げましたいろいろな事

情もございまして、時間も含めましてございましたので、今回はこのようにさせていただいた

ということでございます。 

○１０番（石井芳清君） 私の答弁にきちんと答えてないじゃないですか。 

○議長（大地達夫君） ３回を過ぎたということで、先に行かせていただきます。 

○１０番（石井芳清君） じゃあ、次。もう一つ、先ほどの国際交流協会のことですけれども、

ちょっとインターネット上の事案について伺います。 

 ちなみに、千葉県の御宿町国際交流協会を紹介するページがございます。ここにどのように

載っているかと申しますと、御宿町国際交流協会の概要、団体所在地、千葉県夷隅郡御宿町須

賀1522、代表者、石田義廣氏となっております。これは、ちなみに県全体なんでしょうけれど

も、平成28年３月９日更新日とうたってございます。これ、けさ印刷したものでございますの

で、合っているか違っているかは知りませんよ。 

 それからもう一つ、これ千葉県のちば国際コンベンションビューローというところで、これ

は御宿町国際交流協会がやはり紹介されています。これは同意書と審査が必要だというふうに

うたってございます。ここはですね、代表者氏名、会長、御宿町町長、石田義廣、設立年月日

2000年２月１日となってございます。 

 それで実はもう一つインターネット上に掲載されておりまして、これはいわゆる日本財団の

関連の団体のホームページでございます。こちらには、これは更新日が2012年６月８日という

ふうな記載になってございます。ここは代表役職者氏名、会長、土屋武彌氏となってございま

す。 

 私、ここで非常に不思議に思うのは、設立年月日が1999年２月１日という記載になってござ

います。これはこの係る団体の補助金申請をしたということでの平成22年日本財団130万円、

それから事業として町から135万円の補助金、これはメキシコ、スペイン大使館との交流、ア
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カプルコ市姉妹都市との交流でということで事業説明がなされてございます。 

 私、幾つか記載上の指摘をさせていただきました。任意団体でございますので、それがどう

こうということを言っているわけじゃありませんが、少なくとも千葉県関係についてはきちん

と、もし正しくないのであれば精査すると。これ、県民、国民に広く広報されているわけです

よね。そうすると、今までここで説明を受けたものとちょっと違うんですね。 

 それは、事務局は一番新しい書類をもって私たちに説明をしているというふうに思いますの

で、事務局の説明は正しいものというふうに解釈いたしますが、こうした、要するに準公式で

すよね。こうしたものの扱いについて、町はどのように理解をしているんですか。国民の皆さ

ん、県民の皆さん、これを見て判断いたしますけれども、これでよろしいんでしょうか。今度

は事業の信憑性について疑念が残るんですけれども。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） 今ご指摘の資料について手元にございませんが、ちょっと内容を見な

いとよくわかりませんので、申しわけございませんが、今はそれに対するご答弁を控えさせて

いただきます。 

○議長（大地達夫君） ほかに質疑ありませんか。 

 10番、石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 では１つだけ、設立年月日について、2000年なのか、1999年なのか。 

 それともう一点、これ、一時町長が代表、会長というんですか、代表者名になっていたと思

うんですが、そういうことがあったんでしょうか、過去に。それと現在、では土屋氏というこ

とで承っておりますけれども、改めて設立年月日、それから代表者がどのように推移していっ

たのか、最終的な代表者について、もう一度確認をしたいと思います。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） ごく短期間ですが、一時あったと記憶しております。 

（石井議員「委託事業じゃないんですか。答えられない団体に支出する

んですか。おかしいですよ」と呼ぶ） 

○議長（大地達夫君） 吉野産業観光課長。 

○産業観光課長（吉野信次君） 1999年２月１日に規約ができておりますので、1999年が合っ

ている年数です。 

○議長（大地達夫君） ほかに質疑ありませんか。 
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 １番、瀧口義雄君。 

○１番（瀧口義雄君） １番、瀧口です。 

 いろいろと話が出ていますけれども、まず１点、３月17日に来て、町長が決断したのが５月

中旬だというのはわかりますけれども、余りにもあらっぱしいんじゃないですか。僕は、補正

はそういう制度がありますからいいんですけれども、今日ですよ。災害とか緊急事態なら、こ

れはわかりますよ。こんなあらっぱしい世界がどこに行ったらあるんですか。３月17日に来て

いる。それで、もっと詳細なのは土屋氏のところへいろいろと届いているのも承知しています

よ。決断したのは５月だと。５月だったら、議運はいつやったんですか。計算式はできないと。

課長に聞きますけれども、この計算式をしたのを業者に旅費とか聞いたのはいつなんですか。 

 それと旅費ですね。旅費に対して、大体26万5,000円が飛行機代と、あともろもろあると。

もろもろある中でパック旅行だということですよね。パックで１人53万円。あなたも町長も、

誰が行くかわからない議員と、これは、あなたは公務員、ほかは特別職公務員という中で、旅

費規程で行ったと思うんですよね。旅費規程は14条ですよね。14条の中で、国家公務員に準ず

ると。34条、35条でございますね。メキシコは丙地区ですよね。その計算式でチケット代をど

う計算したのか。それと宿泊費、交通費、食卓費で、３人違いますから。２人は同じ。それは

違いますから、その計算式をまず教えてください。パックに53万になった形、向こうの交通費

も含めて旅費ですから。 

○議長（大地達夫君） 吉野産業観光課長。 

○産業観光課長（吉野信次君） 先に旅費の計算のほうをお答えいたします。 

 条例にございます。議員のおっしゃるとおり、条例の中の費用の中で国家公務員の例という

ことで、先ほど議員もおっしゃられたとおり、旅費と宿泊費と日当等々、その条例に合わせて

計算をしていくというところはそのとおりでございます。この見積もりについて、パックの見

積もりについても同時期に計算をして、これは国のほうのマニュアルの中で、平成28年12月に

旅費業務に関する標準マニュアルというものがございまして、できる限りその計算だけではな

くて、パックのほうが安い場合があるので、安い場合はパックのほうを利用しなさいよという

ことで国のほうの規程がございまして、それを準用して、今回同じような計算をして、パック

のほうが安かったので、53万円ということで今回計上させていただいております。 

○１番（瀧口義雄君） 答弁になってないよ。議長、いいですか。 

○議長（大地達夫君） １番、瀧口義雄君。 

○１番（瀧口義雄君） はい。では、パックの計算と、その国家公務員の旅費規程と、どのく
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らい違うんだと。 

 もう一つ、今、石井議員も言われましたけれど、隣にいる人もメキシコに行っている。共通

経費を除いて全部自費ですと。テカマチャルコの調印式に土屋さんは出ているんですよ、会長

として。これは自費で行っていますよ。今回と、この落差。彼も当時の国際交流協会の会長と

して紹介されています。今回は公費だと、この違いは何ですか。今回は物産展ですよ、招待が

ありながら。前は大切な調印式ですよ。それで一般の人は全部自費でございますよ。この落差

は何ですか。私は、当時35万かかったと思う。さかのぼって返してやってくださいよ、こんな

やり方するんなら。誰も国際交流云々言っていないんですよ。 

 それと、もう一つは委託費ね。石井議員が言われたような形だったら旅費で出ていますよ。

委託費、これ明らかにブース運営費と言いながら旅費の流用じゃないですか。明らかに旅費と

わかっていて、それは運搬するとかなんとか、そこでやるというこじつけをやって、旅費の流

用ですよ、明らかに。じゃ、こういうものは郵送するのか、手で持って行くのかと、その辺も

聞いていないし、じゃ、レセプションの費用、３回ありますけれども、これがどこ入っている

のか、今わからない。 

 それと町長、費用対効果という言葉が出ましたけれども、僕らは国際交流は費用対効果じゃ

ないと思っています。やっぱり友好親善で、教育と同じで、金がかかっても、これは必要不可

欠な支出だと思っています。確かに岩の井さんと、物産展かもしれないですけれども、費用対

効果と言ったら、じゃ、費用対効果を出してくださいよ。それと、それならば、先週、あるい

はつるし雛……。 

○議長（大地達夫君） 瀧口議員、運賃の差異について答弁できるそうですから。 

○１番（瀧口義雄君） そうですか。じゃ、今のは質問として置いておいてください。 

○議長（大地達夫君） 吉野産業観光課長。 

○産業観光課長（吉野信次君） それでは算出した金額ですが、宿泊料、航空費─航空費が

実費ということになっておりますので、航空費は一旦うちのほうで計算したのは、一番インタ

ーネットで安い金額ということですので、ちょうどパックの料金とそんなに変わらなかったと

いうこともありまして、あとは日当ですね。日当と、通訳代とか車代というのも実費になりま

すので、そういうものも全部含めて7,000円前後の差額が出ているというところでございます。 

（瀧口議員「答えになっていない。議長、はっきり答弁させなよ。いい

ですか」と呼ぶ） 

○議長（大地達夫君） １番、瀧口義雄君。 
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○１番（瀧口義雄君） １番、瀧口です。 

 旅費規程の中でパックのほうが安いと。あなたと特別職と計算値が違うんですよ。だから、

その計算値が違ってパックのほうが安いと。日当も出してくださいよ。あなた、計算したんだ

って言うから。議員に日当がつくのかい。町長は計算式がある。あと課長もあるかもしれない

けれども、議員に日当なんかつくのかい。これは出張にあたるのかい、視察なのかい。 

○議長（大地達夫君） 吉野産業観光課長。 

○産業観光課長（吉野信次君） それでは、町長の宿泊費が９万3,000円、これは５泊でござ

います。あと日当が３万3,150円で、航空運賃が、日本からメキシコまでが18万9,890円で実費

ということでございます。あと、メキシコシティからアカプルコの飛行機代というものが３万

3,280円です。通訳代と車代がトータル18万7,500円で、トータル53万6,820円ということです。 

 一旦、議長も同じ金額ということになっております。これは国家公務員の丙の部門のところ

で、これは中南米の国に行った場合の費用ということで区分けされておりますので、そこを拾

ってきたものがこの金額ということです。 

 職員につきましては、その下のランクで宿泊料が８万1,000円。航空運賃は一緒でございま

す。日当が２万9,250円で、メキシコシティ、アカプルコ間の航空運賃が３万3,280円で同額で

す。通訳代と車代が合わせて18万7,500円ということで、職員につきましては52万920円という

ことで、若干53万円を割るような形でございましたが、全体的に見ると159万4,560円というこ

とで３人分になります。 

 以上です。 

○議長（大地達夫君） １番、瀧口義雄君。 

○１番（瀧口義雄君） 議長ではなくて、議員なんですけれども、議員に日当がつくのですか。

これは出張なのですか、それとも視察なんですか。議員が日当がつくって話は聞いておりませ

んけれども。出張しなくても視察でも、報酬はもらっております。 

○議長（大地達夫君） 吉野産業観光課長。 

○産業観光課長（吉野信次君） うちのほうの算出が、議員さんということで算出をしており

ませんので、３名のうち上級職が２名で、職員が１名ということでの算出をしたというところ

で、日当をつけてあるということですね。これはあくまでも予算をとるための算出ということ

で出させていただいております。 

○議長（大地達夫君） １番、瀧口義雄君。 

○１番（瀧口義雄君） だって、使わないものをつけて計算すること自体がおかしいじゃない
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ですか。上級職じゃなくて特別職ですよ。特別職のところで見るんですよ。あなたはちゃんと

その計算はわかっています。あなたは公務員ですからね、町長、副町長は特別職ですよ。議員

に日当がつくなんて、報酬が払われて、今まであったのかと。 

 じゃ、テカマチャルコに調印に行ったときに、あれは議長が行っていますけれども、そこま

で言わなかったけれども、日当がついたんですか。日当なんかつかないよ、議員はどこ行った

って。だから計算式が違っているんだよ。 

 それと、今言ったように、今まで国際交流協会の会長として大切な調印式に行ったときも自

分の金です。今回は物産展ですよ。招待とありながら毎年やっていると、それが公費だと。こ

の落差は何なんですか。行った人いっぱいいますよ、今まで。それは全部、共通経費を除いて

全部自己負担ですよ。 

 国際交流をやっちゃいけないとか、誰も一言も言っていない。金の支払いについて明確な方

針を出してくれと言っているんですけれども、出ないじゃないですか。今度は特別にそういう

形で出ていくと。これは完全に流用ですから。 

 それと、もう一点ね。物品、もう一点言いますけれども、今これは前に言われた手で持って

行くのか、郵送なのか、その辺と、この予算が出てきましたから、ブースＰＲ物品。町長は口

走りましたけれども、費用対効果という形なら、これは民間の物を税金で買って持って行くと。

俺はお土産ならいいと思っているんだよ。テカマチャルコと、そういう関係者に日本酒を持っ

て行くとか、そういうものは了解しています。ただ、これは物産をやって、メキシコにその活

路を見出すと。あなたは費用対効果と言ったんだから、これは費用対効果を聞かなければいけ

ない。１回行って費用対効果が出るような話ですか。滝口議員が言っているように、これは継

続的に事業としてやるんなら、どういう方針を持つかというものを、石井議員も言っています。

ないじゃない。１回行って後は行きませんと、これはただの遊びだよ。費用対効果、じゃ、視

察に行った後、今後どうなるかという計算をしてくださいよ。それと、そういう産業に対する

ものだったら、この清酒を出すところ、もらいなさいよ。 

 それともう一つは、産業の企業で事業をやっているんですから、応分の負担をもらいなさい

よ。それが当たり前ですよ。僕は国際交流だと思っているからいいと思う。あなたが費用対効

果と言ったから、お酒を出しているところ。つるし雛は土産なんでしょうけれども、それは言

わんですよ。清酒のもとのところに、どのくらい持って行くのかわからんですけれども、それ

はそこの会社のための販路拡張の話だから、費用対効果とあなたが言ったんですから、それは

もとから金と応分の負担金をもらいなさいよ。僕は、国際交流だという形のものならそれはい
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いと思うんですけれども、あなたは費用対効果と口走ってしまった。 

○議長（大地達夫君） 吉野産業観光課長。 

○産業観光課長（吉野信次君） 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の中で、旅費は国

外旅行の場合は、特別職の職員の旅費については別表第２のとおりで、第５条で「この条例に

定めるもののほか、給与及び旅費に関しては一般職の職員の例による」ということでございま

して、一般職の旅費の規定の中に国外旅行旅費ということで、これにつきましては国家公務員

等の旅費に関する法律に規定する国家公務員の例によるということになっております。 

 算出の中で指定職の職務にある者というところに、町長と議員さんということで、これにつ

きましては宿泊料と日当ということで定めがございます。ただ、これはあくまでもパックの比

較をするための日当も含めての比較の金額になりますので、前回の調印のときに渡墨した際の

あの金額もパックの料金になります。なので、日当等を比べているだけで、日当はいただいて

おりませんので、パックの中の費用として前回も行っていると。 

 次に国際交流協会長が前回行ったという話ですが、あれはあくまでも使節団の一員として、

ご自分でその趣旨に賛同されて、使節団の中の一員として出席しておりますので、全て向こう

のイベントにつきましては、その使節団の人たちもあわせて参加しているような形でございま

すので、その辺のご理解をいただければと思います。 

○議長（大地達夫君） 石田町長。 

○町長（石田義廣君） いろいろなご意見をいただいておりますが、先ほどの費用対効果とい

うことにつきましては、私が申し上げた意味は、すぐに実際の話、これだけの予算を使って出

ることではございませんけれども、しっかりと将来にわたって大きな効果が出るように努力さ

せていただきたいということで申し上げております。 

○議長（大地達夫君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 
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 議案第６号に賛成の方は、挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（大地達夫君） 挙手多数。 

 よって、議案第６号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎請願第４号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大地達夫君） 日程第10、請願第４号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意

見書」採択に関する請願書を議題といたします。 

 お諮りします。 

 請願第４号は、会議規則第92条第２項の規定により委員会付託を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、請願第４号は委員会の付託を省略することに決定しました。 

 紹介議員、北村昭彦君、登壇の上、趣旨説明をお願いします。 

（２番 北村昭彦君 登壇） 

○２番（北村昭彦君） ２番、北村です。 

 議長より指示がございましたので、ご説明いたします。 

 請願第４号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書。 

 住所、千葉市中央区中央４－13－10、千葉県教育会館。 

 団体名、子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会。 

 連絡会の構成は、括弧内のとおりです。 

 会長、齋藤晟。 

 紹介議員、北村昭彦。 

 御宿町議会議長、大地達夫様。 

 本請願は、国民にひとしく義務教育を保障するために、地方財政の下支えをしている義務教

育費国庫負担金制度を堅持するため、意見書を政府及び関係行政官庁へ提出することを求める

ものです。 

 詳細な内容につきましては、添付の請願書写しのとおりです。 

 ご採択いただけますよう、よろしくお願いいたします。 
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○議長（大地達夫君） 本請願に質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 質疑なしと認めます。 

 本請願に関しましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 請願第４号を採択することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（大地達夫君） 全員の挙手です。 

 よって、請願第４号は採択することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加について 

○議長（大地達夫君） お諮りいたします。 

 ただいま提出者、北村昭彦君、賛成者、大野吉弘君から、追加日程第１、発議第１号 義務

教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書が提出されました。 

 この際、これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、発議第１号を日程に追加し、直ちに議題とすることに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎発議第１号の上程、説明、採決 

○議長（大地達夫君） 発議第１号を配付しますので、しばらくお待ちください。 

（意見書配付） 

○議長（大地達夫君） 配付漏れありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） なしと認めます。 
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 北村昭彦君、登壇の上、説明願います。 

（２番 北村昭彦君 登壇） 

○２番（北村昭彦君） ２番、北村です。 

 議長より指示がございましたので、ご説明いたします。 

 発議第１号、平成29年６月15日、御宿町議会議長、大地達夫様。 

 提出者、御宿町議会議員、北村昭彦。賛成者、御宿町議会議員、大野吉弘。 

 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について。 

 上記の議案を御宿町議会会議規則第14条第１項及び第２項の規定により提出いたします。 

 提案理由は、請願理由と同様ですので、割愛させていただきます。 

 お手元の意見書案は、教育水準の維持向上と地方財政の安定を図るために、義務教育費国庫

負担制度を堅持するよう強く求める意見書を、地方自治法第99条の規定により政府及び関係行

政官庁宛てに提出するものです。詳細は配付した意見書案のとおりです。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） 発議第１号を採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、発議第１号を直ちに採決いたします。 

 発議第１号に賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（大地達夫君） 全員の挙手です。 

 よって、発議第１号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎請願第５号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大地達夫君） 日程第11、請願第５号 「国における平成30（2018）年度教育予算拡

充に関する意見書」採択に関する請願書を議題といたします。 

 お諮りします。 

 請願第５号は、会議規則第92条第２項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 
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 よって、請願第５号は委員会の付託を省略することに決定しました。 

 紹介議員、北村昭彦君、登壇の上、趣旨説明をお願いします。 

（２番 北村昭彦君 登壇） 

○２番（北村昭彦君） ２番、北村です。 

 議長より指示がございましたので、ご説明いたします。 

 請願第５号 「国における平成30（2018）年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する

請願書。 

 住所、千葉市中央区中央４－13―10、千葉県教育会館。 

 団体名、子どもたちの豊な育ちと学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会。 

 連絡会の構成は、括弧内のとおりです。 

 会長、齋藤晟。 

 紹介議員、北村昭彦。 

 御宿町議会議長、大地達夫様。 

 本請願は、教育や安全確保等の課題が山積している中で、子どもたちの健全育成を目指し、

豊かな教育を実現させるためには、子どもたちの教育環境の整備を一層進める必要があること

から、国の平成30年度教育予算拡充に関する意見書を政府及び関係行政庁へ提出を求めるもの

です。 

 詳細な内容については、添付の請願書写しのとおりです。 

 ご採択いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） 本請願に質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 質疑なしと認めます。 

 本請願につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 請願第５号を採択することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（大地達夫君） 全員の挙手です。 

 よって、請願第５号は採択することに決しました。 
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 ───────────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加について 

○議長（大地達夫君） お諮りいたします。 

 ただいま提出者、北村昭彦君、賛成者、大野吉弘君から、発議第２号 国における平成30

（2018）年度教育予算拡充に関する意見書が提出されました。 

 この際、これを日程に追加し、直ちに議題としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、発議第２号を日程に追加し、直ちに議題とすることに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎発議第２号の上程、説明、採決 

○議長（大地達夫君） 追加日程第２、発議第２号を配付しますので、しばらくお待ちくださ

い。 

（意見書配付） 

○議長（大地達夫君） 配付漏れありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） なしと認めます。 

 北村昭彦君、登壇の上、説明願います。 

（２番 北村昭彦君 登壇） 

○２番（北村昭彦君） ２番、北村です。 

 議長より指示がございましたので、ご説明いたします。 

 発議第２号、平成29年６月15日、御宿町議会議長、大地達夫様。 

 提出者、御宿町議会議員、北村昭彦。賛成者、御宿町議会議員、大野吉弘。 

 国における平成30（2018）年度教育予算拡充に関する意見書の提出について。 

 上記の議案を御宿町議会会議規則第14条第１項及び第２項の規定により提出します。 

 提案理由については、請願理由と同様ですので、割愛させていただきます。 

 お手元の意見書案は、地方の厳しい財政状況の中、日本の教育現場が抱えるさまざまな問題、

課題に対応し、充実した教育を実現するためには国からの財政的支援が不可欠であるため、国

における平成30年度教育予算拡充に関する意見書を、地方自治法第99条の規定により政府及び



 

－１５９－ 

関係行政機関庁宛てに提出するものです。 

 なお、先ほどご採択いただきました請願にある７項目について、意見書へ列挙させていただ

いてございます。詳細は配付した意見書案のとおりです。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大地達夫君） 発議第２号を採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大地達夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、発議第２号を直ちに採決いたします。 

 発議第２号に賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（大地達夫君） 全員の挙手です。 

 よって、発議第２号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎閉会の宣告 

○議長（大地達夫君） 以上で本定例会の日程は全て終了いたしました。 

 ここで、石田町長より挨拶があります。 

 石田町長。 

（町長 石田義廣君 登壇） 

○町長（石田義廣君） 平成29年第２回定例会の閉会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げ

ます。 

 本定例会では、報告２件のほか、６議案についてご審議をいただきましたが、議員の皆様方

のご理解によりまして、いずれもご承認、ご決定いただき、閉会の運びとなりました。誠にあ

りがとうございました。 

 これから御宿町は観光シーズンを迎えます。お越しになる多くの観光客の皆様に事故なく、

御宿の夏を楽しんでいただけるよう努めてまいる所存でございます。議員の皆様方におかれま

してもよろしくご指導、ご協力のほどお願いを申し上げますとともに、時節柄健康には充分に

ご留意されまして、ご活躍されますようお祈りを申し上げます。 

 閉会にあたってのご挨拶とさせていただきます。 

 長時間にわたるご審議、誠にありがとうございました。 

（石井議員「議長、議事について発言があります」と呼ぶ） 



 

－１６０－ 

○議長（大地達夫君） 石井芳清君。 

○１０番（石井芳清君） 10番、石井です。 

 先ほど意見書が採択されましたが、文面に不適切な部分がありますので、適正に改訂をして

から提出していただくことを議長に求めます。 

 以上です。 

○議長（大地達夫君） 正式に直してから提出するということでご理解ください。 

 どうもありがとうございました。 

 議員各位には非常に慎重に審議いただき、また議事運営につきましてもご協力いただきまし

た。円滑な運営ができたことを厚く御礼申し上げます。 

 以上で、平成29年御宿町議会第２回定例会を閉会いたします。 

 長時間にわたりご苦労さまでした。 

（午後 ７時０８分） 

 


